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道頓堀リンデンビル

施 工 大 林 組



一一「 庁1 1. 1階プラザ

パ同 2. 7 アサード(削堀内; - )

A  ー 3.  3 附投票券発光所

一一 - Ｑａｬ［ｪｩｾ＠ w: rUrl !ig_ 

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

所 在 地 大 阪 市 南 区 東 櫓 町

敷 地 面 積 1  ，641 .35m 

建 築 面 積 1，394. 73m 

延 床 面 積 8，723 .  14m 

4膏造規模 S RC 、 8 2 、 6 F、P l

工 期 昭 和 51年 8 月 ~ 昭 和53年 8 月

リンデンピル 1; 1 : 大阪の代表的な歓楽街である

道 領 掘 に 位 置 し て い る 。 主 嬰 用 途 は 日 本 中 央

競 馬 会 を キ ー テ ナ ン ト と す る 11持1，，' &投決券発売

所であり、 2 階から 5 階 ま で が 投 来 所 、 地 下

l  慨が払戻所である 。 6 附 は 日 本 中 央 競 馬 会

の諸筆に使用している 。

周 辺 が 歓 楽 街 で あ る 立 地 を 配 ぼ し て 、 単 に 11持

1射止恭券発売所としての機能だけでなく、レ

ジャーピルとして楽しめる榊成をな| 河して計

図した 。 l 階の空間は広〈通り抜けてお、り、

道頓腐の雰意気をつなげて各紐の庖舗を自己iE

し、 f也にサテライトスタジオをはじめ変化の

あるロ賞水、移動ステー ジ、モニ ュ メ ン 卜、ベ

ンチ、プランターなどによ ってインテリアス

トリートを実現させている 。

ＱＱ 持Ａ Ｍ ｾ Ｚう投票券発売所は ｬｬｩｊＨ 抱日を除き施設の大半

は遊休空間となる 。 そのために街の活気を失

うことのないように、開催日五孔9トの日にも利

用 で き る よ う な 計 画 と し た 。 1 階の広湯はも

とより Ｒ 階、 Ｓ 階の投 ＡＭ ｾ ＧｬＺ 所の客潟は、地域社

会 と 述41干した施設を目指しで、展示、{ 桜物な

どを多目白旬に利用で‘ きるような設! 日立がイ寸力nさ

れている 。利 用 H寺には投栄窓口がデザインさ

れたシャ ッターでl羽されてる手囲気が一変し、

井には放送役目立のほかにでｬｩＺ ｩｬｾ｛ ダクトや吊物

用 の バ ト ン が 設 け ら れ て い る 。

道 頓 掘 に 面 す る フ ァ サ ー ド も レ ジ ャ ー ピ Jレと

しての親しみを表現し、カーテンウ オー Jレの

ハ ー フ ミ ラ ー に ネ オ ン を 映 し て 街 並 と 調 和 さ

せ 、 外 装 の 向 い 大 理 石 に よ って華やかさを求

めた 。 西十円四Tに つ づ い て 東 側IHTのカラー舗装

も 時 期 を 同 じ く し て 完 成 し て お り 、 こ の 建 物

が今後の道. e r . i . I J A の発展に寄与することを望み

たい。

( 安井建築設 J十事務所)

。十。
ｾＱ 階 平面図 1  :  800 _  

道頓堀通り

"' 2 階平面図 ¥.1 )  



京大会館

設 計 施 工 大 林 組

、

.  .  



所 在 地 京 都 市 左 京 区 吉 田 河 原 町 15- 9  

敷 地 面 積 1924 . 51m 

建 築面 積 1139 . 74m 

延 床 面 積 3445 . 26m 

構造規模 R C、 8 1 、 3 F、 P l

工 期 昭 和52年 12月 ~ 昭 和53年 10月

己目

1  南京市外観

2. 講演室

3. ラウン ジ

f対話長 名執一般

当 会 館 は 同 窓 有 志 に よ り 、 学 術 研 究 活 動 の 活 発 化 を推 し進める

た め に 必 嬰 な 研 究 集 会 の 会 場 や 大 学 の 教職 員 、 同窓 生 が 主催 す

る学会その他の諸会合の会場に供されるよう、京都大学創立七十

周 年 記 念 事 業 の一環 と し て 計 画 さ れ た 施 設 で あ る 。

?}x地 は 京 1初日大学からはど近く鴨川 よ り の 住 宅地 で 、 大 文 字 山 や

東 山 述 山 を望 む と こ ろ に ある 。

建 物 に は 伝 統 あ る 京都 大学 の 雰 囲 気 を収入れ、 学 術研 究 、 情 報

交換そし て親 睦 の 場 と な る よ う 考 え 、 外 観 は 京 都 大学 関 係 者 に

馬 ＱＱＱ み深いレンガｾと楠を主望書な 柿成要 紫とし 、道路 沿いに植込

を配し て周 辺 の 住 宅 街 と も 調 和 す る よ う に 心 掛 け た 。 内 部 は 吹

依 を 祥つ ラ ウ ン ジ を 中心に、 1 、 2 階に 200 人 収容 のJ再演室、

大 小15の 会議室、 3 陪に 11の 宿 泊 室 、 他 に レ ス ト ラ ン 、 結 婚 式

場な どの施 設 を 立 体 的 、 有 機 的 に 結 びつ け 密度 の 高 い 空 IHJ をな

i宝I l Jニ。

設 備 J十i回 は 多 用 途、 使 用 H寺間 帯 の災なるのに対応、できるよう系

統 を 分 割 し 、 維 持 管 理 の 合 理 化 と 峰 使 さ に 努 め た 。

なお設計に際して、京都大学工学部建築系教室田中育助教段、

l兵学 ms造 l週間究室中村一教授には伺l多 忙 中 に も か か わ ら ずiill l指

導 頂 い た 。 感謝の芯ーをこめて付記する 。 (巾 庇l 仁 / 大林 組)
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兵庫県生活科学研究所

施 工 母 倉 工 務 庖

一一l J

この研究所は、食品から H常用品までのあら

ゆる商品の、分析、性能、規絡の試験、研究

を目的に兵庫県下に 6 ケ所ある生活科学セン

ターの総合的な機関としての、役割l をはたす

べく建てられたもので、敷地は神戸市が昭和]

41年以来神戸港沖に建設をすすめている人工

島、「ポートアイランド」の市街I也サービスエ

リア内で、J l i 5和56年には村: 戸新交通、ポート

アイランド線の開通で、初心のターミナルと

約 3 K M、 5 分で結ばれる予定である 。

建築場所が海上の埋立地で、あるため、 HLは長

さ38Mの N F カ y トの鋼管わl を使用し、床下

に土砂、の補給ができるようにマンホールを設

けた 。

設 計 兵 庫 県 建 築 部 営繕課+ 昭和設計

監 理 兵 庫 県建築部営繕諜

所 在 地 神 戸 市 生 田 区 港 島 中 町 4 - 2

敷地面積 3，480m 

建築面積 1  ，195m 

延床面積 2，130m 

構造規模 R C、 3 F 、P l

工 期 昭 和51年 12月~昭和53年 10月

実験室が多く室内の壁面が多く要求される建

物のため、窓が小さく、速なるため 、工場や、

車庫などを連怒させないように、外壁には淡

い色調のシャモットタイルをn占り、 ( 1いホー

ローの1. f E でアクセントをつけ、新らしい討j L!:

都市にとけこむ研究所になるよう心がけた 。

Ｈ門内秀絡Ｏ兵 ｊｮ ｩ 県建築ｴＺ ｴｬｾ '1蛍・締諜)



兵庫県生活科学研究所

設 計 兵 庫 県 建 築 部 営 繕 課+ 昭 和 設 計

施 工 母 倉 工 務 庖

1 . 多目的実験室前面ディテール

2.  ｾ目的実験室内部

3  東南よりみる

4  南東より全i;f をみる

5  北東より全fJt をみる

織最長 東出i l ' 1彦



4 第24回工高生デザインコンクール

入選者発表

日本建築協会主催による昭和53年 度 の 標 記 コ ン ク ー ル の 入 選 者 が

下記のとおりさまりましたので発表いたします。

なお、入選作品は次号 ( 54年 l 月号) に掲載いたします。

・設 計 課 題 公図に建つ「公衆便所」

・応 募 校 10校

・応募作品 70点

氏 名 "1: 校 才1

入選 ・最優秀rt 筒 井 筒 行 大阪府立西野田工業向等学校

入 選
大 王jL 浩 11月 問 上

11 中 村 登 同 上

11 水 川 位 同 上

11 蚊 口 智 也 大阪市立都品工業高等学校

11 小 山 将 史 得 馬 県 立 桐 生 工 業 高 等 学 校

11 同 一 馬 群馬県立前統工業高等学校

11 岡 田 修 一 同 上

11 角 田 尚 之 同 上

11 ｾ別 ｩ 原 法 同 上

学 年

3 年

3 年

3 年

2 年

3 年

2 年

3 年

2 年

2 年

2 年

( 順不同 )

4 建築データシートハンドブック好評

頒布中

- ・在庫が少なくなりました。 早 い 自 に ご 購 入 下 さ い JI

発表以来、各方面において好評を博し、又「新建築J 9 月号の新

刊紹介や「毎日新聞 J Iサ ン ケ イ 新 聞J の記事で紹介され、現在、

建築工事現場等で、大いに活用されております。

この図書は、材料 ・工 法 を 工 事 別 に 分 類 ・整理し、「用途JI 特長」

「性能JI 規 絡JI 仕織J … … などの項目について統ーした書式で記述し

比較・検討を効果的に行えるよう編集したものです。

. 'ii主 修 工 学 博 士 坂 静 払

. 1;本 裁 A 4 半IJ ＨＮｾ話帳サイズＩ 2 分 冊 約 1，600頁 ( 3. 6kg)

本 文 ・特 賞 委

上 製 本 、 堅 牢 ケ ー ス 付

. 定 価 2 分 冊 一 式 協 会 会 員 ￥6，000 一 般 ￥ 8 ，000

. 送 料 ( 荷 造 り 料 、 簡 易 古 留 、 郵 送 料 の 実 費 )

地域により下記のとおり料金が変わります。

第一地帯 ( 大阪市内のみ)
1. 000阿

( 近畿、中国、問問、中部地方と神奈川県) 1，200問

第二地帯 ( 関東、点北、九州地万 ) 1，300円

第三地借 ( 岩手、I ' f 森、北海道地 )j ) 1，400円

4 建築 8 団体合同新年交礼会( 再録)

恒 例 に よ り 建 築 8 団体合同の新年交礼会を下記のとおり開催いた

します。相互廻礼の煩を省き、 一堂に会して年頭の祝辞を交換いた

したいと存じます。

日 時 昭和54年 1 月 4 日( 木) 午後 1 11寺30分 - 2 11寺30分

会 場 大 阪 コ ク サ イ ホ テ ル 8 階宴会場( 東区内本町)

会 費 2 ，000問( 当日欠席されても会費はいただきます。)

申 込 12月15 日までに会費を添え、本会 ( 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3

- 3 7 日本主主築協会総務課 T E  L 0 6 - 2 31- 9648) へ お 申 込

み下さい。参加者名簿を作成いたしますので〆切日を厳守

願います。

昭 和53年中に建設関係功労者として叙勲および褒章を受けられた

方を招待してその栄誉を祝します。

共 催 団 体

日 本 建 築 協 会 大 阪 府 建 築 士 会

日 本 建 築 学 会 近 畿 支 部 日本主主築家協会関西支部

大 阪 建 設 業 協 会 日 本 建 築 材 料 協 会

大 阪 建 築 士 事 務 所 協 会 大 阪 建 築 設 計 監 理 協 会

( 目目制53年よ 1) Ｘ 団体 的 共ｦｉｾ と なりま し た Ｉ

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

‘ 建築技術選書第 3 号「建築とコンビュータ 1 J 、 第 4 号 「 都 市 の 下 水 処 理J 、第 5 号「すまいの語録」発刊。詳 細40頁 参 照

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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質疑なと・の投稿をお待ちしております.
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共同住宅に対する特例基準の運用についてくその 2>  

開放型 | 直接外気に開放されている廊下、階段等とは、

住戸等 |パノレコニーの形態に類する片廊下又はそれと

同等以上のl J iJ放性を有する階段室等で、次の

ーに該当するものとする。ただし、廊下、階

段等が隣地境界線又は他の怨築物の外壁との

中心線から、 l 階にあ っては 3 メートル以下、

2 階以上にあ っては 5 メートル以下の距離に

ある場合については、周囲への附放性が十分

確保されている場合を除き、原I l IJ として、直

接外気に開放されている廊下、階段等に該当

しないものとする 。 また、開放型住戸等につ

いては、住戸等の主たる出入口に面する廊下、

階段等がこれらに該当するか否かにより判定

するものとする 。 I 階数の

ア. 片廊下 ( イに該当するものを除く ) I 算定

片廊下で、次の間から同に迎合するもの。 I 方法

的手すり等 ( きく、金網等| 羽放性のあるもの

を除〈。以下同じ) がある場合、外壁面の直

接外出Lが流通する部分の而符( (廊下の両端部

の面積を除< ) は、当該階の当該廊下に面す

る見付而秘の 3 分の l を越えること 。

(イ)直接外気が流通する部分について、手すり

等の上端から小梁、たれ壁等の下端ーまでの高 | 消火器

さは 1 メートル以上であること 。 I 具に関

問廊下の外壁面に下方へ小梁、たれ壁等を設| する事

ける場令は、 天井前か ら小梁、たれ壁等の下 | 項

端までの日さは30センチメートル以下である

こと 。

同直接外気が流通する部分について、防風の | 自動火

ためのスクリー ン等を設ける場合は、スクリ | 災報知

一 ン等の仰を 2 メートル以下とするとともに、| 設備に

相互に 1 メート J レ以上離して設けること 。 I 関する

_  HL  

.，，-
3  

イ. 片廊下で廊下の一部に階段室 エレベー

タ一等外気の流通を妨げる部分が設けられて

いるもの。

片廊下で、次のアからエに適合するもの。

伺 l拘ア、間から同に迎合すること 。

」 ー し Ｍ ｾ

L  :  J I'i品l肢の廊下部分の

長さ

W :  11 11 幅

ｅ ， ＮｅＲ ・ ｾｉ Ｇｩ別肢の廊下部

分に ffii する住戸

のIl fJ 口部而械

a  1，8  Ｒ ・ ｾ Ｑ ， ｮ ｦｊ放の廊下総

部の断面干it ( I!l- J  

jJj 部分の商械は

除< )  

(イ) L は 8 W 以下で、かつ、 12メート J レ以下で

10 挫築 と社会/ 1978年 川 1号

事項

( 警戒

区域)

( 感知

器)

( 住戸

等内の

感知器)

あること 。ただし 、a，部分が閉鎖されている

場合のしは、 4 W以下で、かつ、 6 メート J レ以

下とすること 。

(明E ，と E
2

の和は、 a ，と a 2 の和よりも

4、であること 。

同非開放の廊下部分に而する住戸の関口部の

商秘 ( E ，又は E
2

) は l 住戸につき 2. 5平

方メートル以下であること 。

ウ. 階段室

階段室で、屋内避難階段主宰の苦11分を定める告

示( 昭和48年 6 月 1 日消防庁告示第 10号) に

適合するもの.

1  • ! 也階がある共同住宅等で roo階以下の

部分J とある場合は地階を含めるものとする 。

又 roo階以上J とは地階を除〈部分の階数

を算定するもので、他の用途区画されたもの

でも本部分も含めるものとする 。

2  . スキ ップ型又はメゾネット砲の共同住宅

等の階数は、各戸ごとによるものではなく、

各階単位によるものとする 。

特例基準のうち! 主戸等のなかの機械室又は電

気室にあっては、当面秘 r 100平方メートル

を r 200平方メート J レ」と読み仔えることが

できるものとし、この場合本当該部分に適応

する消火総長Lを設置する 。

ＱＮ 特例法 ￬ｪｬ ｬ の二 方向ｾ錐附ｨｊＨ '1: H主戸等の10

階以下、 二万肺l避難住戸等の 6 階以下及び直

接外気に開放の廊下の住戸等で、かつ、当廊

下から地上又は i艶維附に通ずる直通階段 ( 直

接外気開放に限る ) が 2 以上ある 6 階以下の

各々については、耐火 構 造の ｬＺ［ｾ . 床、等によ

り区画 ( 1) 日口部は甲樋防火戸又は乙樋防火戸

であるもの ) された部分で、次の(1) ; &ぴ(2) に

該当する場合は当該獲に限り二万向避難でき

ない場合であ っても、自動火災者l知設備は省

略できる 。

(1) 機械室等の床而椴が 200平方メート J レ以下

であるもの

(2) 倉庫の床I師械が 100平方メートル以下であ

るもの

2  . 設置する場合の追加 iJ;; lJi

(1)警戒区域は、階段室型のものにあっては、

5 階以下ごととするとともに、合計 1000平方

メートル以下を l の警戒区域とする 。

(2) 廊下型は消防法組行令第21条第 2 項第 l 号

及ぴ第 2 号の規定通りに設けること。ただし

火災表示灯を有する火災表示器 (接続個数20

個以下とした場合に限る) を設けた場合; こは

箸戒区域の而僚は1500平万メート J レ以下とす

ることができる 。

(3) 受信機にかわる電磁継電器を4耐えた装置

Ｈ 以下 ｲ ｋ ｾ 火災警報告別というＩは所定基

準に適合さすことにな って いるので、これに

適合のものを使用されたい。

Ｈ Ｔ Ｉ 感知 ｬ 総 は、 消 防法施行先 ｊ Ａｊｬｩｊｴ ｬ ｾＲＳ 条第 Ｔ 項又

は第 5 l J i に定められたi泊り にするほか、次による。

住戸等内の放置感知総

( i )感知昔話のf oTi7J IJ は、差! f ! IJ式スポ y ト型若しく

は有1i 11t 式スポ ッ ト盟感知1総のうち 2 種のもの

定温式スポ ッ ト型感知慌のうち特般のもの

( 公称作動温度が60- 65' Cのもの) 又は煙感

知器のうち 2 般又は 3 極のもので壁、はり等

より 0. 6 メートル以上総れた天井部分の室内

に設けるようにすべきである .

( 廊下、1(5) 廊下及び通路、階段及び傾斜路の感知器

通路、 I  ( i ) 熱式感知器は、差動式スポ ッ ト型、補償式

階段、 | スポ y ト型の l 極若しくは 2 級、又は定治式

傾斜路 | スポ ッ ト型感知器のうち特材lのもの( 公称作

の感知 |動温度75' C以下) 。

器) I  (ii )廊下 、通路は歩行距離15メートルに l 個以上。

(凶) 階段、傾斜路は、各階ごとに l 個以上設け

ることとする 。ただし悠感知日告を設ける場合

にあ っては 7 階ごとに l 個以上の偶数とする

ことができる 。

( 火災 I ( 6 ) 火災表示器は次による .

表示器) I  ( i ) K - 1 型火災表示総は、各住戸等の出入口

の外部て¥火災表示灯が共用部分から容易に

識別でき点検容易な場合に設ける 。

(i i¥ 1 回線の接続火災表示器は20個以下

{凶廊下、階段用は共用昔11内点検可能で雨のか

からない場所 ( 防水用のものは除< ) をえら

..;; 。

( 地区 1(7) 地区音響装置は次のように設ける。

音響装 I (i) 専用とし、住戸内設置のときは、設置の感

置) I知器の作動文は K - l 型火災表示棋の点検用

押ボタンの操作と迷動でII，s動できるものでな

くてはならない。

Ｈｩ ｩＩ共用部分に設誼のものは、 ｋ ＭＲｾ 火災表

示器と直近に設け、当表示総に接続の感知器

の作動と述餅J して鳴動できるものであるよう

にする 。

(凹W.!;) 動方法は 、階段室型のものに設けるもの

は各階段の部分ごとに一斉11.自動 を、廊下型に

設けるものにあ っ ては、 一 斉 ｉｬ ，ｬＮｽ首 ｾｊ 又は下階か

ら5 階以下ごとを l プロック にしたt l : ' ，火ブロ

ック及びその直上プロ ，1 を鳴動させる。又

プロ ック内の廊下、階段等のY広告i凶器の作動や

非常響報設備の起動て・の操作嶋! I r IJ できるよう

にする 。

( 配線) 1(8) 配 線 は 消 防 法 断 酬 明24条第 1 号のほか、

K 型火災表示器の配線をj . j il 規J l IJ 罫i 24条第 5

号ホの規定準用するものである 。 又 ｋ ｾ 火災

警報総と K 型火災表示総との按*"r; { Lt I l のうち

表示線と信号線とは警戒区域ごとの配線とし

なければならない。

非常警 I 1 . 起動装置は次による 。

報設備 I ( 1 ) 原則として各階の階段附近に設ける 。ただ

に関す | し階段室型のものにあ っては、 5 階以下ごと

る事項 | を l プロ ンク とし当プロックの最下階の階段

( 起動 |附近に設ける 。

装置) I  (ii)  1 の起動装世操作によ り本対象物 の音響装

置を一斉 l鳴動するか又は段下P皆から 5 階以下

ごとを l ブロ y クとした出火プロック及びそ

の直上プロ y クを日I出動さすようにする 。

( 音響 I 2 . 音響装也は次による .

装置) I  ( i )階段室型のものにあ っては、 5 11皆以下ごと

のその 中間階の階段附近に設ける 。

(ii ; J 廊下型にあっては廊下の各部分から l の音

響装置まで水平距離25メート J レ以下となるよ

うに設ける 。

3  . 操作裳訟は次による 。

( i )点検に便利でかつ雨水等のかからない位lli

に設ける。

(ii)  1 回線に接続できる普轡装 tll 及び表示灯の

の偶数は、それぞれ15以下とするように設け

る。

消防機 | 消防機関へ通報する火災報知設備の代替とし

関へ通 | て設けられた公衆¥[ 話は、附時消防機関へ通

報する l 報できるもので、かつ、当該共同住宅等から

火災報 | 歩行距離 500メー トJ レ以下の範聞内 に設置 さ

知設備 | れているものであることとされている。

に関す

る事項 I  ( 以上 )

( 大阪市消防局予防部 吉田喜久雄)



日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

『コンクリート用 A. S. プラスター』

株 式 会 社 共豊能主演業所

本 社 干 530 大阪市北区芝回 1 - 4 - 8 ( 北阪急ピノレ ) T  E  L  06- 372- 0471 

ｲＮ ｾｦｩ 司事務所 〒567 摂津市鳥飼和道 1 - 7' - 17 T E L  0726- 54- 4850 

設近のピノレ、 7 ン シ ョ ン 等 の 内 壁 左 官 工 事 に は 、 A .  S . プ ラ ス タ ー の 硬 化 開 始 直 後 に 、水 を 加 え て ・施 工 方 法 お よ び 施 工 上 の 注 意

しばしばセメントモノレタノレ( 以下モルタノレ) が使 再繰りしたもの Ｈｂ Ｉ や、硬化 Ｑｾ ｦＮ ｊ 始 ＳＰ 分後再練り 川 配 合 お よ び 塗 厚

用 さ れ 、 そ の 上 を ペ イ ン ト 主主裟 ・クロス等て' 仕上 し た も の ( C) 、 さ ら に は 硬 化 I1fJ 始 30分 後 に 新 し コ ン ク リ ー ト お よ び プ ロ ッ ク 下地 へ の 細 工 の 場 合

げ る 場 合 が 多 い 。 しかし周知1の 通 り セ メ ン ト は 収 い A . S . プ ラ ス タ ー と 泌 合 し て 、 水 を 加 え て 泌 総 は 、 表 - 6 の 配 合 お よ び主主l平 が 標 準 で あ る 。

副首位の材料であるため、完工後も剥離 ・ ひびｬＡＮ ｾｊ れ したもの Ｈ ｄ Ｉ について、硬化時間を＿Ｑｾべたもの

等 の ト ラ ブ ノ レ が 後 を 断 た な い 現 状 で あ る 。 一方、 で 、 こ の 図 に よ っ て 練 り 直 し の 可 能 な こ と が 迎 解

セメントモルタノレの他に、 β 半 水 石 膏 系 の プ ラ ス

タ ー も 使 用 さ れ る が 、 こ の 方 は 膨 脹 性 の 材 料 で あ

る た め 剃 向性 ・ひび却lれ が な く 、 作 業 性 も 優 れ 左 官

材料としてはモノレタノレよりも適している 。 ところ

が 、 こ れ は 硬 化 後 の 強 度 が 小 さ く 、 さ ら に は 練 り

直 し 等 の 融 通 が き か な い 総 点 が あ り 、 ま た 価 格 も

比 較 的 に 高 い 。

様 記 の コ ン ク リ ー ト 用 A. S . プ ラ ス タ ー は 、 側

共 栄 鍬さ住 所 が 新 し く 開 発 し た コ ン ク リ ー ト 下 地 専

用 石 到 プ ラ ス タ ー て II 型 無 水 石 官 を 主 成 分 と し

た も の で あ る 。 この無水石' 1 4 ' ・系のプラスターとし

ては、以前にキー ンスセメントがあ っ た 。 こ の 材 料

は ';nl 悶 で 、 美 し く 仕 上 る も の で あ っ た が 、 強 い 椴

性 を 持 っ て い た た め 銭 ・答株が富市ぴ、また向 71.1焼

成 で コ ス ト が か か り す ぎ 経 済 的 て な い 等 の 理 由 で

現 :(:Eは 使 用 さ れ て い な い 。 A . S . プラスターは、

そ の キ ー ン ス セ メ ン ト の 長 所 を 生 か し 、 し か も コ

スト的にモルタノレと同等に仕上る経済性も有し、

か つ 弱 般 性 で あ る の で 銭 ・容 慌 を 錆 び さ せ る こ と

も な い 。 材 料 名 の A . S . は、 Anhydr i t ， Super ， 

Co mp onent の 略 で 、 主 原 料 は 工 業 的 に 扇IJ 生 す る

も の で あ る 。 ま た こ れ は 、 従 来 のβ 半 水 石 直 プ ラ

ス タ ー よ り 硬 化 体 の 強 度 が 強 〈 、和!i ') 直しゃ練り

残 り と 新 し い プ ラ ス タ ー と 一 緒 に 繰 る こ と も 出 来

る手 ｉｊＯ ｾ がある 。 この点、非常に融通のきくプラス

タ ー で 、 作 業 性 も 良 〈 、 膨 脹 系 材 料 の た め 当 然 の

こ と な が ら 剥 離 ・ひ び 割 れ も 少 な い 。 こ の よ う な

プ ラ ス タ ー が 開 発 さ れ た こ と は 施 工 上 の 有 利 さ と

と も に 、 わ が 国 資 源 の 有 効 な 利 用 法 と し て も 意 義

深 い も の が あ り 、 モ ル タ ル 工 法 に か わ る 新 時 代 の

内 壁 左 官 材 料 と し て 今 後 の 発 展 を 期 待 し た い 。

• A. S . プ ラ ス タ ー の 性 能

(1) A .  S . プ ラ ス タ ー と β 半 水 石i 到 プ ラ ス タ ー の

強 度 比 較 を 表 ー l に 示 す 。 これによれば、 1111げ 強

さ で 約 2 倍、圧車ui1虫きで約 4 倍 以 上 の 強 さ と な っ

て い る 。

A .  S . プラスター

キー ンスセノ ント ( 文献より )

76 

329 

(2)  A .  S プ ラ ス タ ー の 凝 結 硬 化 何 時 間iは、 β 半

水 石 膏 系 プ ラ ス タ ー よ り 比 較 的 遅 〈 始 発 時 間1で 4

時 IH1- 5 時 間 に 調 必 さ れ て い る が 、 さ ら に 図 ー 1

の よ う に 練 り 直 し が 出 来 る の で 、 左 官 の 作 業 時 間i

に 充 分 な 余 裕 がtJ j 米る 。 同 図 は 練 り 直 し 等 の 影 響

を見るため、 ( A ) の ご と く 硬 化 時 間 を 調 整 し た

斑 取 り を 行 う 。

(5)  上 塗

上 主主は中 !fi!. の 水 引 き 具 合 を 見 て 追 っか け で 施 工 す

る。 も し 翌 日 仕 上 す る 場 合 は 中 盤 孤 の 水 持 ち に 注

工まする 。 上 塗 に は 上主住専用の A ・5 ・プ ラ ス タ ー を

使 用 す る 。 また 1 mm自 の 来 水 砕 石 を 混 合 す る こ と

に よ リ 、 よ り よ い 作 業 性 が 伴 ら れ る 。

(6)  ペ イ ン ト 塗 装

ペ イ ン ト主主 装 は 笠 而 が 充 分 乾 燥 し た こ と を 確 認 し

て か ら 行 う 。

(7) 主主厚のl写 い 場 合 と 天 井 を 塗 る と き の 注 意

設 j平 の 厚 い 場 合 ( 20mm以 上) や 天 升 に 主主る場合は、

- 1支セメントモルタノレで付けおくりする 。 こ れ に

よ り 充 分 な 付 活 力 が 得 ら れ る 。

(8)  ド カ 付 け の 注 意

(5)  A .  S . プ ラ ス タ ー と セ メ ン トモルタノレの泌総 1 固に 7 mm以 上 に 設 リ 付 け る ド カ 付 け は ダ レ や : 割

前後の主芸術比の比較は、表 4 の と お り で あ る s れ の 危 険 が あ る の で 避 け る 。

セ メ ン ト 40kg と 無 水 石 管30kg を川 砂 と 共 に iJI 練 し (9)  ド ラ イ ア ウ ト の 注 意

た場合、同而 ｾ ｉ Ｇ Ｈ の 主 主リ上げが出来る 。 主i'I ') 上 げ 後24時 間 く ら い は 急 激 な 乾 燥 を 避 け る 。

特 に 下主主り後は注窓する 。 夏 JUl や 風 通 し の 良 い 時

で き ょ う 。 こ の 性 質 はβ 半 水 石 膏 系 プ ラ ス タ ー に

は な い も の で 、 材 料 の 無 駄 が 省 け 、 経 済 性 の 良 い

プ ラ ス タ ー と い え る 。
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(A) 様
i.¥' 1  I ・- - 1> ーーー o

(悶硬化開始直後再練 | ・ 一 ー @一 - 1>- 0

0 暖化開始30分 後 開 | ・ 一 一@ー 針 。

ω硬化| 泊始30分後 | ・ - - - 18>- ーーーーー- 1>- 0

新プラスターの追加| 新プラス P ーと混合

法) . 仕込み、A 硬化開始 . 18>再線、 O 硬化終結

(3)  A .  S . プ ラ ス タ ー 表 面 の P Hの 変 化 に つ い て

は 、 表 一 2 の 通 り で 、 モノレタ J レ で 仕 上 げ た 場 合 よ

り も 早 〈 中 性fじする 。 こ の 点 ペ イ ン ト 主主 装 に は 有

平リて・ある 。

A .  S . プラスター

セメントモ J レタFレ

(4)  A .  S . プ ラ ス タ ー の I現j化 に 伴 う 長 さ 変 化 に つ

い て は 、 表 - 3 の 結 栄 を 参 UHさ れ た い 。

な お 施 工 現 場 で も 問 機 な 目 的 で 比 較 し た と こ ろ 、

表 - 5 の よ う な 結 栄 を 得 た 。

泌総物の答品・t

(J 輪雌)
率的台数

3. 5台

3.5台

J主) 使用 したモ ルタルE キサーは約 2.2m'内もの

下塗

中塗

上塗

Ｊｾ＠ 2. 8 

約 3.2

約 3.3

(2)  下 地 の 処 理

下 地 の コ ン ク リ ー ト と の 付 加 を 充 分 に す る た め ア

クリノレ樹脂系の按活斉1) を主主 布 す る か 、 ま た は セ メ

ントモルタノレによる下ごすりを行う 。

(3)  下 主主

{ 幻の按寺? I i 剤が乾燥してからよく摺り込むよう塗り

付 け ( 約 2 - 3  mm程 度 ) 、 そ の 上 に さ ら に 塗 り 付

け て 約 6 mmに 仕 上 げ 術 目 を 入 れ る 。

(4)  中 主主

中 盤 は 下主主の翌 日 に 行 い 、 定 木 ま た は 木 鋭 で 充 分

は 特 に 注 意 が 必 要 で あ る 。

(1 0)  湿 気 の あ る 例 所 へ の 施 工

石 fS は 一 般に水に弱〈、 A . S ・プ ラ ス タ ー も 例 外

で は な い 。 し た が っ て 常 時 水 を 使 用 す る 例 所 ( 浴

室 、 炊 事 場 、 外 壁 等 ) へ の 施 工 は 避 け な け れ ば な

ら な い 。

(11) I切錆処型

A . S . プ ラ ス タ ー は 、 石 資 系 プ ラ ス タ ー の一 般 的

性 質 と し て 刻 化 後 急 速 に 中 性 化 す る た め ( 表 ー 2

参ＡＡＨ｜ Ｉ 、鉄のサ ッ シュやスイ ッ チボ ッ クスｾｾと接

触 す る と こ ろ に は 木 村 や プ ラ ス チ ッ クの先1 ; IJ を付

け て か ら 施 工 し な け れ ば な ら な い 。

.  包装

30kg紙 袋 入 リ で あ る 。

建材委員長/ 山図幸一 ( 関西大学教授 )

11 



歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観- 3

調 査 集 落 概 要 ・ そ の 2

紙野桂人 ( 大阪大学助教授 )

長瀬信義 ( 大阪大学大学院卒)

渡辺豪秀 ( 大阪大学大学院生)

三 木 亨 ( 大阪大学学生)

今 回は調査集落の概要を大阪府南部を中心に紹介します。ここではまだ開発の波が抑 し寄せず、今日もなお成

立当初とほぼ同じ自然環境が残されており、したがって集落内外両面からの検討が可能です。
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- 写 真 と慨 要 を どしどしあ' 送り下さい。

凡 例 : 8 . 所 在 地 b. 敷 地 面積 c 鐙 築 面 倒 d 延 床 面 積 ＮＮ ｾ 造縦隊 f 工即1

1378 大 日 寺 ( 住宅+ 客殿) 1379 天 理 大 学 武 道 館 I 1380 桜 井 シ ョ ッ ピ ン グ デ パ ー ト

1381 

1384 

14 

設 計 : 星 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 松 本 建 設 側

a . 大 阪 市 峻 東 区 鴨 野 * 3 丁 目 113

b.  820m'  

c .  126.8m'  

d.  218. 9m'  

e .  木造 2 F  

f . 昭 和 52 年 9 月 ~ 昭 和 53 年 3 月

日 経 千 里 ビ ル 1382

設 計 竹 中 工 務 l苫

施 工 ' 竹 中 工 務 l吉

b .  9，996. 55m'  

c .  1，753. 1肘

d .  9，512. 7m'  

e .  S  R  C、 9 F 、 P 1  

f. 昭 和 52 年 3 月 ~ 昭 和 53 年 5 月

淡 河 ス ポ ー ツ 研 修 セ ン タ ー

設 計 : 兵 庫 県 建 築 部 営 繕 銀

施 工 : 甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社

a . 神 戸 市 北 区 淡 河 町 淡 河 字 長 松 寺

b.  12，619. 34 m'  

c .  1，416. 93m'  

d .  2，027 . 36m'  

e .  R  C、 2 F : R C 、上音11S  

f . 昭 和 52 年 6 月 ~ 昭 和 52 年 12 月

1385 

設 計 : 竹 中 工 務 庖

施 工 : 竹 中 工 務 l書

a . 奈 良 県 天 理 市 田 井 庄 町

b.  52 ，655. 84m'  

c.  1，231. 00m'  

d .  2，435. 21m'  

e  R  C 一 部 屋 般 の み S 、 2 F  

f  . 昭 和 52 年 9 月 ー 昭 和 53 年 3 月

東 山 本
J 、

イ ツ

設 計 : 星 建 築 設 計 事 務 所

施 工 フ
t、:;.

タ ヨこ 噴量

a . 八 尾 市 東 山 本 新 町 2 丁 目 32

b  4，615m'  

C .  2，465m'  

d  9 ，135m'  

e .  R C 、 6 F 、 P 1  

f 昭 和 52 年 5 月 - ug 剰153 年 10 月

上 新 電 機 松 原 庖

設 計 A R '  1 建 築 事 務 所

施 工 : 今 西 最且

a . 松 原 市 高 見 果 町

b .  359. 6501'  

C .  215. 15m'  

d  620. 3701'  

e .  S 、 3 F  

f . 昭 和 53 年 2 月 ー 昭 和 53 年 4 月

1383 

1386 

設 計 : 小 河 建 築 E量 計 事 務 所

施 ヱ : 竹中工務腐 、村本建設、 中尾 組 J V

a . 奈 良 県 縦 井 市 栄 殿 251

b .  12 ，437.  25m'  

c .  8 ，160 .35m'  

d .  22，240 .79m'  

e .  R  C 、 3  F 、 パーキ ングビル S 、3 F  

f. 昭 和 52 年 8 月 ー 昭 和 53 年 3 月

上 新 電 機 西 大 寺 庖

設 計 A  .  R  .  l 建 築 事 務 所

施 工 : 三 革日 建 設

a .  予告 艮 市 条 町

b  772 .7301'  

C .  308. 8m・

d  569. 8 m'  

e .  S 、 2 F  

f. 昭 和 53 年 2 月 ~ 昭 和 53 年 4 月

大 j定
J 、

イ ツ

設 計 : 創 美 段 計

施 工 : 鉄 建 建 設

a . 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 中 3 丁目 8 - 2  

b  940. 46m'  

C .  340. 51m'  

d  l ，884 . 09m'  

e .  R C、 7 F  

F. 昭 和 52 年 5 月 ~ 昭 和 53 年 4 月



大阪青年デ吋モイナーズ倶楽部

発 足 後 の 活 動 そ の 1

物dlJ リに隙わるトータ J レな芯. 味的11") 主}J! .;; .J駐日1で、デザイ

ナーによる n主巡' 品ー クラ ブである大阪l lf年デザイナーズiH

楽耳目的メ ンバーの )j に々、発足 ( 1昭和53年3 H  17日) 1去の

が巴 ｩ ＡｬｩＱｊ状況を Ｎ ｉ ｉ ｾＢ 、てむら っ た ｯ Ll l . t立起立せ?に ついて は、今

年の 5 川号を参附 )

イラストレーター

細 竹 千 万

- 経験 15年

- グラフィ ック全般のデザインおよびイラストレー

ンョン

- リヤリズムのイラストを特技としている

大阪デザイナーズ倶楽部も回をかさねるごとにな

ごやかさがｾし楽しい例会となって来た。

倶楽部発足時には「大阪青年アーチストデザイナ

ーズ倶楽音IIJ と長たらしい名称て' あったが、角が

とれて丸みが出た様に名称も「大阪デザ イナーズ

{ 共楽部J となった 。創作の各分野で活践している

中堅アーチスト集団であるため個々の話題もつき

ないようである 。 コミニケーンヨンの場として意

義のある倶楽部だと思う 。

私はイラストレーションを本業としていますが、

時間と制約の中での仕事は 、いつもパタついてい

る。 もっと余裕を持ちたいと常々感じるのである

が、ビジネスだと半分あきらめの毎日で過してい

る。そんな時の月一回の例会が楽しみである 。

元来、堅苦しいことが苦手としているので難しい

話などは性分にあわない機である 。おたがいにビ

ジネスで身体をすりへらしているのだから、気軽

な! 感じで「安〈 ・飲んで ・食べて J の会もまた楽

しからずや / 無安任なことかもしれないが、成行

きまかせの柴りであってもユニークで良いのでは

ないかとも思う 。

何日だ ったかテレビで見たのであるが、いろんな

変った会合の紹介をしていた 。その一つで、中年

紳士の集りで見識を広めるためと名目を作り、一

人では普通ちょっと行けそうもないラプホテルの

高級部屋やピンクサロンの社会見学を多勢のメン

ノ〈ーて寸子くそうて"ある 。

大阪デザイナーズ倶楽部もそこまで行けば、行き

過ぎだとメンバーからお叱りが出るかもしれない

が、個々で出来得ないユニークな活動? も明日へ

のi間消 i!l l となるかもしれない。

各分野からの倶楽部参加l を呼びかけ 、個々の出逢

いの中から生れる可能性を見い出し、 ユニークで

楽しくゆかいな柴田活動に発展して行くように期

待している 。

読者の頁

クリエイティブデ ィレクタ ー

杉 本 勝

• 1939年 2 月 6 日生

・1962年 3 月 立命館大学卒、同年経済専門紙て・| 塗

述局. 運輸省. 経済企画庁. 国鉄担当記者、後退社

現在広告代理庖 クリエ イティプテPィレクタ一、 occ 会員

{ J 仙人

三太郎の日記 その ( X )

わたしが雑文を依頼された時に、これといって書

きたいと思う ことがない場合や、題名を考えるの

がめんどうだと思う時に常に使っているタイトル

であることを初めに書いておきます。

三太郎は考えている 一。何を考えているかという

と、 、壁の花" と呼ばれている女性族のことであ

る。 しかし、、壁の花" といっても 、最近やたらと

多くなったパーティーの席て¥社交が下手で芸の

ない男性は、やたらと酒ばかリあおり、ほとんど

酒をきこしめさない女性となると、まったくの手

持ち無沙汰、身の持っていき場に困ってホールや

ノマーティー会場の墜を飾っていらっしゃる、楚々

とした美女を想像されるだろうが、おっと三太郎

が考えているい壁の花。は、そんななまやさしい

代物ではないのである 。

いま全盛の勢いを誇る 、あのテレビのワイドショ

ーに、美答院から抜けだしてきたように髪が美事

に整えられ、あでやかで、ちょっと個性的で、年

輸を芸IJみこんだr . t ろくがあリ、ほとんどしゃべら

ず、動かず、 u而目そうな阪をして 、 日本の母を

代表したような姿の女性群のことである。この女

性たちは、スタジオにならんで、顔がテレビに写

し出されるのを楽しみに出 iiil しているのかという

と、まったくそうではなく常連であリ、これらの

女性は、スタジオに座る行為をは っきりとアルバ

イトと意識しているのである。アルバイトと窓議

しているのであるからプロである 。プ ロであるか

ら「出演料 ( ギャラ) をあげてくれればJ いつで

も番組を応援す るのである 。すなわちギャラや弁

当の 中味によって番組を面白くするし、ディレク

ターの望ましい方向に番組を リードしてくれるの

である 。 そしてそれほどのプ ロであるから 、テレ

ビ局というテレビ局の全てのレイアウトは頭の 中

に経理されており、われわれのように不案内なデ

ィレクターを迷路のような局の中をたくみに案内

してくれ目的のスタジオに誘導してくれ、はては

便所の場所まで最短距離で結んでくれるのである。

そこで、三太郎は考えるのである 。 これほどまで

にプ ロ意識に徹したプ ロが、三太郎の周囲に居る

のかということである。カメラマンのコツを知リ 、

一番に目立つ席に座り、意見も適確でそつがなく

自在に番組をリードするこれらのい壁の花。を、い

まの役者やタレントのなかから探し当てる困飽き

を -。 こんなプ ロを求めるむづかしさをである。

「国立生命科学センター」

設立を

大阪 ・中之島の阪大跡地利用について、大阪総評

や大阪同盟などの労働団体と学者グループで組織

する財団法人 ・労働安全衛生研修所( 所長、梶原

三郎阪大名誉教授) は 8 月18 日、 「国立生命科学

センターJ の設立を提唱 、具体的な構想、を明らか

にした 。同センターとは、労働者をはじめ一般国

民がいっても「生命の安全と健康」について講義

を聴いたり、笑習できる総合施設といい、 2 ，600 

f:i)' 同 を見込んでいる大事業。阪大跡地 をめぐって

は、関西経済連合会が去年 1 月、大阪復権の伎と

して「中之島幸芸能センター」の基本計画 を発表し

ており( 本誌52年 2 月号ニュース術lに掲載) これ

ではからずも、財界と労働界のプランが鋭械のか

たちとなった 。

新刊紹介

尾亀泊四自| 惜 「空調設備 の設 計」

定価￥ ＴＮＲＰＰ 発行所理工図ｽｾ A  5 判 2分冊一組

日本建築協会理事で、設備界でrl l広い活動をつづけて

いる尾亀泊四郎氏 (三晃空調会長) が、このほど、線

記図書を刊行された。 なをfiil 技術者としての学卒者が

年々たくさんこの業界 ( 設計、建設、設備) に迎える

ことができて誠に力強い限リ ・。 しかしながら受入

各社では、毎年、新入社只の教育が一つの課題となっ

ている。それは設備についてひととおりの教育をうけ

てきても、実務に IIIJ しての- 1' rした教育が不足してい

るせいとも見られる 。よって、本誌は一笑務家の立場

から、実際の建築笑WIJ をとりあげて、その空fj l. j主主fiii 設

計の進め方を解明することにした。ゆ こうし寸立場か

ら、12おな経験をもっ著者がベテランたちの協力をえ

ながら、これから笑際の空調を勉強される方に役立つ

図書として舎かれたものであり、資料集が別冊として

添付され、 2 分1111- になっている 。

内容は 、第 1 : ! 立では空調設備設計の流れにふれ、第 2

ｾにおいては、熱 ｩ 原方式と空調方式の ｩ 選定や、熱源機

器、空調機の選定、 J! B . 量配分と処理負荷の調態、ファ

ンコイルユニット、吹き出し、吸い込み口などの選定

について、さらに換気設計、排煙設fiii0設計、ダクト

設計とファンの選定、配管設計とポンプの選定、消音

・防音計画についてくわしく解説されている 。第 3 章

は、各妊建物として、ホテノレ、病院、デノ マート、劇場、

公会堂、集合住宅の笠宮司計画に言及されている 。男IJffit

の資料集では、折込図としてモデルビル設計図築、さ

らに諸デー夕、カタログがjaaに収録されている。新

入社員の研修会期としても、設備設計をすすめる笑務

者向きとしても、座右においてふさわしい本て' ある。

15 
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J 口

大阪府建築部営繕室長
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ウシヤマ設計研究室主宰

本公 本 大 平

田島応用化工営業部尊門部長

となりの国

このたび、日中建築技術交流会の公共建築友好訪中団( 高山英草顧問、芦原義信団長) の一員として二度目の訪

中の機会が与えられ、北京、上海、杭州、長沙の各都市と周辺農村を見学することができた。

二週間の短期間ではあったが、各都市ともに道路整備、住宅建設、緑化、公園整備等基盤整備が盛んで、 「精心

設計、精心施工」の標語のかかっている建築現場を随所にみることができた。

一方 、農村人民公社ても用排水路整備等の基盤整備は勿論のこと、住宅建設、温室等の農業生産施設建設も盛ん

であった。しかもこの建設が農閑期を利用して自家労働で行われ、住戸形式も集団住宅、一戸建住宅がそれぞれ

の生産隊の事情で採用された。

また、都市、農村ともに格差はあっても、それぞれのところで生産の発展と生活環境の向上のために努力を払っ

ているのには大きな感銘をうけた。

先の訪中は病院建築中心の見学であったので、洋医と中医の協力、医療施設の体系化に学ぶところが多かったが

秘は今度の訪中でもつくづく自分の隣国に対する知識の少ないことを痛感した 。我々はもっと中国をはじめ、隣

国 の 建 築 に も 目 を 向 け る 必 要 が あ ろ う 。 ( ( U R )  

美 し さ

通勤時聞の混雑は、7 j 1j として、私鉄や地下鉄に乗るとマンカーの本を読む若人、元気のない中年紳士、欲のつっぱ

たような年配 O L 、眠りこける初老の人、どの年代の人をみても、美しさが感ぜられない。

時々、子供述れの若いお母さんが苦労して、幼い児を育てて、座席について「ホ ッ」 としている姿をみると美し

いと思う 。 また 3 歳か 4 歳ぐらいの幼児の姿をみていると心暖まる感じがする 。若 い健康で素直そうで! 託そうな

女の人をみると、たのもしい感じもする 。

先日も親戚の結婚式に出席した 。新郎、新婦の両親が最後の挨拶で、感激されて、堪えきれず涙ぐんでおられた

のをみると、本当の親の愛の美しさが、胸に迫 ってきた。美しさとは 、心に感ずるものだから、みる人がどうみ

るかで、美しさの尺度も変わってくると恩うが、やはり、美しさの中には、自然J 性と相対的じゃなくて、絶対的

なものがないと、駄目だなと忍う。

我々がデザインする建物にしても、沢山ある建築物の中では、相対的に美を競うことではなく、調和した美しさ

と、デザインされた人の個性のある絶対的感覚が必要で、あるはずだ。 ( M K )

色 域

「イ ロには手を出す な、とい うのが死んだオヤジの生きた教訓でして …. . .  J こういって、タイルメーカーの三

代自社長は頭をかいた 。だが見ると、積極派らしく試作棚にはさまざまな形と色彩のタイルがあふれていた 。

タイルと同様にクロスの見本帳も気合いをかけないと持ち上らない程の重さである 。

人は色彩に対して、自分の使いうる頒域がある。色に対して組み合せられる幅である 。画家のパ レッ トも、人に

よって ずい分違うし、それがまた、作家研究の材料にもなっている 。

この色域とでも呼ぶべき幅は、キ ッカケによって少しづ、つ拡がってゆく 。一気には、決して拡がらない。

新しいネクタイを選ぶとき、ちょっと自信はないが一度しめてみるかと、半歩くらい派手なヤツを買って来る 。

設かがホメてくれるまで、気になって仕様がない。良い反応があると、次からは、そこまでが、自分の領域とな

る。

タイルとかク ロスを選ぶのに、こちらの精神状態が活発でない時は迷って、時間がかかって仕方がなし、。つい消

僅的な選定で逃げたりするから、仕上っても感激しない。こうしたとき、自分で拍車会具でもいじることが一番良

薬だと思う。色を決めるとき、迷わなくなる。 ( U T )  

U P E C システム

フランスでは 1954年以来、性能に基づく認定システムが創始されているといわれます。そして、このシステムの

ーっ として、 U P E C システムが、ヨーロ ッパの主要因で通用するまで発展しています。

1972年フ ィラテルフィアで開催された、建築における性能概念に関する R1 L E M- A S T M - C 1B 共催シ ンポジウ

ムの議事録によれば¥この床材料に関する 、 U P E C システムに先駆者としての地位を与えています。

布、は、このシステムがどの様に建築の設計や、材料の開発に活用されているのか、その現場にいて肌で感じたわ

けではあリませんから、資本| による推測の域を出ませんが、たんなる絵にかいた餅でないことは充分理lWf できま

す 。 築波大の白 山 教授 Ｈ 前建 ｾｊｦ 所長Ｉは「泌外における建築性能の研究、笑用化の動きはいたるところで極めて

活発であるにもかかわらず、わカ、国では幾つかの試みがなされてはいるが、まだ諸外国のように建築生産ーの合理

化には、これ以外の道はないという保信をも って 、全面的に取組むような姿勢には及ば主い点が多い J と指摘さ

れています。

悶| 際化時代を迎え、諸外国との接触も、日々多くなリつつある今日、 j I  ｓ 税格にとどまることなく、性能にｾ

づピ訳先 γ ステムの必要性カ、いよいよ高まりつつあることを痛感しています。 ( M T )
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. 総論

ビル環境の調整

堀 江 悟 郎

第 1 図 ヒトにと っての室内
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第 2 図 ，、ェにと っての室内

18  他 築 と社 会/ 197811三12) .J サ

このところ、 「環境」という言葉が氾濫していて 、明確 な定義もなしに至るところで

f変われている。この特集のビル環境も、取りようによってはビルの置かれている環境と

かビルの影響下にある環境とか、 何 でもビルに関係のある環境ならすべて包含されてよ

いことになる 。 しかしここでは読者にはよく 判 っているものとして、事務所建築におけ

る執務室内の環境を指しているのであるが、こういう判 り切 った使い方をするときこそ、

もう一度原点に立ち帰って考える必要がありそうに思われる 。

画 一性 と 多 様 性

最近、ユクスキュルという生物学者が「環境世界」と言う概念を提出している 。 これ

は環境と生物との関係を知覚標識という入力と作用標識という出力とで説明したもので、

知覚標識で成り立つ外界が環境世界である 。たとえば第 1 図は人間にと っての室内で、

床は歩行面、壁は障害面というように、椅子も机も書籍も食器もすべてそれぞれの作用

像を帯びた知覚標識なのであるが、同じ環境でもハエにと っては食物と電灯以外はすべ

て単なる歩行面にすぎず、ハエの環境世界は三種の知覚襟識のみで成り立っきわめて単

純なものとなる ( 第 2 図)。 こういう考え方によれば、人聞の場合でも特別の知覚標識を

与えない事物は背景と区別がつかないものとなる 。つまり、もしあなたに読書について

の関心がなければ、友人の家を訪問した後で、その室の壁に本棚があ ったかどうか思い

出すことができないようなものである 。

われわれは環境テザインの上でこのよつな考え方をすでに使用していて、たとえは、応

接用椅子セ ッ トは知覚標識として目立つ存在でなければならないし、ただの事務用椅子

は使用されないときは邪魔にならぬ目立たない存在として作られる 。 このように、ある

作業という目的のための環境においては、作業に関係のない知覚標識はむしろ無い方が

よいという考え方が生まれる 。 なぜなら知覚標識は必ずその反応として作用標識を呼び

出すので、目的と関係のない刺激は作業能率を落とすことになるからである 。

ところが人聞は普段はなはだ多種多様な環境世界をもっていて、ハエなどのもつよう

な単調な世界には耐え られなし、。 したがって目 的に関係した知覚標識のみで成 り立つ環

:境世界は、果たして目的達成に最も適していると言えるかどうか。いかに興味があ り変

化 に富む作業でも持続時間には限度があ り、 適当な休みをとらなければ能率はおちてし

まう 。 この休みというのはかなり間隔の短いもので、ちょ っと窓の外を 眺めるとか 、カ

レンダー の女の絵に眼をやるとか 、要するに作業とは全く関係のない知覚標識とその反

応を通じて一瞬作業状態から解放されることなのである 。 したが って、たとえ単一目的

の作業環境であ っても、実はある程度豊富な知覚襟識をも った環境世界をも っているこ

とが必要で、しかもそれらは能率を妨げるような強い反応を起こさせるほどでもなく 、

無刺激に近いほど弱いものでもないような、かなり加減の難しい要素でなければならな

いことカずわかる 。

空調による熱環境については、 I暖 . i令どちらの刺激も与えない中立域や快適温度の研

究がなされてきたが、ベドフォードは、快適温でも一定不変ならば沈滞! 惑がともない 、

わずかずつ変動があると新鮮! 惑があることを示した 。その理由は意識されない範囲での

ランダムな変動により、活力感を呼びさますような小刺激が持続するからだと説明され

ている 。要するに単一な目的に対してさえ、最適環境というのは決して単一 な不動のも

のではなく、たえず揺れうごき、かなり気ままで、かつ気分的なものであると考えなく

てはならない 。 これがわれわれの生の笑態で、われわれはこれを環境に投射して環境世

界をつく っているからである 。

冷 房病 ? 空 調 病 ?



人聞が約3TC の恒常体混を維持しており 、そのため非常に巧妙複雑な生理的調節機能

をもっていることはよく知られている 。 この調節機構に比較的負担のかからない環境が

いわゆる快適域であり、 これを含んで衣服 などで調節できる範囲は 、作用温度でおよそ

14 - 15

0

C から 27- 28

0

C くらいまでとされている。 したがってこの範囲 外で寒暑によるス

卜レスを避けようとすれば暖冷房によるほかはない。暖房と冷房 とは同じように快適域

を目指しているにもかかわらず、世上に冷房病なるものが取り沙汰されているが、暖房

病というのはあまり聞 L 、たことがない。それは人類が火を使用した歴史にくらべると、冷

房の歴史はほんの一瞬にも及はーないからまだ馴れていないためだという説もあるが、実

は環境調繋技術としての暖房の歴史はごく浅いものである 。冷房病の原因は過度の冷却

によるという説が一般的であるが 、それならば快 適範囲の定義にも問題があるだろう 。

暑い戸外と冷房室内との温度差はせいぜい 10 K ていどであるのに、暖房の場合の内外温

度差は 3 0 K を越えることも珍しくないが、冷房の場合にショ ックを訴える人が多い。第

3  ｾ＠ 5 図 に冷房病症候群についての調査の一例を示す。身体不調を訴えるものは 100%

に達し 、一番多いのは「足腰ヵ、冷えやすい ・疲れやすい」などで、男よりも女に多く ( 服

装のせいと 言われているにまたヒートショックの方カ、大きいことがわかる 。

人聞の体温は 3TC であるとは言 って も、身体全部がこの温度ではなく、 ビルの空調計

画と同じようにコアとペリメータゾーンがあり、 コアだけが3TC の恒温で、ペリメータ

温度は外環境に応じて変動するばかりか、季節によ って その範囲も変化する ( 第 6 図 )。

すなわち、体温と環境温度との差の大きい冬季には厚〈、夏季には簿くなる 。 この上に

さらに衣服で調節 をしているので、 コアと環境との聞の層の熱コンダクタンスは冬季に

はごく 小 さいが夏季は大きくなるから、夏季は冬季にくらべて身体のコアを形成する内

臓諸器官が環境の温度変動の影響を非常に受けやすくな って いる 。 とくに下半身は執務

時は運動不足で血行がわるく、障害が起こりやすいのであろう 。冬には戸外へ出るとき

オーバーを着ない馬鹿はいないのに、夏は冷房室へ入るのに重ね着をしない のは おかし

いとも言える 。暖房の場合にくらべ微調整が必要であろうが、なお個人差の問題が残る

ので空調技術のみで冷房病を根絶するには疑問の余地がある 。

それにしても、第 3 図の結果が、冷房に対し何らかの訴えをもつもの 100% というの

は問題である 。 しかも、なお冷房がなければならぬとするもの82% と報告された。 同 じ

快適域内でも冷房の場合は身体の感度が高くな って いるため調整がむつかしいことは上

に述べたが 、他にも、画一的な環境管理に対する心理的な不満がないであろうか。つ ま

り同じような環境でも自分でコントロールできるときと、与えられたものと思うと きと

で満足度に差が生じるということがあるかもしれない。 しかしこれもまた程度の問題で、

何もかも十把ーからげに扱われるのはいやだという思いが誰にでもある反面、空気の温

度などまでいちいち自分で面倒見るのはわずらわしくて駄目だとい うのも真実である。

地域暖房をもっ住戸の調査などでも、かなり小マメに調節をしている 家庭と O N- OF F

の間隔の大まかな家庭とがあることが知られる。それに、各自の事務机にふく射ノ f ネル

やファンコイルの調節つまみなどがついていると、 これに気をとられて事務がおろそか

になる倶れもあるだろう 。

これまでのビルの環境管理は、平均的な統一環境で最大効率を求める方向 に進んでき

たと 言えるが、これからは、空間的にも時間的にも少しずつのバラエテーを演出するこ

とで環境に多様性をもたせ 、より個人的な人間性を充足させることで目的を達成する 方

向へと進むであろう 。単純な省エネルギ一策では、組放な画一的管理へと逆行するおそ

れがあるが、上述のように個性を尊重した環境への進歩の方向を真の合理化された省エ

ネルギーと結びつける のが将来の課題であろっ 。

*  (注 ・垂水ら ・四国11L報 電話局における調査)

( はりえ ごろう 京都大才教授)
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- 各論

建築基準法によるビル環境

小 林 健 彦

良 好 な ビ ル 環 境 を ど う し て 維 持 す る か と い う こ と に つ い て 、 建 築

基 準 法 に あ る 設 備 の 中 で 、 照 明 、 換 気 、 給 排 水 、 を 主 点 に 取 り 上 げ

て 、 ビ ル 環 境 と 関 連 す る と こ ろ を 述 べ る こ と と す る 。

建 物 内 の 居 住 者 、 そ の 他 の 使 用 状 態 に と っ て 、 快 適 な 室 内 環 境 を

確 保 す る た め に は 、 法 の 設 備 基 準 に 基 づ く 設 計 、 施 工 を 行 う と と も

に 、 以 後 の 設 備 の 維 持 管 理 、 す な わ ち 、運 転 操 作 、 点 検 手 入 れ を 適

切 に 行 う必 要 がある。これら設備の設計施工ならびに維持管理は、

車 の両 輪 に た と え ら れ る も の で 、 両 者 が 満 足 さ れ て 始 め て 設備 が 適

切 な 機 能 を は た し 、 良 好 な 居 住 性 が保 た れ るものである。

1. 照 明 に つ い て

住 宅 の 居 室 で 、 た と え ば 、 そ の 室 に 窓 が 全 然 な い 場 合 を 想 定 し て

み る と 、 そ の 環 境 、居住性は良いとはし、えなし、。しかし用途が異な

って、倉庫などでは窓がなくても問題にされない。

こ の こ と か ら 、 法 で は 、 採 光 、 す な わ ち 天 然 の 太 陽 の 光 を 室 内 に

入 れ 、 そ の 居 住 性 を 良 く す る よ う 配 慮 し て い る 。 こ れ は 、地域別、

隣 接 境 界 、 建 物 の 用 途 な ど に 分 類 し て 、 採 光 窓 の 大 き さ を 定 め て い

る。 これを表にあらわすと、 表一 1 の通りである。

褒ー 1 r採光に有効な部分の面積」の居室の床面積に対する割合

係光に有効な

建 築 物 (J ) 用 途 ! 汚室の用途 苦11屋の面積/

居室の床I刑罰

1主
住 宅 すべての屑室 三 1/ 7

宅 寝 室 孟 1/ 7

ザ

寄 宿 舎

その他の居室 孟 1 / 10

ノレ

イ百

宿泊室 孟 1/ 7

下

その他の腐室
主主 1/ 10 

プ 主用途の居室( 維

児童福祉施設( 保育所を除< ，) 、DJJ 持管理用、たとえ

居

産所、身体i怒答者更正援護施設 ( 尚i
ぱ、管理事務 ・街

i主

施 装具製作施設 ・点字図舎館 ・点字出 直 ・職貝用等の居 孟 1 / 7

設 釜以外の施設本来

版施設を除< ，) 、保護施設( 医療保 の用途のすべての

護施設を除< ，) 、婦人保3草地設、紛

居室)

神薄弱者十星波施設、老人縞祉施設、

有料老人ホーム、母子保健施設
側そので他除の外居し室た居( 上室)

主主 1 / 10  

8院Jク0レJ1-70!、?1Jー4酎止i  

病院 ・診療所

病 室 孟 1/ 7

その他の居室 孟 1/ 10

校学グ

幼桃園 ・小学校 ・中学校・高等学校 教 室 孟 1 / 5

上記以外の学校 その他の屑室 孟 1 / 10

ノレ

保育室 孟 1 / 5

プ

保 育 所

その他の居室 孟 1 / 10

その他 隣{ 制官〔住宅地区改良法施行令 2 条〕 すべての居室 注 1 / 10

窓 に よ る 自 然 採 光 に つ い て 述 べ た が 、 室 内 で の 執 務 、 作 業 者 に 対

す る 適 切 な 照 明 に つ い て は 、 設 計 者 が 種 々 の 資 料 に よ り 設 定 し て い

る 。 た と え ば J 1  S に よ る も の の一部の事例を、 表 - 2 に示した。

現 在 、 法 に よ る 規 制 は 、 表 ー 2 に示したものとは 、 そ の 目 的 が 異

20 挫那と社会/1978年 12月号

なり、防災避難に対するものであり、これは火災の際、停電しても、

室 か ら 廊下 、 階段 、 玄 関 に 至 る 避 難 の 通 路 の 各 部 分 に 照 明 装 置 を 設

けるように義務つ' けている 。

表 - 2 照度基準 ( J 1  S  Z  9110- 69)  

極 類 照度段階 照度範囲 ( l x )

事務室 a 、営業室、設計室、製図釜 1. 000 1. 500- 700 

事務室 b 、役只室、会議室、集会室、応接室、

500 

ｾ ｛ 話交換室、 ｦ 正子計算機室
700- 300 

務

待合室、食堂、診療室、守衛室、エレベータ

500- 200 700- 150 

ーホール

所

金庫、金mi 室、講堂、エレベーター 200 300- 150 

湯沸室、¥t L 気室、機械室廊下路段、洗閉所、便所 200- 100 300- 70 

喫茶室、宿直室、更衣室、合1;11 100 150- 70 

非常階段、屋内駐車場 50 70- 30 

2 . 換 気 に つ い て

時 々 、 ビ ル に 入 ってしばらくすると 、空気が悪くて 気 分 が す ぐ れ

ない、また煙草の煙がいつまでも滞留している、あるいは頭が痛く

なる 、 などで困る場合がある 。 こ れ は 換 気 が 十 分 で な い こ と か ら 起

こる問題て¥これに対処して、法では居室の用途などにより、 表 -

3 に 示 す よ う に そ れ ぞ れ 換 気 方 法 が 定 め ら れ て い る 。

こ の 表 の 一 般 居 室 で 、 窓 に よ る 方 法 は 、 室 内 と 屋 外 と の 温 度 差 に

よ っ て 換 気 さ れ る も の で 、 室 内 と 屋 外 の 温 度 差 が な い 時 間 帯 は 換気

不 良 に な る 問 題 が 残 さ れ て い る 。

表- 3 居室の換気( 法第28条第 2項及び第 3項)

居 室 の 区 分 換 気 方 法

換気のための窓その他の| 銅口苦11

(1) 一般居室 (換気に有効苦11分の面積は居室蘭

般のJ { ，以上)

一般居室

次の換気の何れかによる

1. 自然換気設備

(2) ( 換気のための|井l 口l } 11がないか不

2. 機械換気設備

足するとき )

3  中央管理方式の空気調和設備

劇場、映画館、 i寅芸場、 観覧場、

次の換気設備の何れかによる

(3) l  機械換気設11il

公会堂、集会場

2. 中央管理方式の空気制和設備

(4) 調理室、浴室、その他火気使用室 火気使用室用の換気設備

( 住) 1。非常A l 枠降慢を設置すべき挫築物と各情えの床而情的合計が 1. ∞0，げをこえる地下街に訟

ける機憾換気 ｾｻｉ 相互は空気湖和設備的制御且ぴ作動状態町監視は中央官理室で行つ必要あり Ｎ

2.  'jli 皇い窓の3有効検主¥( 面慨は窓耐械のY，( ガラス窓又 I! 遡転窓について l i . そ的構造に応じ

て有効換気面備が決定される)

機 械 換 気 、 空 気 調 和 設 備 で は 、 窓 に よ る 換気 の よ う に 外 気 の 影 響

は 受 け な い が 、 室 の 使 用 状 況 に 応 じ て 適 時 換 気 風 量 な ど の 調 節 を し

な け れ ば な ら な い 。

室 内 環 境の 最 も 好 ま し い 姿 と し て 、 空 気 調 和 設 備 が あ る 。 こ の 空

気 調和 設備は、法では、 表 - 4 に示す性能を持たねばならない。

表ー ヰ 中央管理方式の空気関和設備の性能

(1)  浮遊粉じんの量| 空気 1 eにつき 0 州 以下

(2) C  0 含有率 |向pm以下

(3) C  0 ，含有率 11000ppm以下

I  1 )  17.C以上28. C以下

(4) i，且 I!r. 2  ) 居室におけるJ創立を外気の温度よリ低くする場合

には、その差を著しくしないこと

(5) 相 対 湿 度 140% 以上7 0 %以下

(6) 気 流 0. 5m /  sec 以下

こ の 空 調 設 備 で 注 意 を 要 す る の は 、 設 計 に 際 し て 在 室 人 員 の 算 定

がある。この換気設備対象人員算定について、 表 - 5 を 参 考 に 設 計



表 - 5 換気 ｅ 宣備対象人員算定 Ｈ 控設省住指発事ｾ 905号昭和46年 12月 4 日)

実況に応じた 1 人当たりの占有面積 Nf直

単位当たり算定人口 l 人当たリ占有

建 築 用 途

( ー￥)

面W( 平方米)

( N)  

公会堂 ・集会場 同時に収容しうる人只 0，5 - 1  m 

劇場・映画館 ・誠{

芸場

同時に収答しうる人只 0，5 - 1  m'  

体育館 同時に収容しうる人只 0，5 - 1  m'  

旅館 ・ホアル・モ

10m 

-， 1レ

簡易宿泊所・合宿

内7

3  m'  

ユースホスアル・

同時に収谷しうる人μ

' i ' i ' 年の家

病 院 ・療養所 ・{云

染病院

4 - 5 m・

診療所 ・医院 5  m'  屑室の床面h・1

庖 ｾＱ Ｑ￬ . マーケ y 卜 3 m'  

営業の用途に供す

る音 ＱＱ 分のＡ未聞 ｦｾＱ

料号: : .  LH'/: 3 m 病室の床面 ｩｦｾＱ

百 !tl 苫 2 m 

飲食広 ・レストフ

3  m'  

営業の用途に供す

ン ・喫茶広 る宮11分の床 l商 船

キャノ〈レー・ピア

2 m 1/ 

ホール ・パー

ニE3足場 ・主主球場・

ダンスホーノレ・ボ 2 m 1/ 

ーリング場

ハチンコ ，Ｎ ｧＮ 凶 ｊｾ

クラブ ・マージャ 2 m 

"  

ンクラブ

{呆千f 所 ・jjJ 府主I占1.

同時に収容しうる人u

小学校

中学校・高等学校・

大学 ・各純学校 同時に収谷しうる人μ

図i ! } 館 同時に収谷しうる人只 3  m'  

， ｾｉＢ 手話所 501・ 事務室の床面ffl

工 場 作 業 所 ・包-

作業人n

理室

研 究 所 試 験 所 同時に収容しうる人只

公衆浴場 4  - 5 m'  l胤衣場の床Ifli h' 1

特殊浴場( ト J レコ 営業の汗li 主に供す

風呂 ・サウナ風呂)

5  rn
1  

る昔11分の床而h ' 1

廊下 10m'  

ホール 3  - 5  m'  

1史pfI' 1  m'当たり 30m'

手洗pfI' 1  m' 当たり 10m‘

帯電室等 1  m'当たり 35m'

自立r}Jl lulililI 1  m'当たり 25m'

されているが、その実況は建物の立地条件などにも影響を受け、こ

の人員数: 定表とは異なった人民になっている士易合がある。したがっ

て設備の計画、設計時には現地調査をするとともに、特殊な場合は、

それだけの人民を加味して設計しなければならない。

3  給 排 水 に つ い て

ビルで使用する水で、赤色の水が出る事例がある。また時によっ

ては水ににごり、悪臭が出ることもあり、いずれにしても早急に検

査、点検、手入れをしなければならなし、。これらは直接人が感覚で

わかるものだが、感覚でわからないもので主要なものがある。これ

は残留塩素量で、水質検査をしなければわからない。いうまでもな

く、残留塩素は強い殺菌効柴を持っているので、これが少なくなれ

ば非常に危険な水ということになる。

これらに対処する法、および大阪市の指導基準にもとづいて、給

排水設備の概要を述べてみたい。

? 寸 志

一
断 面 図

図ー 1 Ｈ 大阪 ､ｪ ＴＮｬＡｾ島 ｉ .. j では a ， 45cm以上、 b :  90cm以上、 c ・45cm以 上)

(1) 受水槽について

大阪市指導基準で受水槽の大きさを定めている。これはビル l 日

使用水量のuの容量にすることであり、その目的は、水を長時間滞

留させると塩素が少なくなって殺菌、消毒の効果がなくなるのを防

止するためで、言い替えれば受水糟の容量をuにすることは、 1 日

に 2 回受水槽の水が入れ替わることになり、この状態であれば、銭

留塩素量の基準が保たれることになる。

また l 日使用水量算定で注意すべきことは、受水槽から供給され

る飲料水だけでなく、給湯、便所のt先機水、削除用水、ボイラ一、

冷却塔の補給水なども加算しなければならない。

法では、受7M替の外周に保守点検できる壬聞を取るよう義務づけ

られた。( 図ー 1 参照)

この目的は、法施行以前の建物で、建物の最下階に鉄筋コンクリ

ートの受水糟を設けたため、受水槽に亀裂が入って地下水が校入し、

水が汚染された事例が多かったのを防止するためである。

(2)  給水設備の材質について

赤い水が出るのは給水設備の材質に問題がある。長 ｈ 寺 ｦｾｊ 亦水が出

るのは、鉄板製の受水槽の鉄さびてが 適時防錆塗装をして l坊がねば

ならない。また給水管に鋼管を使用すると 、 管の内聞の欽 ＤｾＱ が出て

水質悪化の原因になる。最近ではこれら防止対策として、受水f習に

は合成樹脂製のもの、給水管= にはビニルライニング鋼' 官を使用する

事例が多い。

(3)  排水について

ビルの地階で'7)くを使用すると排水槽が必要にな ってくる。 問題は

この排水槽から排出する、排水の失気が附近の路面、および家屋へ

発散し、トラブルの原因になっているものである。

これは、とくに厨房から出る排水が雑排水槽に長時間滞留し、こ

の排水が時間の経過とともに腐敗して、悪臭の大きな原因になって

いることから、本市指導基準では、平均 1 時間ごとに排水ポンプを

作動し、排水の槽内 Hii 留 11寺聞の短縮を計っている。既設の排水槽に

ついても 、制御屯極の長さを調節すれば簡単に時間短縮できるもの

である。

法にもとづく排水槽の構造を 図ー 2 に示す。

汚水タンク( 汚物タンク) I  雑 排 水 タ ン ク | 集水タンク( 湧水タンク)

図 - 2 排水タンクの参考図

( こばやし たけ υ こ 大阪市 ｩｬｬｾ 指Ｂ申告 ｉｮｦｦ 作品 Ｉ
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- 各論

ビル衛生管理法からみた

ビル環境の実態と問題点

岡 山 最

1  . は じ め に

近年、都市への人口集中、技術革新により、建築物はますます大

型化 ・高層化の傾向にあり、ピルという人工環境のなかで生活する

人々の数は非常に多くな ってきた 。

しかしながら、従来からこれらの建築物における環境衛生上の維

持管理については、必ずしも十分な配服、が払われてきたとはし、えず、

給排水設備や空調設備の管理の不備によ って、生理的障害や伝染性

疾患の発生、ねずみ ・こ ん虫等の発生、そめ他環境衛生上好ましく

ない事例が生じてきた 。

このような笑情のなかで、多く の人々が使用し、または利用する

建築物の維持管理が衛生的な環境の確保のもとで弘行われるように制

定されたのが、 「建築物における衛生的環境の健保に関する法律」

いわゆる「ビル衛生管理法j である 。 ( 昭和4 5年 4 月14 日法律第 20

号)

大阪市では、同法の施行以来、規制対象となる特定建築物に対し

て、環境衛生監視員による立入検査を実施してきたが、本稿ではそ

の立入検査によって得た調査結果をもとに、空調および給水設備に

ついての実態並びに問題を述べさせていただく 。

22 建築 と社会/ 1978年 12月号

2  . ビ ル 衛 生 管 理 法 の 概 要

ビル衛生管理法は、特定建築物の所有者等に対して「建築物環境

衛生管理基準J に従 って維持管理することを義務づけるとともに、

建築物環境衛生管理技術者を選任して、その維持管理の監督にあた

らせることを主な内容とし、特定 ・不特定にかかわらず、多数の建

築物内にいる人々の、健康の確保を図ることを目的としている 。

なお、本法の規制l対象となる建築物は特定建築物と称、し、病院 ・

工場といった特殊な環境下におかれるものを除き、事務所 ・庖舗 ・

旅館・興行場等一般的な用途に供される建築物で延面積が 3，000m'

以上のものが、これに該当する 。

また、建築物環境衛生管理基準とは、特定建築物内の空気環境の

調整 、給排水の管理、清掃、ねずみ・衛生害虫の防除等についての

必要な措置を規定したものであ って、本稿ではそのなかの空気環境

および給水についての管理基準をまとめて 表 1 に示す。

表 1 空気環境・給水管理に関する管理基準

環 境 衛 生 管 理 基 準 管理の方法(厚生省令4'; 項)

17- 28'C (冷房時は外気と

1且 !良

二.，乙U  

の温度差を著し くしない。 J )  2 箇月以内 ごとに l 回

気

一一 7 'c 以内 ) 定期に ililJ 定

相 対 溢 l支 40- 70 %  

認1

気 j庇

境

0. 5m/ sec 以下 2)  各階ごとに実施

炭 駿 ガ ス 1，000ppm以下

σ〉

βH 弐

一 酸化炭素

J Oppm以下 (特別の場合は

20ppm以下 )

llI! 

浮遊粉じん訟 0. 15mg/ m'以下

水道法等 4 条の規定の飲料 6 箇月以内に l 回水質検査

水 質 基 準

給 水を供給する義務 を実施

J )平常時

水

O. l ppm以上 (遊離形)

給水栓末端

0. 4ppm以上 (結合形)

7 日以内ごとに l 回実施

βhi; 
の残留注素量 2) 緊急時

0 .2ppm以上 (遊離形)

理 1. 5ppm (結合形 )

貯水槽の対除 槽内の鮒除 l 年以内ごとに l 図笑施

3  . 室 内 空 気 環 境 の 測 定 結 果

本市の昭和52年度における空気環境測定結果を 表 2 に示す。表に

示すとおり、空気環境の測定結果をみると 、約半数のピルが、いず

れかの項目で不適になっており、項目別では、浮遊粉じん量および

相対湿度の不適率がとくに高率であった 。

褒 2 昭和52年度特定燈築物空気環境測定結果 立入砲設数 503

不 適 項 目 別l 不 適 施 設 数

施 設 数 i且 度 相対 Ｗｾ 度 気 流

241牛 202 件 01ヰ

(  4. 8%)  ( 40. 2%)  (  0. 0%)  

261件

c o  c o， 浮遊粉じん盆

(51. 9%)  

10件 64件 220件

(  2. 0%)  ( 12 .7%)  ( 43. 7%)  

つぎに、各項目 別に測定結果の概要を述べる 。

(1)混度

管理基準値が17"C - 28' C と幅が広いため、不適になるピルは少な

く、毎年10% 以下である 。



しかし、盛夏に限 ってみると、外気との温度差が人体の温度調節

機能の限界といわれる 7 .C 以上になるピルがかなり見受けられ、今

後、冷房病の防止はもちろんのこと、省エネルギーの商からも、冷

房期における外気温との差を著し くしない運転管理が望まれる 。

(2)相対湿度

相対湿度の不適率は 、前述したごとく毎年高率で・あり、約40% の

ビルが不適である 。 とくに l暖房期に限ってみると、さらに不通率は

高くなり 、60- 80%のビルが低湿度による不適にな っている 。 この

ことは、管理担当者の技術的対応も必要なことはもちろんであるが、

加湿機そのものの性能ア ップもぜひ必要であり 、今後の研究開発が

皇室まれる 。

(3)気流

気流の不通率は毎年少なく、管理基準値の面からは、ほとんど問

題がない。 しかし、逆に暖房期等においては 、0. 05m/  sec 以下と

いった気流の極端に弱いものがかなり見受けられ、かえ って快適性

を扱っており、今後問題にな ってくると思われる 。

(4)一酸化炭素 ( co)

一酸化炭素が基準値をオーバーする例は比較的少なく、毎年 2 -

5 %程度である 。 しかし、その不適になる原因が、管理者の技術的

対応の良否より、外気取入口の不良・排気設備の不備といった設備

面によるものが主であり、人体に対する影響度の大きさも考賂、すれ

ば、とくに建築時における配慮の必要な項目である 。

(5)炭酸ガス ( C 0 2 )  

炭酸ガス濃度では、毎年10% 内外のビルが不適にな っている 。 そ

の主な原因 としては、換気回数の不足、居室の過密使用、外気導入

量の不足があげられる 。なお、炭酸ガス濃度は従前から空気清浄度

の指標とされてきたが、後述の浮遊粉 じん畳等を考慮すると必ずし

も適切な指標とはいえないよ うである 。

(6)浮遊粉じん量

浮遊粉じん量の不適率は毎年肢も高率であり、 40 - 5 0 %のビルが

不適である 。 その原因につい ては種々あるが、 一言 でいうと、従来、

ビルの空調が外気処理を中心 lこ考え、喫煙に対する配慮をほとんど

行ー っていなか ったことにあるといえる 。

なお 、事務所ビルにおける測定結果では、浮遊粉じん量の60- 80

% がタバコの煙で占められていた 。

4  . 立 入 検 査 時 に 気 づ い た 空 調 設 備 の 問 題 点

(1) 空気清浄装置の除じん効率の不足

測定結果にみられるとおり、ビルにおける浮遊粉じん量の不適率

は非常に高いが、その大きな要因の一つに、空気清浄装置の除じん

効率の不足があげられる 。

除じん効率の劣るエアフィルタが多〈用いられてきた原因には、

もちろん経済的な理由 もあろうが、ビル空調用のエアフィルタは 外

気処理 を中心 として考えられてきたその考え方自身に大きな要因が

あったのではないかと考えられる 。 それは、ビル空調用の除じん効

率の表示に A F  I 試験の重量法や比色法のいわゆる粗じん用フィル

タの性能評価が多く用いられていることからもうかがえる。設計者

もエアフィルタの除じん効率を 判断する場合に、ろ材メーカーなど

のそのカタ ログ値をそのまま信じて性能を判断することが多かった

のではないだろうか。

ところが、実際には、ビル内の大きな汚染源は 外気よりも室内発

じんであ り、 室内浮遊粉じんの粒子はタバコの煙 (0 .1- 0 . 5 μm)

をはじめとする l μ m 以下のものが90% 以上を占めている 。 したが

って、実際の除じん効率は、静電式のものや、ろ過式てもグラスウ

ールやグラスペーパなどを使用した高性能のフィルタの場合にはカ

タログ値とほとんど差はないが、一般によく用いられている不織布

をろ材としているものの場合には l μ m 以下の除じん効率が極端に

おちるため 、実際の性能はカタログ値より著しく低くなる場合が多

い。 たとえば、大阪市内事務所ビルにおける不織布使用フィルター

の笑損 ｬ 長 ［ ｊ ｾ 例 Ｈ 3 例 ) を参考までに示す と、カタログ値が重量法で83

% 、85% 、85% であ ったものが、実 iftl J値 で、はそれぞれ13% 、 9 % 、

20% と、かなりの差があ った。

したがって、ビル空調用の除じん装置には、 1 μ m 以下の粉じん

除去に適したものを選択すべきであり、また除じん効率の表示も中

. 高性能用に改めるべきであると考えられる 。

(2)外気取入口の位置 ・高さに不注意なものがある 。

交通量の多いところに立地しているにもかかわらず、外気取入口

の高きが10m未満の位置に設けられているものが l 制緩度見受けら

れ、また、その他でも隣接ビルの排気 口や煙突に近いもの、駐車場

の影響i を受けているもの、ショートサーキ y 卜により排気を吸い込

んでいるものなど、建設時の少しの注意によ って防ぎ得たものがか

なり見受けられた 。なかでも、ショートサーキ ッ トによるものは、

とくに C Oの高濃度汚染になることが多〈、注意が必要である 。 大

阪市の事例でも、給気塔と排気塔が隣接していて、その隔壁のコン

クリートブロ ックが数箇所欠損していたため、 排気が給気の方へ流

入、営業時間中の C O平均濃度が25ppm、最高50ppm に達したもの 、

また、厨房専用 の排気筒と外気取入口が接し ていたため排気が吸い

込まれて 18- 40ppmにな ったもの等がある 。

(3)排気が不十分 になりやすい設備が多い 。

排気が不十分な場合は、当然の結果として 室内空気は汚染される 。

排気が不十分になりやすい事例としては、強制排気設備のない第

2 種換気法を採用しているビルに多くみられる 。 これらのビルでは、

計算どおりの換気回数が得られず、浮遊粉じんがビル全体に非常に

多いというケースが多〈、炭酸ガス量も一般的に高めである 。 また、

第 1 種換気を行 っている場合でも、ドアガラリを利用した還気方法

を採用している場合には、ロ ッカ一等によ って還気が阻害 されてい

るものが多〈、 一般的に設計者が考えるほどの換気が行われないケ

ースが多い 。

(4) 省エネルギーのみを考えるため外気導入量が不足 している場合が

ある 。

石油ショ ック以来、省エネルギー問題が注目され、空気調和にお

いても、最近種々の研究がなされるようにな った。 ところが、なか

にはあまりに省エネルギーを考えるため、温熱効果をたかめる方法

として外気導入量を極端におさえるビルも出てきた 。省エネルギー

はもちろん大切なことであるが、室内環境を犠牲にしたうえでの省

エネルギーの方法は誤りである 。空調における省エネルギーは、あ

くまで過冷房 ・過暖房を防止する等 、環境水準をおときない合理的

な方法で行うべきであろう 。

(5) 維持管理を考慮した空調設備の設置が望まれる 。

空調機器は、定期的な保守点検が必要不可欠であり、常に維持管

理の容易きを念頭に置いて設置きれなければならない 。

ところが、各階空調方式などの比較的細かい空調機の配置形態の

場合、テナント比などの関係から、そのしわ寄せが空調機スペース

に及び、極端に狭い空間に設備の取り付けがなされ、機器の点検す

ら行い得ないようなものがある 。

また 、その他、 iJl lJ定 ・機能検査が容易に行えるよ う、点検口や測

定口 ・照明などの配慮、が望まれる 。

(6) 暖房時における頭熱足寒および過乾燥の防止
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暖房時に上音Eが暑く 足元が冷え るこ と、お よび相対湿度が低くな

り過 ぎてのどが乾い たり 、気管支を いためやすくなっ たりする こと

は多くの ピルの共通点である。 また、このことは 多 くの管理担当者

が困って いる 点でもあ り、技術的に困難 な面も多いと 思われるが、

有効な加湿機の開発 、上下温度差を防ぐ暖房方法の研究が今後望ま

れるところである 。

(7) 外気と還気の混合が不十分 な場合がある 。

エアハンド リングユニ ッ トなど小形空調機の普及とともに 、外気

および還気の引込みダク トの距離が十分とられておらず、空調機内

部で外気 ・迎気の混合がほとんど行われずに短絡現象を呈している

ケースが見受けられるので 、今後十分な検討をしたうえでの機器設

置が望まれる 。

5  . 飲 料 水 の 水 質 検 査 結 果

表 3 Ｕｄ ｾ ＵＱ 年度水質検査結果 立入施設数 342

写i 自

不 通

日1) 不 週 』事 設 数

地設数
欽 色度 臭 味 互主鉛 I罰/ir. 一般細菌

21件 191牛 181'牛 7  f牛 7 件 2 件

(  6 .1%)  (  5. 6%)  (  5.3 %)  (  2 0 %)  (  2. 0%)  (  0. 6%)  

30件

大脇 d白

7"/ 壬ニ7性N

事自

フェノー

残留塩素
亜踏母性 N ル ｾｩ

1  f牛 li't- 1  f牛 1  f斗 22{'牛

(  0 .3 %)  (  0. 3%)  (  0. 3%)  (  0. 3%)  (  6. 4%)  

5 0 - 51年度に実施した水質検査の結果を 表 3 に示す。

表に示すとおり、水質検査の結果が基準に不適合であった施設は、

全体の 8 . 8 %であり、昭和4 6 - 4 9年では毎年 10 %を越えていたのに

比べると、やや低くなってきている 。

つぎに項 目別検査結果の概要を 簡単に述べる 。

残留塩素量が不足のものは 6 .4 %であり、これが不足していると

いうことは、何らかの水質汚染を受けている可能性が強〈 、また水

道水の殺菌能力も低くなっており、細菌汚染の受けやすい状況にあ

ることを示している 。現に 、これらの施設の8 0 %以上が、 他 の何ら

かの項目に おいて不適合にな って いる 。

その他の項 目では、鉄 ・色j交 ・央 l床に不適が多〈、次いてい亜鉛 -

i鉛度であ ったが、これらのものは、ほとんどが鉄または亜鉛の洛出

に起因するものであって、いずれも給水管に: < ! f 鉛め っき鋼管を使用

しているビルに圧倒的に多くみられた 。

細菌類等による不適は、件数としては少ないが、毎年数件ずつみ

られる。

なお現在ーまでのところ、大阪市では 、六価 クロム ・枇素 ・シアン

イオン ・水銀 ・有機燐とい った故も有毒な物質については幸い検出

されていない。

( i主) 残留塩索は、厳管には水質検公項目に入らず、法焼定では独立させているが、

i匝:Ii .上検査項目に加えた .

i 立 入 検 査 時 に 気 づ い た 給 水 設 備 の 問 題 点

(1)  使用水量 に比べ過大な貯水槽が多い 。

設計段階においては貯水槽の容量は、使用水量の予測を行ったう

えで決定されているはずであるが、実際にビルの貯水槽容量と 1 B  

平均使用水量を対比 してみると、かなり大きなバラツキがみられる。

大阪市が5 0 - 51年度に実施した調査結果( 表 4 、表 5 ) では 、受

水槽の換水回数( 1 日平均使用水iLi;÷ 槽容量として算 出) が 1 回未

満の場合、および高置水槽の換水回数が 5 回未満の場合に水質検査

の不適率が高くなっており 、これらを過大と評価すると、約 1 / 3
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のビルで過大な貯水槽を設置していたことにな る。

なお、 この一因には、消防用設備との兼用の問題があろうと思わ

れ る 。 ( 昭和52年度調査における消防用設備 との兼用率 - 受水槽 78

% 、高置水槽82% )

表 4 受水槽換水回数と水質検査結果

換水回数/ 日 調査絡設数 ( 本) 水質検査不適施設数 ( 率)

0.5回未満 14施 設 ( 4. 1)  %  50血設 ( 35 .7) %  

0. 5- 0 .9回 84 (24. 6)  10  ( 11. 9) 

1. 0 - 1. 9回 109 (31. 9) 6  (  5. 5)  

2. 0- 4. 9回 86 ( 25 . 1)  5  (  5. 8)  

5. 0回以上 49 ( 14. 3)  。
(  0 .0) 

3十 342 ( 100. 0)  26 (  7. 6)  

褒 5 高置水樋換水回数と水質検査結果

換水回数/ 日 調査施設数 ( 率) 水質検査不適施設数 ( 率)

1. 0 - 2. 9回 83古車設 (24. 3)  %  18施 設 (21. 7)  %  

3 .0 - 4. 9回 71 (20. 8)  6  (  8. 5)  

5. 0- 7. 9回 69 ( 20. 2 )  2  (  2. 9)  

8. 0回以上 118  (34. 5)  
。

(  0. 0)  

不 同珂 l  (  0. 2)  
。

(  0 .0)  

Z十 342 (  100. 0)  26 (  7. 6)  

( 注) 表 4、 Ｕ の水質検査結Ｊは、法規定どおりｾｊＡ切 ｉ 孟紫を除いたｊｪＧＨ自のむのである Ｎ

(2) 六面点検の不可能な受水槽が多い。

受水f替は、建設省告示第 1597号 ( 以下「建設省告示J という) に

規定されているとおり、床置型に設澄して 、糟外音[1の六面すべてを

点検できるようにすることが飲料水汚染防止の上から非常に重要な

ことである。建設省告示が昭和51年 1 月に施行されてからは、建築

躯体を 利用した受水槽の設置は非常に少なくなったが、ビル全体か

らみると、大阪市の52年度実態調査結採では、まだ床置型は 20% 程

度にすぎず、建築A区体を利用しているものが7 0 %余りを占めていた 。

また、建築A区体利用のなかでも危険性が高いと考えられる床面を

槽の天井と兼用している床下型貯水槽が、全体の3 6 %もあり 、その

のなかには、汚水槽に隣接して設置されているものや駐車場の床下

に設世されているといった非常識としかいえないものまで見受けら

れた 。

今後、新築建築物の建設省告示遵守はもちろんのこととして、問

題のある既設のものについての実効性のある改善方法の研究が望ま

れる。

(3) 禽食しやすい給水管が改修工事の困難なところに配管されている。

従来、最も普及していた給水管は、腐食しやすい亜鉛めっき鋼管

であ り、最 近にな って耐食性の強い塩化 ビニルライニング鋼管等の

使用が急激に増加してきているが、52年度に実施した実態調査結来

では、亜鉛めっき鋼管の設置率がまだ5 0 %近くを占めていた。

亜鉛めっき鋼管使用が鉄および亜鉛の浴出による赤水 ・白水の原

因になりやすいということは、現在では常識になっているが、給水

管の取り換え工事を行いたいと思っても、壁面内等に埋め込まれて

配管・さ札ているため、非常に工事が困難な状況にある 。数年で腐食

するような給水管が、 4 0 - 5 0年も耐久性のあるような設置の仕方を

されていたことは残念である 。



現在よく使用されている塩ピライニング鋼管の場合は、大幅に耐

食性が増加しているが、今後のことを考えて点検 ・補修の容易さを

考慮した配管工事を望みたいものである。

(4) 清掃時の ことを考慮していない貯水槽が多い。

ビル衛生管理法、および昨年改正された水道法に年 l 回以上の清

掃義務が規定されているように、貯水槽の維持管理には定規的な消

帰実施が不可欠である。

ところが、実際に設置されている貯水槽をみると、清掃時のこと

などまったく考えていなかったのではないかと思われるものがかな

りある。たとえば、サーカスまがいの方法でないとたどり着けない

場所に設置された高置水槽、 F R P 製に多くみられる補強材のため

に槽内部での作業が困難なもの、ホテル ・病院などで年中無休であ

るにもかかわらず l 槽しかないため消紛が困難なもの( 2 槽設置率

約 35%… ー52年度調査結果 ) 、槽底部に汚でいをかきょせたり、排

水したりするためのピ ットや構が設けら れていないもの ( 設置率.

受水槽37%、高置水槽 8%. 一52年度調査結果) などである。

その他、受水槽のマンホール面から天井面までの間隔が建設省告

示に示された 45cmぎりぎりのものが見受けられるが、清掃用具を持

って 出入りするためには 1 m程度の間隔がないと作業が困難であり、

とくに大容量の受水槽にあっては人が立って歩ける程度の間隔を設

けておくことが必要であろう 。

(5) オーバーフロー管が排水管に直結されている もの、 防虫綱が禽食

されて役立っていない ものが見受けられる。

貯水槽のオーバーフロー管は、間接排水構造としなければならな

いことは常識になっているはずであるが、実際にはまだ 10%程度直

接排水のものが見受けられる。本年 10月12 日に毎日新聞で大きく報

じられた和泉市における雑排水逆流による水質汚染事故もオーバー

フロー管の直接排水構造が原因のようである 。

また、オーバーフロー管に取り付けられた防虫網が腐食によって、

まったく役に立っていないものが20- 30%の率で見受けられるが、

この場合は、こん虫やねずみが槽内に侵入する危険性が大である 。

腐食の主な原因は、水道水中に入れられている消毒用塩素による塩

素ガスのためであるので、防虫網の設置にあたっては、塩化ビニル

製、ステンレス製等塩素ガスに対して耐食性のある材質のものを選

ぶ必要がある 。

7  . おわりに

ビル衛生管理法の目的は、環境衛生上の維持管理に関するもので

あって、構造設備そのものに対する直接的な規制を行うものではな

し、。

しかし、適正な維持管理を行っていくためには、ピル所有者 ・管

理者およびテナント等の本法への十分な理解によることも必要であ

るが、根本的な解決を図らなければならない場合も多いので、ビル

建築の際には設計段階から本法の主旨を理解s し、設計施行すること

が必要である。

このことから、ビルの使用者 ・利用者の健康を守るためには、従

来ともすれば、バラバラの、点H として存在していた設計施行関係

者および設備関係者とピル所有者・管理者 ・テナント・ビルメンテ

ナンスが、今後* 線H として密‘ 接な述けいを保つことが重要と思わ

れる。

また、都心部のビルで過ごす人々の数は、ビルの数とともに増え、

その社会性の高まりは従来の比ではないことから、一定水準以上の

快適な居住環境を確保するための諸設備や衛生管理方法の一層の硲

立が望まれる 。
( おかやま いわを 大阪市環境保健局環境衛生諜主査 )
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ア ン ケ ー ト . ビ ル の 屋 内 環 境 の 実 情 と 問 題 点

設問

日ごろビルの屋内環境について 、オーナーとして 、管理者

として 、設計者として 、また利用者として何らかのかかわり

をも っておられると存じます。その中で、とくに問題点のあ

る事項や、あるべき姿と実際とのギャップ、また関係者に注

文したい、改良してほしい点など多くあると思います。

下記項目の中から一つだけにしぼってでも 、あるいは数項

目にわた ってでも結権ですので、 貸方の立場からみた 、その

実情と問題点を具体的に書いていただければ幸いです。

項目 1. 空気環境( 温度、湿度、塵撲、 気流、C O、C 02)

2  . 給排水

3  . 清掃、ゴミ処理、害虫駆除

4  . 照明

5  . 音、振 動

6  . その他

標記テー? について、研究者、一般設計者、設備設計者、

ビルオーナ一 、ビル管理者、メーカ一、保健所、利用者など

の分野の方々約30名に、上記設問のようなアンケートをお願

いいたしましたところ、 14名から1 ' 1 : 重な玉稿をいただきまし

た。ありがとうございました 。以下、順不同で掲載させてい

ただきます。

いただいたアンケート文の中には、本特集本文の原稿と、

一部内容記述がダフソレところもありますが、それぞれの執話

者の意向を尊重して、無理に削除・修正せずに、そのまま全

文をぬ載いたしました 。この点、読者にと って多少わずらわ

しいところもでてくるかも知れませんが、おことわりしてお

きますとともに、ご了承のほどねがいます。

なお、ひとりだけ照明に関しての玉稿をいただきましたが、

これは、本アンケートの趣旨とちょ っとずれますので、この

欄の掲載からはずし、思IJ の扱い方にさせていただきますので、

これもご了承ねがいます。

このアンケート文の最後に、設備分科会編集委良による

「まとめ」をあわせて収録しましたので、お目を通していた

だければ幸いです。
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建築のニーズをしっかり

握ること

株式会社竹中工務唐生産本部専門部長 中 村 猛

屋内環境が悪〈、問題になるからこそ、このようなテーマがでいる

とすれば、まず悪くなる原因は何かということを考えねばならない 。

原因は、大気汚染であったり、外部騒音であったり、設備機器の不

調であったり 、また、給排水機能の悪さであったりするが、対処し

ようとすれば、保有技術の範囲内でいろいろ対処することができる。

しかもなお、屋内環境が思うように調整できないということは、

設備した環境調整用のシステムがニーズにあっていないということ

である。法的なニーズに最低機能していれば、第一段階の屋内環境

調整は全うしている 。 しかし、われわれのニーズはもっと高い環境

を望んでいる 。 よって人工的に、いろいろな設備機器をおいて、こ

れを屋内のニーズに対して機能させコントロールする。

問題は、上記の最後の一行である 。ニーズにあわせねばならない

ことと、これを条件の変化に対してコントロールしなければならな

いことである。

ニーズとは何か、簡単に言えばユーザーの出すスペ y クである 。

しかし、このスペ ックがターンキイ的であればあるほどシステム作

りがむつかしい。ある程度、用途が定型的で事例も多い事務室等は、

確率統計的に社会通念があり、室の収容人員や温湿度、照度等もと

くにスペ ックしなくても、また、スペックされなくても暗黙の了解

事項となっているので、事後の環境に対してクレームも少なく、特

殊な用途に使うときはそれなりの対処が相互に認めあうことで追加

される。

しかし、事例の少ない、特殊な用途の建物は、ユーザーが数値的

にはっきりスペックしないと、できあがってからあれやこれやとニ

ーズとのズレが生じて 問題化する 。

逆に、このような場合、細かい特殊なスペックにマスキングされ

て、しごく一般常識的なことを見逃しがちである。

一升桝には一升しか入らない。それ以上入れようとするときは、

別の器を準備しなければならない 。満員電車で通勤するわれわれは、

ギュー詰めにすることを当然と思いがちである。悲しき体質である

が、建物もこれと似て、よくギュー詰めにされることがある。会議

室などは当然収容人員が基礎とな って諸設備がととのえられている

が、過剰に人員を入れて室温や空気汚染を問題にされることがある。

スーパーや百貨底、普通の専門庖でも中間期に冷房が必要というと

きがある。これらには、当初から機器系統をニーズにあわせて部分

稼動できるようにしておき できるだけ少ないエネルギーでコント

ロールしなければ、一升桝で一合をはかることになりかねない。屋

内環境のニーズの洞察とコントロ ールの合理化は環境造り の原点で

あって、これらのものを建築全体からとらえてシステム作りをする

ためには、全体の情報をにぎる立場にあるものが洞察し、判断しな

ければならない。それが大まかにブレークダウンされ、また、細か

くスペック 化 されて、専門技術者の登場ということになる。重要な

ことはニーズの把握である。 ( なかむら たけし )



空気環境を再考する-

C02濃度の問題点一一

株式会社大林組役備設計部設計際長 後 藤 達雄

ある同色内て¥どうすれば住空間を健康的な快適環境に近づけら

れるか、これが設備技術の目指す主題といえよう 。 しかし、この快

適環境とは一体何か、となると簡単には答えが出てこない。至適環

境とは、となればいくらか明りは見えてくるものの、快〈気持ちの

よい住環境と品、多種多様の側面をも っており、 一元的に語ること

はできない。

そこで、日頃、空調設計をすすめている立場から、空気環境のう

ち、定量的に置き換えられるにもかかわらず、見落としがちな評価

指標の一つ、 C 02 濃度についてふれることにする 。 これは、若衣

調節によ ってかなり自由度の高い温熱指標などの物理量と異なり、

密閉された空間では、高生fな空調な らと もかく、程度の低い冷暖房

ほどきを気清浄環境が絶望的なも のはないからである 。

まず、エネルギ一保存、環境保全を基本柱にして、外気取入量や

空気清浄環境設計手法をあらためて考えてみよう。外気導入量につ

いては建築基準法では 20C M H / 人、空調学会基準案では 30C M H  

/ 人とされている 。 また、必要外気量は人の呼吸による C O
2 収支

に基づいて算出された数値であるから、 C O 2
濃度の許容{j t!を1000

p p mとするのは原則的には正しい 。

ところが、一般ビルて' の室内環境笑態は一体どうなっているので

あろ うか。 まず、在室人員は設計計算では、事務室で0. 2人/m' 、会

議室で0. 3- 1 .0凶/ 人、 云々と決定していくが、現実の定常的在室

人員は、その 1/ 2 - 1 / 8 にすぎない。 しかも、在室者は空間、層聞

を移動するのがほとんどである。 C O2 濃度は人員と外気取入量の

関数で表現できるのであるから 在主人員が少なくなるのであれば

外気取入量を当然見直す必要がある理由がここにある 。某事務所ビ

ルの C O 2
濃度の笑 illlJ*古来では、設計用在室密度 5 m' / 人に対して、

つぎのようであった:

C  0 ， iA/!l: 

P P m 

基準法のK の外気導入量というきわめて制限された場合でさえ、

C  O2 濃度はこのように低い数値を示すのである 。ただし、以上の

清浄環境を創り維持するためには、高性能のエアフィルターシステ

ムの設計と吟味が絶対に必要不可欠である 。

ところで、私達が通勤に毎日利用している満員電車の車内では、

cω 濃度が3，000 ppmをはるかに越え 4，000 p p m 以上にも達してい

るやに聞いているが、もちろんこれをビル空調と同質で扱うつもり

はない 。

市街地において、導入外気それ自体が新鮮でい清浄でない現在では、

ピーク時 、人があまりいないとき ぐらいは、 外気取入量を減 らす方

向が望まれるのである 。経済性を含め、広〈省資源、省エネルギー

思想、に立脚しても、これは自然ではないだろうか。生態系との協調

の上に、本当に快いお'j '浄な住環境をつく っていきたいものである 。

*  中l民、後泌ほか 「宅件El!5<1h'lrft 環境の実削! と 外気取入最の尖際 ((.J ，l'Ff面J 1977.  10.  

ｾ設衛生学会学術講柑ｻ会論文 集

( ごとヲ たつお)

室内気流ならびに赤さび、

の問題点

大 阪 工 業 大 学 教 授 金谷 英一

新築事務所の大部屋に敷きつめたカーペ ッ トを見て、立派な事務

室だと 思うと同 H寺に、足の運びを改めた経験がある 。近頃はすっか

りスチール製とな った事務机や家具などの事務室では、考えてみる

と吸音面は天井商のみである 。一方、タイプライタ一、電話、コピ

ー機器等の発生跡、が増加している 。大部屋の営業室では、靴音も大

きな音源である。カーペットは 、防災関係のチェ γ クがあれば、内

部騒音の優れた防止法であろう 。

一つの階をいくつかの小部屋に区切るのに、近年はプレファブの

軽量間仕切材を用いる傾向がある 。 コンク リートの外壁と軽量の間

仕切壁は、空調熱負荷から見ると、外気温や日射による室温変動を

緩和し、間欠空調による予熱や予冷の負荷を減少して、好都合の方

法である 。

きて、空気環境の問題は、周知の換気量の不足のために、各室ご

とに空気清浄機を置いている現状である。この犯人はタバコの臭気

と浮遊塵であるが、反面、空気調和装置の負荷軽減の思想、と技術が

普及し、 「省エネルギーJ の方策から生じた人間環境の悪化の一つ

であろう 。

応犠室、食堂、洗面所等には換気扇を設け、汚染源で、排気する

対策を見かけるが、給気を確保しているかどうか疑わしい。室内へ

の流入空気がなければ、流出はしない。 換気扇は室の圧力低下を生

じるだけになる 。流入空気が外気であれば、空調負荷が増大する 。

空気調和装置のある場合は、特に汚染源のある小部屋を正圧 ( + )  

に保つか、熱交換器っき給排気口の工夫が必要になる 。

室内気流の分布について、リタ ー ンエアの吸込 口の位置に 問題が

ある 。吸込口は付近の圧力低下を生じるのみだから、 室の形に 応じ

て、中央音11か数か所に分散するのが望ましい。現実は廊下に接する

とき以外は困難らしい。

古い小事務所建築でい冬季の暖房時に、最上階の室が暑いというの

を聞いた 。階段室やダクトの煙突効果の影響だろう 。室 と外気の温

度差による外壁面の圧力差は高さに比例し、垂直方向の圧力差分布

は最上階と l 階で最大になる 。階段室の 1 階では外気が流入し、最

上階のすきまからは流出することになり、下階から上階への気流を

生じる 。この結来、最上階は暑くなり、 1 階は寒くなる 。

高層建築ではないが、ユースホステルの半地下の食堂兼ホールに、

デザインのためか間仕切とドアがなく、暖房時の温風が l 階の玄関
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と廊下に流出する 例 もある。

なお 、貸事務所では 、階段室とエレベータはコアとなっており、

各階の事務室には間仕切壁が設けられているから、この種の煙突作

用の不都合はあまり聞かない。

竣工後約 10年の R C 造で赤さぴ水が出て、 l 年余も欽まされて困

ったあげく、既設の主主込配管とは別に露出配管を新設した例がある。

原因の詳細は 聞かなかったが、高遊水槽をのぞいたとき、揚水管と

水徳の接続 口に金網が張ってある。この金網が真赤に錆びていた。

つねに水と空気に交1[1こ触れるので当然、のことだと思った。

水道水の塩素消毒による残留塩素、ことにイオン 状の遊離塩素の

強い酸化作用 が鉄、亜鉛を腐蝕して「赤水J を生じる。これは従来

の亜鉛メッキ鋼管に多〈、近年用いられる樹脂ライ ニ ング、 樹脂 コ

ーチングの鋼管では減少するだろう 。大阪市立環境科学研究所の寒

川寿助氏は、ピル管理法には残留塩素の定期検査と受水槽 、高架水

槽の年 1 回の清掃が義務づけられているが、特定建築物ではない 7

ンション等の共同住宅が規制の対象外となっているのは危険である

という 。

( かなたに えいいち)

たばこの煙による粉じ

ん問題 一空気調和設備と空気環境一

株式会社毎日大阪会館副支配人 ・管理部長 松井 義和

現代のビル建築設備は高層建築にふさわしい設備が採用きれ、設

計され、施工されている 。そしてその運転管理システムは、コンビ

ュータを有効に 利用し、すべてが自動制御となっている。

このためビル管理の合理化 ・省力化はずいぶん進歩した 。 しかし

その反面、これら自動機器にたよりすぎるあまり、運転管理に消費

するエネルギーが増大する傾向にある 。われわれビルを管理するも

のにとって、無視できない重大な問題点である 。 またこのことは、

わが国の資源事情からきわめて大きな課題でもある 。

ピルの室内環境を常時良好な状態に維持するために、空気調和設

備は適正に管理され、運転されなければならない。

そこでビルの空気環境の現状と、ビルで消費するエネルギーにつ

いて若干のべてみたい。

ビルにおける室内空気環境は、ビル管理法が施行されてから大幅

に見直しされて、空気調和設備の改良保全が進み、おかげでヒソレ管

理法で言う室内空気環境は、基準値内にそのほとんどが満足するよ

うにな ってきた。

それぞれのビルで測定した値をアンケート方式で調査したところ、

おおむねつぎのような結果が判明している 。温度 ・湿度 ・気流 ・粉

じん ・炭酸ガス ・一酸化炭素 6 項目のうち、最も基準値内におさま

りにくい項目は、冬期における湿度とたばこの煙による粉じん値の

問題である 。 この二つをみた場合、前者の湿度については設備の改

善によって解決の道がある 。 しかし粉じんについては、室内に発生

源 ・汚染源があるため、今のところその解決のきめてはない。

消極的な方法であるが、在室者の喫煙を制限することぐらいであ
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る。 これは根本的な解決策とは言えない。

ビルでは特殊な環境の場所以外では 外気取り入れ空気の粉じん量

が基準値をオーバーすることはない。この空気を空調機でなお除墜

し清浄にしたうえで室内に給気するので、悪くなるはずはない。 し

かし笑際はデーターが示すとおり、たばこを吸っている人が多い室

または床面積に比べて在室入貝の多い室では、室内の空気環境も大

変わるい状態を示している 。極端な例であるが、役員室 ・応接室 ・

また比較的ゆったりしたスペースを持った事務室では、その環境は

大変良好でレある 。

ビル内の環境を年間を通じて快適な状態に維持するためには、空

気調和設備を運転しなければならない。 このため電気 ・ガス ・石油

・水といった資源、を大量に消費する 。このエネルギーについても調

査したところ、消費量は大幅なバラツキを示している 。

これは建築様式と空調システムによっても大幅にちがうが、空調

設備の運転・保守管理の巧剣にも大いに関係する 。 ビル建築につい

て将来のエネルギーを見通した、省資源 ・省エネルギーに直結する

建築と設備を研究し開発しなくてはならない。また設計者は既設ピ

ルについても改良保全を積極的に進めるようオーナーを指導し、そ

の必要性をデーターでもって教えるべきである 。 そうすることが建

築設計者の義務であり責任であると思う 。

今後の提言として、ピルの設計者 ・施工者 ・管理者、三者間の対

話を図り、建物と設備と管理の協力体制がのぞまれる 。そうするこ

とがビル室内の環境を良好にする出発点である 。

( まつい よしかず)

地下街爪ケb K I E F 〉
也 l' ｬ 司 ｖ ノコ二メｾｊ［夜見 ａζ

害虫問題

堂島地下街株式会社営撲部管理課長 東山 逸 雄

(1) 空気環境および室調用熱源輸送系統について

問題点としては、まず新鮮な外気の取り入れ口について適当な場

所が選定されているかどうかである 。この件についての問題は、地

下街に限らずビルの場合も同様にあることと思う 。

立地の関係て¥道路交差点の近くや、隣接ビルの煙突に接近して

いる等の場合は非常・に問題があるので、計画の段階で今後の見通し

と現状について、十分な調査と検討を行う必要がある 。

つぎに、空調機器の熱処理の段階で、効率的な運用がなされてい

るかどうか、非常に大きな問題点があると思う 。これは日常の維持

管理の方法によ っても経済性に大きなひらきが生ずるものと思、われ

る。

したがって今後の設計では、とくに熱源輸送系統の経費の軽減化

対策を追求したものが必姿ではないだろうか。すなわち、省エネル

ギーを、より本格的に研究しなければならない時に来ていると考え

る。

(2) 害虫駆除について

とくにネズミ、ゴキブリ対策の強化が必要ではないだろうか。こ

のことは、単に飲食庖舗の食品衛生上の商だけではなく、設備管理



全体にも影響を放ぼすことだと思う 。 ネズミがm線を傷つける、さ

らに停屯になるとい ったことは、どこの現場でも多かれ少なかれ経

験していることではないかと思う 。 ゴキブリにしても日常の仕事中

にウロウロし ている ところを見かけると 気持ち の良いも のではない。

したがって、こうした害虫駆除は 室内はもとより、天井内、床下

までも 一斉に、徹底的に駆除作業を実施しないと効果が出ないので

はないかと考える 。

今後は庖舗の改造工事時や、一斉定休日等を活用した計画的な駆

除作業を推進していくことがぜひ必要だと思う 。

一方、そうした害虫駆除作業を、より効果的に実施するには、や

はり設計段階において、天井内作業が容易にできるように、作業用

点検口を設置したり、排水会所には着目見容易なエルポ配管でb排水処

理を行い、害虫の侵入を防ぐと同時に、排水管並びに排水会所の定

期清掃が容易にできるよつな工夫が必要ではないかと考える 。

{ ひがしや ま いつお)

管理者からみたビルの屋

内環境の実情と問題点

社団法人関西環境開発センターグループ研究会

ビルの屋内環境については、ビルを管理している者として、 日ご

ろその維持向上に努力いたしておりますが、この機会に平素感じて

いる事柄の一端を申し述べたいと存じます。今回は紙数の制限もあ

りますので、とくに設備商から見た実情なり問題点のみを、率直に

述べ てみたいと思います。

1  . 空気環境

①ピルと 一概に 言っ てもいろいろあるが、やはり概して空気環境の

惑いのは古い設備を持つビルであり、あるいは用途が、たとえば駐

車場があるとか厨房設備を持つ庖舗があるピルなどである 。 とくに、

3，000m'前後の古いビルでは、冷暖房設備のないものがあり、変調

方式にしてもファンコイル方式のものでは外気取り入れ量が少なく

空気環境を悪くしている 。

② 従来の空調機は、排気容量 100% の能力を持っていないため、外

気を 100%取り入れることができない。 したがって、外気を 100%

取り入れられないので、中間期においても冷房を必要とするケース

が生じる 。 また、冬季の朝など、陽光の当たる音11分の吸い空気を素

早く循環できず、余計にエネルギーを使う結果ともな っている 。

③ 最近のビルは別にして以前のものは、設計基準として、恐らく温

iiiI l度のみに重点が置かれ、粉じん等はあまり考えられていない。 た

とえば、古いビルの空調機のフ ィルターは座主主に値する粒子のもの

を過してしまうので、空気環境基準を守るために密度を濃くしてそ

れらを通さないもめを用いると、逆に風宣i が落ちて、炭酸ガスの量

を増やすことになる 。現今の基準を守るためにはフィルター ( 電気

集11 J k 機のない空調システム ) に問題がある 。

④梅雨時には、冷温水共通のコイルの空調機て'は除湿をすれば室温

が下がるため、除湿が不可能であるので、冷水コイル、温水コイル

が別々の冷房と暖房が同時にできる空調機が望まれる 。

⑤気流については、予めその室の使用状況が把握されていないため、

たとえばテナントによる間仕切り状態によ って、 一つの部屋に給気

口がなか った り、排気口がなか ったりする場合がある 。 これはある

面では、アネモの絶対数が足りないとい 7 ことがいえるし、リター

ンについてもドアーガラリで引 っぱるのみでなく、室ごとの排気口

が設置されるべきだ。

2  . 給排水

①受水槽、高誼水槽は、新規ビルでは建築基準法でも規定されてい

るので問題はないが、既設ビルでは受水糟の容量と l 自の使用量と

のアンバランスが崩れているところが多い 。 したがってそういう所

では、水槽に古い水が何日も滞留し、そのため殺菌効果を弱めたり、

百年が発生したりする 。設計段階において槽の大きさと使用量とが考

慮されるべきだろう 。

②最近、高誼水槽に F R P水槽が{ 変われているが、これは熱をよく

吸収するので、直射日光を受ける高置水槽では、その問境素がなく

な ってしまい水が変質する 。 したがって、高誼水槽を何かて- 覆 わな

ければならない。少なくとも F R P 水槽を使用する場合は、直射日

光を直接受けない構造が求められる 。

③排水については、高誼水槽を清掃するため排水するのだが、管の

排水容量; の不足により、完全に排水しきれないで水があふれる事故

が起きている 。

3  . 清掃、ゴミ処理、害虫駆除

中小の大抵のビルは、ゴミ処理施設はもちろん、集積場さえ当初

から考えられていなし、。 そういうビルでは、ポリバケツなどにゴミ

を入れて廊下や、 勺也下の機械室の隅に放置しているというのが笑情

である 。 しかもそれが、ネズミや害虫の生息の原因とな っている状

j兄である 。

4  . 照明

①照明について環境衛生上悪影響を及ぼしているのは、明る過ぎる

ということであろう 。 その具体例として、設計で考えられたあかる

さを洛とすため、笑際には後光灯の数を減らして使われていること

が多い ( 省エネルギーのためにも )。 これは美観上も良くないし、ま

た明る過ぎることは環境衛生上にも、省エネルギーにも関連するの

で、考慮されるべきだろう 。つまり、設計で考えられた明るさと、

実際の明るさとではずい分差が生じているということである 。

②室ごとの照明の点滅ができなし、。あるいは窓側の照明を消す場合

にも 室の奥のものと 一緒に消さなければならない構造にな っでいる

ので、設計の段階で点滅の区画を考慮して欲しい。

③照明灯一つを交換するためにわざわざ足場を組んで取り替えなけ

ればならないなど、メンテナンスを考慮されていない! 照明が多くあ

る。

5  . その他

①竣工図面と実際の現場とは、合致してないことが多いので、管理

に当た っては困ることがしばしばである 。完備された竣工図面を示

してほしいし、さらに設計意図なども予め明確にしていただいたら、

それに沿 った管理もできるし、またやりやすいと思う 。

② 設備を管理している者の室は非常な高温であるなど、あまり屋内

環境が考えられていないので、たとえば24時間空調可能な別系統空

調設備にすることを当初から考えてほしい 。
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③清掃作業員の控室等が地下の隅の薄暗い湿気の多いところとか、

階段下などに設けられているところがあり、また資機材置き場もな

く、そのような資機材と一緒に管理要員が同居している実情である。

そのような狭隠で環境条件も悪い管理要員の控室等の職場環境につ

いても、設計当初から十分な配慮、をお願いしたい。

管理会社から見た

屋内環境

S ピル管理会社 T.  Y  

現在常識化している事柄については割愛し、平素あまり論及きれ

ない問題点について私見を述べたい。その道の専門家の目より見る

と片寄ったことを述べていると思われるかも知れない 。

最近は少し大規模な新築ビルになると、ミニコンを導入した中央

監視制御室が設けられるようになり、まことに結構なことではある

が、ビル管理の立場から考えると、機能に比し、必要以上に省力化

( i J 成員) が強調され過ぎているきらいがある。すなわち屋内環境の

適正維持、省エネルギー制御等未だ不充分で通り一遍の機能である

にもかかわらず C R T 等を導入して素人の目を l泣惑するなど、電子

技術の展示物程度のものが多いのは、まことに遺憾で' ある 。

もっと実効のある屋内環境の適正維持、省エネルギー制御等を実

施し、その手IJ 点をピルオウナーに強調すべきではなかろうか。

たとえば空気調和の熱負荷は外気取入負荷、窓等からの熱の流入、

放散等および内部発熱とにおおよそ 3 等分される 。 ところが肝腎な

これらの熱負荷に対し、省エネルギーの立場から自動制御にまとも

に取り組んだ例が少ないのに鯖〈 。

ビルオウナーに多額の経費を負担さすための便法として、手取り

早い方法かも知れないが、まさに弱い者いじめである 。

A. 都市外気の賀と空調の;令熱源について

外気の1' 1 は屋内環境に重大な影響がある 。災害の多いわが国の超

過密都市において、安全、環境 ( とくに外気の質) および省エネル

ギーから考え、ビルデイング等の冷熱源、として何がより適切である

かは自明の理と考えられる 。

酸素マスクを携帯せねばならぬような酸欠都市の出現はご勘弁願

し、たいものだ。

社会経済機構の複雑な今日、簡単に割り切れない事情のあるのは

分からないことはないが、未来の者11市のあるべき理想像を予見して、

最善の努力をなすべき時節が来ているのではないか。

今日目前の極々の事情に押され 時流の趣くままに推移すれば取

り返しのできない事態に突入する恐れがある 。官民一致、勇気をも

って善処の時期が到来しているのではないか。

B. 空気調和

空調の熱負荷は前述のごとく、外気取り入れ負荷、窓等からの熱

の流入、放散および内部発熱とに 3 分される。

a. 外気取入用ダンノ 守一関! 変の制御

空調の省エネルギーについては、世上種々論ぜられているような

いろいろな方法が考えられるが、最も手取り早い有効な手段の一つ

30 

として O A ダンパ一関度を絞ることが行われているようである 。

法規上、衛生上許す範囲で、 O A ダンパ一関度をどこまで絞れる

かー到底マニュアルでは処理できない問題である 。当然、近項はや

りのマイコンなり、ミニコンを活用し、屋内の炭酸ガス濃度等を検

知してダンパー開度を制御することが考えられる 。

b. 窓等から熱の流入放散の制御

石油ショ ック時、空調温度の設定基準の引き下げ、外気温による

冷熱源機器の運転時間および台数の制御等による意見が誌面等に散

見されたが、熱負荷の大きい窓についてブライ ン ドやカーテンのき

めこまかい使用について、あまり言及されなか ったのはなぜであろ

うか。

手動では操作が面倒くさいからであろうか。

あれほど意匠にやかましい建築家逮は窓にぶらさがっている不体

裁な紐についてどのように考えているのであろうか。

現今の工学的技術をも ってすれば、安価な電動ブライ ン ド等の開

発は易々たることではあるまいか。

灰関すれば東京新宿の三井物産ヒ、ルてーすでに実施例があるとのこ

とであるが、動作時前の自動予告アナウ ンス等運用にさ らにこまか

い配慮が必要であろう 。今後の普及を期待するものである 。

C. 内部負荷

石油ショ ック直後、照明器具のアクリ パッ トを脱したもの、後光

管を間引いたもの等が散見せられ、寒々として正直な話あまり良い

感じのものではなか った。精神への無形の影響を忘れてはなるまい 。

この点について建築関係者からの発言があまり見られなか ったこと

はまことに残念で与ある 。

空調熱負荷の制限効果としては大した効力もない照明の一部点灯

の制限は実効より 宣伝に重点を置いたものかも知れない。( 屯気料金

はいく分安くなるだろうけれど )

ミニコンで日照に伴い実際の照明負荷制御はあるようであるけれ

ども、も っと大きな負荷損に対して今のところ手放しであるのはい

かがなも のであ ろうか。

C. その他

環境測定でレ法定値を越えがちなものに、浮遊粉塵がある 。会議室 、

保安員室等がその最たるものである 。上記のような部屋にはマイコ

ン等を利用して非火災発報を起こしがちな煙感知器等をセ ンサーと

して活用し、自動的に排煙せしめるようなことは訳もなくで きるこ

とである 。 ( すでに実施しているビルがあるかも知れないが)

エアフィルターメーカー

からみた空気清浄問題

日本スピンド製造株式会社営業部次長 菊地 正夫

エアフィルター ・メーカーの立場から見た一言 を述べ させていた

だきます。高度成長に公害防止設備が追い付かず、大気汚染がはな

はだしか った頃、新築の一流貸ピルに入られたある設備業者さんの

事務所へ伺うと、自の詰んだ布で造られた円筒状の吹流しを室内給

気l吹出口に付けておられる、まるで鯉のぼりの頃の風景。理由をお



尋ねすると、吹出口の近くの天井や白壁が黒〈汚れるので、自衛の

ための工夫である由。 もちろん機械室には大きなフィルターが設置

されていたが、紛lかい浮遊盛に対する捕集性能など充分に認識され

ずに計画された l時代であります。同 じ頃、茶ホテルでフィルターの

改造計画があり、既設場所の説明ご案内を受けて廻 って行くと、あ

るはずのフィルターが見当たらない。係の方も慌ててその階のボー

イさんに聞くと、給気の利きが悪いというお客のクレームで取り外

してしま った由。改善計画を進めていた係の方とわれわれは唖然と

しました 。今はもうこんなことはないと思いますが、フィルタ ーは

冷暖房温度のように直接体感されない裏方の設備でありますので、

使用 H寺間または通風圧扱による定期的な保全更新と漏洩な 〈セ ッ ト

されているかを最少| 浪気にかけていただきたいと思います。

ビル管理法は廷べ面積が 3，000平方メートル以上の建物について

空気環境の調整、給水および排水の管理、h ' f掃およびねずみ、こん

虫等の防除の 3 項目に関して衛生管理基準を示し、空気環境の翻援

は、さらに「浮遊粉じんの量は空気 1 立方メートルにつき o 15 ミリ

グラム以下」、その他の 6 納l 自について具体的な管理基準値を示して

いることはよくご存知のことだと思います。 ところで室内空気環境

をこの基準値内に保つためには、室内への給気を浄化する必要があ

りますが、浄化性能の大きい高級フィルターを使用しても、基準値

以内に保つのは困難な場合があります。 たとえば今仮に、粉塵濃度

0. 2mg/ m'の空気を、 f市集率80% のフィルターで1争化して在室 人貝

1 名当たり 30m' / h 給気すると、給気中に含まれる粉塵濃度は 0. 2

x  (  1 一 0. 8) = 0. 04mg/ げでありますが、在室者が喫煙すると、

6  mg/  h 程度 ( 空気清浄協会の設置基準、 一般の事務室での一 人当

たりより ) のタバコによる粉塵発生があり、濃度は0. 04+ (  6 / 30)  

= 0. 24mg/  m'と基準値をオーバーします。

実際には他の要因もあ って、こんな単純な計算通りにはいきませ

んが、浮遊粉I } ) t : : ! 立の基準値を管理するためには、在室人員数と喫煙

の多少が大きく路響することがお判りいただけると思います。 もち

ろん、空調設備は計画当初から各階各室の予定人員数、使用目的別

の給排気量など詳し く計算して設計されるわけですが、現実の入

人員には変動がありますし、また事務机部、応接ロビ一部、会議室

などの人口' & ' 度の偏在までは予測できません。 そのためには実状に

合わせた風i訟の調整、空気清浄器の併用による局所浄化、さらにテ

ナント料の算定には給気風量も考慮すべきであろうとまで申し上げ

たら 言い過ぎになるでしょうか。

( きくち まきお)

現実に即応した炭酸ガ

ス規制を

倉橋商 事 株 式 会 社 野 村 武良

現代社会の中では、ヒ。ルの 中で生活する機会が多くな っている 。

それに伴い、ビルの中で生活する人々の安全、健康、快適性を硲保

する問題がクローズア ップされるようにな ってきた。 そのため、昭

和45年にビル管理法等の法律が制定された 。

一般にビルの屋内環境の汚染は炭酸ガスの濃度を指標としている。

炭酸ガス自体、著しく高濃度である場合以外は人体に対する害はさ

ほど問題ないが、それに伴う他の有害カス休の濃度が問題とな って

くる 。一般にビルの屋内汚染状態の目安として、炭酸ガスで制限し

ているのが現状である 。

ところで最近エネルギ一節約の立場から、ヒ、ル換気の外気取り入

れ量を減らす傾向にあり、そうすれば屋内の炭酸ガスおよび一酸化

炭素はもちろんのこと、それによ って他の有害ガス、粉じん等の濃

度も地加する 。 そしてそれらのガスを活性炭フィルターの吸着作用

により除去した場合、現在一般に ( 0 A30% 、 R A  70%) の O Aが

少なくてすむようになる 。

最近、都市部において外気の炭酸ガス濃度が徐々に高くなってい

く傾向があり、ビル設計の時点で外気量を算出する場合には、その

数値の再検討も必要である 。 このようなことから、現在ビル管理法

では炭酸ガス濃度は 0. 1% 以下におさえられるが、工場環境上では

0 .5 %以下とな っている 。 しかし同じ人間のいる所で、これだけの

濃度差があるのは少々おかしいのではないだろうか。これからは工

場と同様、ビルの屋内においても炭酸カ' ス規制を活性炭フィルタ一、

その他の有効なフィルターを取り付けた場合 0. 1- 0.5% 以下にな

れば O Aが少なくてすむ。現在、アメリカ、シカゴ市では一般空調

設備を有する場合の換気量は30% であるが、臭気、その他のガスに

対する効果的な吸着装置を有するときは換気量を 15% にすることを

認めている 。 このようなことを行えば、ビル全体の換気量をおさえ

られるとともに、汚染のはなはだしい部屋を規定の最小限 ｊｾｬ ＺｷＺで処

理することも可能であろう 。

以上述べた通り、現実に即応した限界量に規制を変更していくこ

とが、今後に残された課題ではなかろうか。

( のむ ら たけよし )

室内騒音 の問題

株 式 会 社 三 和 銀 行 管 財 部 主 任 技 師 大 津 富士雄

昭和45年、建築物における衛生的環境の確保に関する法律、翌46

年、事務所衛生基準規則lが定められ地行された 。

この法律は非常ーに時宜に適したも ので、これで今まで聖f 放しにな

っていた 室 内環境の改善に 、はっきりした目標が出来た 。 われわれ

は、さらにこれを徹底するために戦場環度改善目標線をつくり、働

〈者の環境を改善すべ 〈、 一致協力してスタートしたのである 。

今ここに昭和45年と昭和49年の炭酸ガス濃度と、 室内粉IA置の iWI

定記録があるが、廃止新設移転庖等を除き、同 じ69庖の平均値を比

較し てみた 。

45年 49年

炭酸ガス ( ppm )  1028 523 

粉 塵 ( mg/ 附) 0  .  225 0. 108 

この結果は、関係者の努力が笑を結んだものと思う 。

その後も、さらに向上に つ とめ ており、現在では目的はほぼ達成
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ア ン ケ ー ト . ビ ル の 屋 内 環 境 の 実 情 と 問 題

されたと言えるが、唯一の例外として騒音の問題がある 。

事務機器より発する室内騒音は、内装を改善して反射音を少しく

らい減らしたところで 、直接音が大きいので、余リ効果はない 。発

生音を減らすしか方法がないというのが結論である 。機器メーカー

にお願いして、少しでも減らしていただきたいと思うこと、切なる

ものがある 。騒音についてはいやな思い出があるので 、話は横道に

それるが、のべさしていただく 。

郷里に近い地方都市て" バンド演奏をしているある庖にはいったと

ころ 、その強烈な音にび っ くりした 。マネージャー日〈、お客は近

所の製缶工場のみなさんが多〈、このくらいボリュームをあげない

と納得してくれないとのことであ った。すぐ逃げだしたが、人聞が

環境に慣れると、こうなるものかと深〈考えさせられるものがあ っ

た。

だから悪い環境は改善しなければならない 。 たたa このような順応

性が、あらゆる環境にあてはまるものならば、快適な環境づくりが

どんどん進むと、たとえばエネルギーを節約するための多少の環境

の悪化も、すぐ仕事の能率にひびいてくるのではないか。

照明の照度について 言えば、昭和 16年 ( 1939年 ) 、照明学会は読書

の最適照度は 160lx であり、それより上でも下でも適当でないと発

表しているが、昭和41年では普通の読書で 500lx 、こまかいものを

見る仕事には 1000- 2000 lx としている 。 この差は、照明の質の問題

が大いに影響しているが、しかし当時は、それで十分であ ったとい

うことは、われわれ肝に銘じておく必要があるであろう 。暑い寒い

の問題でも然リ、あまり快適な環境に慣れすぎると、あたかも過保

護の状態にむり、風雪に堪える人聞がいなくなるのではないかと心

配する 。

( おお っ A 、じ お)

ビル衛生管理法対象施

設における水質検査

大 阪 市 東 保 健 所 ・ 環 境 衛 生 監 視 員 小 山 正 人

はじめに

昭和45年に「建築物における衛生的環境の確保に関する法律J ( い

わゆるビル衛生管理法 ) が制定された当初は、延面積 8，000m'以上

の建物が該当していたが、昭和48年には 5，000m'以上 lこ、さらに昭

和51年 7 月から 3，000m'以上にと、法律が改正され、対象施設は増

加の一途にある 。大阪市 ( 26区) には、現在、ビル衛生管理法対象

施設が 945あり、そのうち、東区には約 4 割の 344施設がある 。

また、これらの施設の維持管理権原者には、上水の水質検査、貯

水槽の清掃、および空気環境測定等が業務つ、けられており、東保健

所では 、毎年東区内の対象施設に対し水質検査結果、貯水槽の清掃

状況等について報告を求めてきた 。

その結果について、気がついた点を述べる 。

(1) 水質検査実施状況

延面積 8，000m'以上および 5，000m'以上のビルについては、水質

検査はかなり定期的に実施されている 。その要因としては、東区内
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では、 9 割以上が事務所ビルで、しかも明大きな H 会社が多いため、

水質検査等の経費が高額にな っても、一度年間予算にその経費が組

み込まれれば継続実施が答易であると考えられる 。

一方、 5，000m'未満3，000m'以 上 の りl、さな。ビルは、ビル衛生管

理法に該当してまだ日が浅いためか、水質の定期的な検査が十分な

されているとはいえない 。

さらに、 3，000- 4 ，000m' とい った、、小さな砂ビノレにおいてはテナ

ント入居数が80- 100 と多〈、しかも管理者も常駐していないとい

うような貸ビルが増えてきている 。 このようにホ 小 さな。ビルには

衛生的環境の確保に問題があるので、今後、保健所としても重点的

に指導する必要を痛感している 。

(2)  水質検査結果

延面積が3，000- 5 ，000m'の ビルに対してのみ報告を求めたところ

昭和52年度は下表 のとおり 122施設中 108施設から報告があ ったが、

10施設が不適であ った。

昭 和52年度飲料水水質検査結果( 東区)

地 設 数
項 目 別 不 適 施 設 数

15) 

立 入& . ぴ 不 通

アン モニア性EE紫及

央

ぴ亜硝間全性愛紫

合、 色 度

報告地設数 施設数

3  2  3  

自主 大 1詰

制IJ 蘭 繭 伴

鉄 亜 鉛

122  108 10  

l  
7  l  

( 技 1 ) 一般細菌及 び大腸幽鮮不適地訟の再検査の結採は適 て・あった.

( 注 2 ) 水質検査未築地未報告他殺が14あったが、これ らの施設か 句は水質検査実施

計画 ＾ Ｇｾ の 提出 が あ っ た Ｎ

不通施設の主 な要因としては、①貯水槽が 1 日の使用水量に対し

て大きすぎる、 ②貯水槽の消婦が十分に実施されていない、③腐食

しやすい貯水槽および給水配管が使用されており、しかも老朽化し

ている、とい ったことが考えられる 。

なお、学校や興行場等、利用人員が日によ って大きく変わる焔設、

および長期間使用されないことがある施設は、貯水槽の換水回数お

よび遊離残留塩素の保持等に十分考慮しなければならない 。

(3)  その他

当初、ビル管理法が施行された昭和45- 48年頃は、水質検査機関

も少なく、料金も高額であ ったが、最近 、検査機関が急速に増加し

競争も激しく料金も以前に比べ低くな っている 。 このような状況の

ときには、検査技術も粗雑になりやすいと考えられるので、ビル管

理者において 、水質検査機関を選ぶに当た っては、検査料金だけで

なく、信用性等も総合的に考慮、していただきたい 。 また、水質検査

成績表を見て、残留塩素が十分にあるにもかかわらず、細菌が多数

検出されていたり、鉄分が「検出されず J とのみ表示されている点

などがあれば疑問を持つなどの配慮も必要である。 に やま まさひと )

計測一般から見た問題点

日本科学工難株式会社営業部 ・粉 じんプロダクトマネージャー

鶴 林 一 夫

計測器の発達に伴って、各方面て4 環境諸条件の iR' J定が行われて い



るが、ここでは計測一般から見た 2 - 3 の問題点を提起したい 。

l ) 計 islJ 目的を明石在にすること

環境の計調IJの主目 的は、あ くまでも人間の環境をとりまく諸条件

を客観的に評価できるデータを得ることである。よく耳にする言葉

であるが、「法律で測定め義務が定められているので、所定の iRIJ 定の

用紙に測定値が記入できればよいので、測定は短時間でしかも測定

値が低〈出て、しかも価格が安い測定器があれば・・ J

このよ うな考えで得られたデータからは、環境改善の何の手段も

出て来ないことになる 。

得られたデータをもとに環境悪化の原因の発見、改善策が検討で

きるものでなければならない。

2) 測定探の原理をよく理解して測定すること

一般に計測器は測定しようとする物理量を何らかの原理にもとづ

いてある数値で表現できるように変換することである 。 たとえば気

流の測定に用いられている熱線流速計は屯気的に加熱された細線あ

るいは巻線を流体中に挿入することにより 、加熱物から流体中への

熱放散の原理を応用したものであリ、光散乱式デジタル粉じん計は

粒子の散乱強度を光電変換し、さらに光量に応じたパルス数に変換

したものである 。 したが って前者の場合は、熱放散に関係する物理

量としては流速、加熱物体と流体の温度差およびその表面の清浄度、

加熱電流などがあり、流速を知るために加熱物体と流体との温度差

を常に一定に保つように制御しながら、加熱電流を計測するのが通

常であるが、加熱物体表面の清浄度を常に一定に保つことを忘れが

ちである。また後者の場合、粒子の光散乱強度は濃度( 質量) のほ

か、粒子径、粒子の屈折率、密度、色彩などによ って変化するので、

光散乱式粉じん計で得られた数値そのままの値は決して質量濃度を

測定しているとはかぎらず、ある目安になる濃度が 1 分間あたりの

カウント数 ( cpm ) で示されているにすぎないことを理解する必要

がある 。質量 io . 度を求め.る場合は、圧電天秤方式の粉じん計を用い

れば、以上のような 問題は少ない。

以上のように、計 iRIJ 器に用いられている原理は、常に特長および

欠点を持 っており、測定目的に応じてその特長を生かし、また反面、

その原理が持 っている欠点が測定目的にどのように影響を与えるか

を常に検討した上で測定を行う必要がある 。

3 ) 周囲の環境諸条件を考慮して測定にあたること

気流や粉じん濃度などのように被測定量は、常に時間的にも空間

的にもランダムに変動する場合は その変動の周期、大きさを常に

考慮、して測定にあたる必要がある 。 そのような場合は l 回だけの測

定ではなく、粉じんなどの場合は数分間ごとに 5 - 10回測定し、そ

の平均値と変動係数をあわせて求めておくと便利 である 。

周囲の環境諸条件として温度 ・湿度 ・気流 ・粉じん濃度、および

CO、CO2 をはじめとするその他有害ガスがあり、常にそれらが各

測定値にどのように影響を与えるかを考慮する必要がある 。 たとえ

ば、ダクト内か空調機吐出口での粉じん質量浪度を測定する際、吐

出気流の速度と粉じん計へのサンプリング流速を一致させないと、

10 μ m付近の比較的大きな粒子の取り込みの問題が生じる場合があ

る。

( つるばやし かずお)

送風口の問題と pH測定

の問題

大阪市立大学医学部・教授 大和田 園夫

昭和49年 10月から、 9 階建の新しいビルに移 った某研究所に 4 年

間生活した経験から、下記のような不便さというか、問題点をみつ

けたので、参考として述べる 。

(1) 空気環境について

空気調和による温度条件は一応快適であるが、場所によって、寒

すぎたり、脅すき' たりする所が認められる 。当然、各部屋において

調節を行 って いるが、それでもこのような状態がみられるようにな

るのは、送風口の位置、その他の状態によ って換気が変わってくる

からであろう 。簡単に改善できる方法はないものであろうか。

つぎに、研究室では強酸、強アルカリ、そのほか有害ガスなどを

使用する ので、一応、 l吸引装置はつけているが、なおかつ、送風口

などのダクトの内部主主料に影響するためか、毎朝の運転開始時など

に、送風口から粉じんがとび出し、室内を汚染することがある 。耐

酸、耐アルカリなどの適当な塗料の研究が必要と考える 。現在ある

といわれていても有効なのは少ない 。

無理な話と思うが、空気調和には騒音をともなう 。 もっと低くす

る方法はないか。 これは一般のエアコンにも言えることである 。

(2)  排水について

研究所という特殊なビルの話で 一般的ではないが、排水には、酸

・アルカリ ・重金属など流さぬことにしてあっても、末端において

一応 pH の調整装置を必要としている。しかも、建物の末端排水そ

うと研究所の敷地か ら公共下水道への接続点における排水7 スの 2

カ所に自動 pH 測定器を設置し、自動的に調整しうるようにしてい

るが、後者の場所の排水7 スでは、研究所全体の排水が集合するの

で、この pH iRI J定器 ( 外部はガラス製 ) の外周に泊や紙、その他の

汚物が付着して感度を低下させる 。感度を正常に保〆うためには、 常

にガラス表面を注意しつつ洗浄せねばならない。すなわち、自動調

整装置とはいうものの、調整そのものは自動であっても、 p H の iRIJ

定には毎日入手によ って洗浄しなければならないので、人員を要し、

かつ非衛生的である 。 pH 測定を本当の意味の自動測定にする方法

はないものかと思う 。

( おおわだ くに お)

照明設備の管理

住 商 ビ ル 管 理 株 式 会 社 保 全 業 務 部 長 西 尾 与志朗

1. はじめに

石油ンヨ y ク以来、ビルの省エネルギ一策のーっとして 、! 照明の

間引き点灯がなされてきた 。 しかも一時的な応急措置として、安定
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器 は そ の ま ま に し て 、 球 だ け ぬ き 取 っ た 状態 が 多 い 。

わ が 国 の エ ネ ル ギ 一 政 策 と し て は 、 今 後 と も 本 格 的 な 省 エ ネ ル ギ

ー を 実 施 し て い か な け れ ば な らなし、。そのためには 、今ま で応 急 的

処 置 と し て 、 取 り あ つ か っ て き た 照 明 設 備 の 使 用 合 理化 策 に つ い て 、

今 一 度 見 直 し て み る 必 要 が あ る 。

2  . 照 明 の 本 来 あ る べ き 姿

ビ ル に お け る 照 明 用 電 力 は 、 工 場 に お け る 生 産 用 動 力 に 等 し い 重

要 負 荷 で あ る 。 簡 単 に 一 部 減 灯 し て 室 内 照 度 を 下 げ る だ け で は 、 徐

々 に 視 作 業 の 能 率 低 下 や 、 自 の 疲 労 と な っ て 現 れ てくる。 これでは、

「十 分 に 明 る く ム ラ な し しかも グ レ ア の な い 照 明 で 、 作 業 の 能 率

が よ く て 安 全 ・ 快 適 な 視 環 境 をつくる J とし寸 本 来 の 照 明 目 的 が 果

たせないことになる。

『われわれは、 オ イ ル を 得 る た め に 、 尊 い 人 間 性 を 失ってまで、

照 明 を 節 約 す る こ と を し て は な ら な い ・ .J とCI E 国際! 照明委員会

会 長 が い っ て お ら れ る が 、 ま さ に そ の と お り で あ る 。

疲 労 の 少 な い 照 度 は 、 少 な く と も 500Lx 以 上 、 明 る く す る ほ ど 心

理 的 に も 生 理 的 に も 望 ま れ る が 照 度 を あ げ る に と も な っ て グ レ ア

の 防 止 が 問 題 に な る 。 すなわち、 照 明 の 量 とともに 賓 の 改善 も必要

て‘ ある 。

具 体 的 に は 、 照 度 の 基 準 値 を 守 り な が ら 、 照 明 の 質 す な わ ち 、 ①

視 野 の 中 に 輝 度 の 高 い も の を き け る こ と 、 ② 明 暗 の 対 比 ( 照 明 の 分

布 の ア ン バ ラ ン ス ) の き っ く な ら ぬ よ う に 、 ③ 不 都 合 な 影 が 生 じ な

い よ う に 、 ④ ち ら つ き 、 色 調 や 輯 射 熱 に つ い て も 注 意 す る こ と 、 な

ど 年 1 回 の ! 照 度 測 定 を 行 う と き に あ わ せ て 、 チ ェ ッ クする 必 要が あ

る。

3  . 照 明 設 備 の 管 理

照 明 減 退 の 主 な る 原 因 は 、 ① ラ ン プ 自 体の光 束 の 減 退 に よ る も の

② ほこり の 堆 積 に よ る も の 、 な ど で あ る 。 照 明 学 会 の資 料 に よ る と

『光 源、と器具を清掃するだけでも 2 6 %の 照 度 ア y プ 、 新 し い 光 源 に

と りかえると 、 さ ら に 11%ア ッ プ が可 能 で あ る 。 ま た 、 壁 ・天 井 な

どを 塗 り か え る と 、 反 射 率 が 良 くな る の で 、 さ らに 12 %も照度アッ

プする ・・一. .J といわれている。

そ こ で 、 今 ま で の 照 明 計 画 を 考 え て み る と 、

( 初期 設 備 費 ) + ( 電力資) + ( 保守 資 ) が、 最 小 lこな る よ う に 選 定

さ れ て き た が 、 今 後 は 省 エ ネ ル ギ ー の 面 か ら も 、

① 屯カ pl が 最 小 と な る よ うに 、

② 初 期 設備 費 が 、 多 少 高 〈 つ い て も 長 期 的 に 見 れ ば 省 エ ネ ル ギ

ー と な っ て 、 十 分 メ リ ッ ト が 考 え ら れ る 。

③ 保 守 貨 が 多 少 高 〈 つ い て も 、 電 球 の 取 り換えや、 清 掃 の 周 期

を つ め て 、 照 明 の 効 率化 に努力する。

な ど 、 一 部 考 え 方 を 変 え る 必 要 が あ る 。

ほ こ り に よ る 問 . 度 の 減 少 は 、 環 境 に よ っ て 大 い に 変 わ る の で 、 ビ

ル 全 体 の 清 掃 も 入 念 に し な け れ ば な ら な い 。

す な わ ち 、 あ り あ ま れ る 中 高 年 者 の 労 働 力 を も っ て 、 ビ ル 自 体 は

もち ろ ん の こ と 、 照 明 器具 の 清掃 回 数 を ふ や し て 保守 率 を あ げ る よ

うに努力すべきだと思う。

ま た 、 内 装 材 そ の他 の 明 度 を 明 る く 塗 り か え て 、 反 射 率 を 高 め 、

視 環 境 と 居 住 性 の 改 善 に つ と め る こ と も 大 切 で あ る 。

( にしお よしろう )

34 

まとめ

とりあえず、 14氏のアンケート文に記載されている項目を、編集委員の立場か

らマトリックス的に藍理して、肘験しましたが、つぎの点が指摘されます。

① 全般としては、とくに目新しいものはない一一今まで何度か指摘されてきた

ものが多い。

② やはり空気関係の指摘が多い一一温湿度、気流分布など。

③ 省エネルギーは前提標題になっている 。

④ C O，濠度の基準については、法がきつい、もっとゆるくてもよいのではな

いかと作る立場の人が曾っている 。一方、保健衛生の立場からは 、今の C O，;強度の

基準では、 C 0 ， il f : 置が合格て' も浮遊じんあい浪度は不合格なこともあり 、C O，

; 湿度は総合指標にはならないのではないかという意見もある 。

⑤ タバコの煙が問題一一喫煙所在きめるか、どうか。従来のフィルターのタバ

コの煙に対する効率が問題である 。

⑥ 回答者の関心ある順位としては、じんあい、C O，が多〈 、つづいて温湿度、

給水、騒音、照明、測定が同じ頻度て採り上げられている 。

① 水質検査、あるいは空気環境の測定方法の問題などが指嫡されている 。

⑥ 照明については、現在、省エネルギーというニとで滅灯によって照度を下げ

る傾向にあるが、これでは能率低下、自の疲労が現れ、照明本来の目的が果たせ

ない。ほこりの蓄積による光の損失が大きいから 、清掃に努める 方が照明の質を

保ちつつ省エネルギーになる 。

③ 環境測定に関連して、各種測定器の使用にあたっては、十分その特性を理解

して使用してほしいという指摘がある 。 目的にあ った測定結を使い、また測定器

の性能を考慮せずに測定値のみを取り扱うのは問題だという指摘は、重要な点で

ある 。

以上のような回答者の意見ですが、それでは対策は、というニとになりますと 、

やはり相当検殺を要しますので、ここでは、その問題点の鐙理に加えて 、編集委

員が感じた点だけを列挙して参考に供するにとどめたいと患います。

① ピル管理法があ っても 、温湿度、 じんあい等、自主検査であるので、その検

査結果は検査員からオーナーに渡り 、ついでオーナーから保健所へ提出とい った

順序が多〈 、その過程において加筆修正がなされるとも聞いており 、正砲な数値

がつかみにくいのではないか。

② 給排水設備基準の遡及一一現在、大阪市ほか二、三の都市では、給排水設備

の事構造や維持管理に関し 、指導基準が定められ、運用されている 。せのため、先

に公布された建設省公示と相まって 、最近建てられた新しいピルには比較的、水

に関する問題は少ないと思うが、こ の指導基準には、遡及適用がされていないよ

うなので、古いピルに問題が発生する可能性は大である 。テナントがも っとクレ

ームをつけた方が改善が進みやすいかも知れない。

③ 省エネルギー対策を 、温湿度( 換気量、 C O，i I 度) の貨を落とす、照度を

落とすなど、居住環境基準を落とす二とで述べτ いるが、照明に関しての指摘で

も述べられているように、照明以外の分野でも両立させる方向はないものか。

④ たとえば C O，;温度等で、一方で基準がきつい、他方でゆるいといわれるが、

環境全般に皆の合意を得られる基準が、ピル衛生管理法であり、 J I S 基準では

ないだろうか。

⑤ 目新しい問題がでず、従来からの同じ問題がでていることは、その問題が解

決されていないことである 。純技術的にはかなり解決 O K であっても 、コストの

菌でダメという二とだろうか。水においても純技術的にむつかしい面もあるが、

やはり管理費( 人件費コスト) が障害となっているようだ。

⑥ 給水管・排水管の管づまりは、二のアンケートにはでてこないが実際には多

いのではないだろうか。

① 害虫問題がふたりから指摘されていたが、事務所ピルでは、案外ゴキブリが

執務空間まで出没することが多い。その対策はないものだろうか。

⑥ 気 流 ( ドラフト) の間短は、実際 にはも っと多いと息われる 。

以上、時聞がないまま編集委員がとりまとめま した。回答者の真意を十分くみと

っていない点も多身あろうかと思いますが、こ の点はお併しねがいます。

回答者から寄せられたご意見はまことに貴重なものであり 、 ピルの屋内環境の

ある べき姿と 、法と 、現実と の聞のギャ ップがどニにあるか、間短点だけでも浮

きぼりにできたのではないかと思います。

( 股備分科会編集委員)
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大 阪 市 東 区 淡 路 町 4 - 25( 埼 玉ビル)

大 阪 市 淀 川 区 新 北 野 1 - 9 -18 <<!J>532 

京 都 市 左 京 区 吉 田 近 衛町 2 ⑤ 606 

大津市梅林 Ｑ ＧＭ Ｓ ＧＭ ＱＰ Ｈ 滋ｴＮｬビ ｊ ｾ ) ⑮ 520 

神 戸市生田区加納町 4 - 1  

Ｈ 神 戸大隊ビ ｊｾ )⑤650 

東 京 都 中 央 区 新 宮 町 l ー 7 - 4

( 阪和ビ n ) ⑮ 104

本 社

大 阪 営業 所

京 都 営難 所

滋賀 営禦 所

神 戸 営業 所

ビ ル 総 合 管 理

イrl iJ

屯 気 l暖 冷 房 設 付n保 守

保 安 箸

ビ n 内 外 消 装 維 持

関 西 明 装 株 式 会 社

東 京 営業所空調給排水設備の保全工事

( 03)  551- 0311 ・0671

( 06)  7 6 8 ー 0 3 4 1 附

6 9 1 - 8 3 1 1  

5 8 1 - 4 8 5 5  
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大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 5- 3ー 11 ｾ ＵＴＳ＠

哩 ｾ ＶＳＰ

京 都 市 南区 西 九 条 院町 7 - 2  ｾ ＶＰＱ＠

名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 1 - 2  - 2  ｾ ＵＰ＠

予告良市大宮町 6 - 290- 4  

本 社 ・大 阪 営 難 所

奈 良 営 難 所

京 都 営 難 所

名 古 屋 営 撒 所

ピ ル 建 物 の 総 合 管 理 業 務

( 設備 ・消 掃 術 生 ・笹併H等)

各 種 工 事

環 境 衛 生 測 定 業 務

貯 水 槽 術 生 管 理 業 務

消 防 用 設 備 等 の 定 期

点 検 業 務

近畿ビルサービス

株 式 会 社
5 6 1 - 4 9 4 3  東 京都 中 央区 銀 座 1 - 27- 8  ⑮ 104 

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 東 2- 1 ー 1 ｾ ＸＱＲ＠

東 京 営 機 所

4 4 1 - 8 3 7 4  福 岡 出 張 所

⑥ 541  1  ( 06)  2  6  4 ー 5 8  6  1  大 阪 市 東 区 北 久 太 郎 町 2 - 45 ( 幸ビ ル )

ピ ル の 総 合 清 掃 包; llli

電気 ・機械E備の運転、保守管理

保 安 ・ 響 {flIJ 業 務
サンサービス

株 式 会 社

カ ー ペ y トクリーニ ン グ

ｾｾ｜環境の ｩｬｩｬ 淀Ｚ厚生大臣指定

貯水槽の洗滋; 環第183号

貸 室 業ｊｾ＠ビ

⑮
541 1 ( 06)  2 0 3 - 7 1 5 5 附大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 69 ビI!- ・マンション綜合管理業

汐 見 建 物 株 式 会 社

宅 地 建 物 取 引 業

<<!J>541  1  ( 06)  2 0 2 - 3 1 4 4 f仰大 阪 市 東 区平 野 町 2 - 3 4  ( 勧 業 ビ ル )

理Eビ ル 綜 合 管
株 式 会 社

ジヤノ〈ン

メンテナンス

ま長

35 

築 工 事忍E



話:電地在所商 品 名 ・ 営 業 種 目初z名

3 7 1 - 2 7 9 4 ( 1り( 06 )  
大阪市北区茶屋町 ＱＸ Ｍ Ｒ Ｑ Ｈｾ 崎ピルＩ ⑮ Ｕ ＳＰ

京 都 市 下 京 区 四 傑 通 新町 東 入 月 鉾 町62

( f主生京都 ピ A ) <!!!>660 

本 社

営 業 所

ビル ・7 ンションの総合管理

設 備 の 保 守 管 破

空 会t 環 境 iJll J 定

保 安 望書 Wi 

出 品 ( 含 lt宇水 槽 )

清 光 商 事 株 式 会 社

-

メ

ン

テ

ナ

ン

ス

V

( 075)  2 2 1 - 8 3 0 2  

2 0  1 ー o0  2  1  (1り( 06 )  大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 11 ｾＵＴＱ＠

静岡 ・ 名古屋 ・ 金沢 ・ 京都 ・ 中之 ｊＺ ， ｬ ｪ • 日

生 目 立 ・日生八幡町・神 戸 ・岡山・高松

広 );}j ・悩 岡 ・熊 本

本 社

営 業 所

ビ ル の 総 合 管 理

設 Ｑｾｩｬ - 保 安 ・ 汗f 耐

設 やiii サ ー ビ ス 業 務

設 備 の 点 検 補 修

消 防 設 備 の 点 検

環 境 iJII I 定

メ ン テ ナ ン ス 資 材 販 売

星 光 ビ ル 管 理

株 式 会 社

5 3 2 - 3 5 0 1 (1り

2 6 - 5 2 1 5  

( 06 )  

( 0742)  

大 阪 市 西 区 西 本 町 3 - 1 ー46

( 奥内第 5 ビル 4 F )  ⑥ 550 

奈 良 市 馬 場町 1(illi 栄 ビ A 2 F ) ｾ ＶＳＰ＠

大 阪 市 北 区 中 之!::j 6  - 6  

( 中之 J:，lj センタービルデング ) ｾＵ ＳＰ＠

池 田 グ リ ー ン セ ン タ ー 池 間 市空 港町 1・286 -4

e吾563

ヰ土

出 張 所

N C B分 室

本

日本 'oIU言電話公社諸施設の清婦業務

⑧ 
4 4 1 ー 0 8 0 1  ( 06 )  建物および付属設備の綜合管理

8  4  3  - 2  1  0  6  ( 06 )  

奈 良 県 生 野Hm安 場 村 大 rr: 岡 崎安 堵 苗 場

遊関 ・貸納木・館前・養生 ・販売

株 式 会 社 摂 津 整 備

2  0  2  - 3  6  2  6  (1¥:) ( 06 )  否吾541大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 48 

設 計 盟 主 迎主主主廷の

東 西 建 築 サ ー ビ ス

株 式 会 社 ピ ル メ ン テ ナ ン ス

2  3  1  - 1  4  6  6  (lt) 

2  1  3  - 4  3 0 5  

( 06)  

( 03)  

大 阪 市 京 区 横J}.!! 2  - 29 ⑤ 541  

東 京 都 千 代 四 区一 ツ 僑 1 - 2  - 2  

( 新 住 友 商 事 ビ 1(. ) ⑤ 100 

名 古 屋 市 東 区点 綴 1 - 1  - 6  

( 住友 商 事 名 古 屋 ビ ル ) ⑤ 461  

本 社

東 京 支 l吉

ピルのi - ，' ; t-，a 管 理 !

ビル設備の' [ ; i : Jlli 

保 安 ・ 野 fnii

ビル内の ｉｾ 岐 ｩｬｩｬｬ 定

その他 ビル総合計担! - -I;I)

レイビ株 式 会 社

( 052)  9  6  3  - 2  4  9  6  

名 古 屋 支 庖

9 7 2 - 5 5 5 1 附)

7 1 2 - 2 7 7 1  

9 7 2 - 5 5 5 1  

( 06)  

( 06 )  

( 06)  

大 阪 市 東 成 区 中 辺 3 - 15- 16  

大 阪 市 生 野 区 約 締 5 - 2 ー 10

大 阪 市 東 成 区 中 道 3 - 15- 16

本 社

市 飯 事 業 部

照 明 サ ロ ン

大 阪

東 京 支 l吉

支 底 ・ 営業 所

Ｑ ｝Ｇ［ 用 ｭｾ I明哲器 具

住 毛 用 照 明 昔 器 具

桁 1HI i 用 照 明 総 具

特株 ｭｾ 19'J 器 共

設 計 ・ 製 作

大 光 電 機 株 式 会 社

-

電

気

設

備

工

事

V

7 5 8 - 3 4 2  U仰( 03 )  東京都大田区千 ＮＡＺｾＳ Ｍ Ｒ Ｑ ー ＲＱ

札 幌 ・ 仙 台 ・金 沢 ・名 古 屋 - 広 1: ，)

j i ] j 松・悩問・岡山

(  06 )  3  6  4  - 2  7  7  1 附

( 0727)  8  2 ー o 2  5  3(1り

( 08682)  9 ー o 1 4 3  

(  03 )  7  4  3  - 2  2  9  5  (代)

( 052)  6  8  2  - 6  4  4  6  (1り

( 092)  6  1  1  - 8  9  5  8  

大 阪 市 北 区 西天 満 3 -14 喝 12 ⑤ 530 

伊 丹 市 東 有 岡 3 - 233 ⑥ 664 

岡 山 県 津 山 市 凶 熊775 ｾ ＷＰＸ Ｍ ＱＱ＠

東 京 都 大 凹 区 北 椛 谷 1 -5 -16 ｾＱ ＰＵ＠

名 古 屋 市 熱 闘 区 内 田 町 12 ⑥ 456 

似 阿 市 東 区 社 領 2 ー20- 3 ⑤ 812  

本 社

伊 丹 工 場

津 山 工 場

東 京 支 l吉

名 古 屋 営 業 所

福 岡 営 業 所

m紘 1! i : 付 以 品 一 式

ハイ プ ハ ン ガ 一 発 売 元

レ ー ス ウ エ 一 一 式

ケ ー ブ ル ラ y ク 一 式

そ の 他 配 管 月1 品 一 式

日亜金属興業

株 式 会 社

(  06 )  3  0  2  - 0  2  3  1刊

(  06 )  3  0  2  - 6  0  9  1  

(  06 )  3  0  2  - 7  0  4  1  - 2  

( 052)  6  9  2 ー 1 1 4 1 (f- t)

( 078)  3  3  2  - 1  0  7  1  

大 阪市 淀 川 区 新 北 野 1 - 4  - 21 

阪 市 淀 川 区 十三 本 町 3 ー 7 - 11

大 阪 市 淀 川区 十三 本 町 2 ー 13ー15

名"2: i 屋 市 南 区 飢 行町 6 ー 7

神 戸 市生 国 区 北 長 狭 通 1 - 10  

本 社

本 社 束 事 務 所

本 社 中 事 務 所

名 古 屋 営 業 所

神 戸 出 張 所

屯 気 設 備 工 -i. J:;

冷 暖 房 空 調 設 備 工 事

設 計 ・施 工 ・並 び に

主主物 |射術設制I i 保守管理

阪 急 電 気 工 事

株 式 会 社

東 京 ( 03)379 -325l ( 大代)

大 阪 ( 06) 361- 3485( 直 )

仙 台 ( 0222)21 - 4547( 代 )

名古屋 ( 052) 961- 1531- 2  

11 : 向 ( 0822 )43  - 8899 ( 代 )

北九州 ( 093) 921・2389( 代 )

同分寺 ( 0423)22- 1131( 代 )

東京都渋谷区代々木 Ｒ ・ Ｗ Ｍ Ｗ Ｈ 池田ビル Ｉ ｾＱ Ｕ Ｑ

大阪市北区西 天満6 -8  -7(屯チ会館ピ ' " ) w 530 

f I ] j 台市本町 1 - 10ー 12( S ビル ) ⑤ 980 

名 古 屋 市 東 区 泉 1-1 -29( 堀 田 ビ ル ) ⑤ 461  

広 山 市 宝町 1 - 15( 宝 町 ビ ル ) ⑤ 730 

北九州市小企区三萩野 1 -1  -8(衆楽ビル ) ⑤802

来 京 都 国 分寺 市 東 元 町 3 - 20- 41 ｾＱ ＸＵ＠

営 業 部

大 阪

仙 台

名 古 屋

広 島

北 九 州

本 社

駁 ? 午 計 ・ 振 動 計

周 波 数 分 析 緑

町 i生 皮 レ ベ ル レ コ ー ダ

騒音 ・振動データ処理装置

パーテ ィク' " カウ ンター他

唾豆り

リ オ ン 株 式 会 社
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-

空

調

設

備

工

事

V

話電地在所商 品 名 ・ 営 業 種 目称、名

オ ー ト ニ ア フ ィ ル タ ー

株 式 会 社

忍 足 研 究 所

大 阪 営 業 所

5 3 3 - 2 4 6 1  大 阪 市 西 区 北 細 江 1 -5  Ｍ Ｒ Ｈ 四ツ備新民 ｾＱＱＷ ｾ ビル Ｉ ⑥ ＵＵＰ I  ( 06)  

ク リ ー ン ベ ン チ

ク リ ー ン ル ー ム

向 性 能 エ ア フ ィ ル タ ー

ノ〈イオク リー ン 関 連 機 器

( 06)  341ー 0221 ( 代 )

( 03)  264 - 2211 ( 大 代 )

⑮ 530 

東京告1¥千 代 田 区 九 段 南 4 - 8  - 21 ⑥ 102 

名 古 屋 ・広 }:h . 北 九 州 ・ 大 分

大 阪 市 北 区 立 l斗浜 1 - 2 - 6大 阪

本 社

営 業 所

ロール・オ・トロ ン電気集塵機

ロー ル ・オ ・7 ティ y ク

エ ア ー フ ィ ル タ ー

進 和 貿 易 株 式 会 社

大 阪 支 庖 和歌山. n';;山事 業所

ドライ 目 パｾ 7 エ7 - 7 ィn 1 -

? nチポ'1 .， トエ 7 ー 7 ィn 1 -

H  E  P  A フ ィ ル タ ー

.舌 性 炭 エ ア ー フ ィ ル タ ー

盟国出張 所

大 阪 (06) 441- 5171(大代 )

東 京 (03) 434- 711 1(大代 )

名古屋 (052) 231・7856(大代)

部( 075) 34 1-9161  ( 代)

戸(078) 392 -1551 (代)

仏( 0822)63 - 5185 (代)

岡(092) 651 -4731  (代)

大 阪 市 西 区 土 佐 坊! ト 2- 30 ⑮ 550

東 京 都 港 区 新t(f，6 -17  -19  ⑤ 105 

横 浜 ・名 古 屋 ・京都 ・ 神 戸 ・jム

本 盾 ・ 大 阪 支 社

東 京本 社 ・支社

支 庖

先主ｾ ｴ ［ｊ，ｾ 手口・衛生設備

地 域 J令 1I; j t 房設 1i Hl

公 害 処 理 設 1iiil

工 場 生 産 設 備 配 管

須 賀 工 業 株 式 会 社 尽

伸

広

悩

/:.'j • n' J¥岡

札 幌 ・千葉 . 1ft. I司 ・金 沢 ・高 松

仙 台 ・姫 路

所

所

事量

張

営

出

施 工設 計

空 気 剥 和 ・換 気 ・J令H主房

( 03 )  255- 8211 ( 大 代 )J.Iミ京都千代凹区神 凹駿 河 内 4 -2 <!i1>101  ネ土本

r且 ml .支 調 整 ・ 乾 燥

冷 ｉｾ 玩 ・ 冷凍・熱交換
高 砂 熱 望 工 業 株 式 室 社

( 06 )  372- 2511 ( 大 代 )大阪市北区芝田 1 - 4  - 8  

( 北 阪 急 ビ ル )⑥ 530

大 阪 支 底

等 の 装 置 設 計 施 工

)

)

)
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哩匹661兵 ")1県 尼崎 市市l江 l均 ソ ウ ケ 2 ー l

大 阪 市 *区備 後 町3- 8( 料¥Xi 会 館 )

* ;;¥Im中 央区 日本t/.ii4<圃f4 - 5ー 18

本 社

営 業 部

東 京 支 社

タ

形

L

 

J

 

イ

W

フアェ

形

U

Q

U

 

U

的

哩1>541

一- Ｉｾ＠

ロ ー ｉｾ フ ィ ルタ

S ク ー リ ン グ タ ワ ー

全 熱 交 換 機

サ ッ ン ・ ド ア 間 仕 切J

ロ

日 本 ス ピ ン ド ル

製 造 株 式 会 社

(052)  5  8  2  - 9  0  3  1  ( fU  

哩匹 103

哩1>450

( 光 バ ピ ル )

r， r'i W_rli'l' 村 区 11.: 小 路 I珂jjfj 3 - 9

( f，H止ピル)

ｾｴｨｊｈ Ｂ ￯ 小介北 区 以町 ｔ 3  - 14ー 11

(  1，: 卜量骨ピル)

名 古 屋 営 雛 所

-

衛

生

設

備

工

事

V

(093)  5  4  1  - 3  7  6  7  ( 代 )

哩1>802

九 州 営 機 所

8 1 1 - 3 0 0 6  ( 078)  

( 078)  

⑥ 658 神 戸 市 東 灘 区 住育 符 町 5 - 5 ー27

給 水 給 湯 の 赤 水 防 止 斉IJ

冷却水の防食 ・防スケーA i1I J

薬 液 定 量 ポ ン プ

水 あ か 洗 浄 斉IJ

セ ー バ ー 化 学

株 式 会 社
8 4 1 - 8 8 0 0  

大 阪 ( 06) 458- 3531 ( 代 )

制 問 ( 092 ) 7  8  1- 7  4  2  5  

京 都 ( 075 ) 6  8  1- 4  5  3  4  

広 品 ( 0822) 6  3  - 1  1  2  6  

天 理 ( 07436) 2- 1  9  6  1  

⑤ 531  大 阪 市 大 淀 区 中津 6 - 8 - 4本 社

生

イiiil

#ド7. k .  ｾｬｪ＠

;:; 1¥ .. 

iil'-11.主 房

キ合

ィ令

株 式 会 社

西 原 衛 生 工 業 所

大 阪 庖

制 岡 ・ 京 高1¥・広品 ・天 理 ・川 西営 業 所

工施
E
r

l

 

-
-
一

-
n

設

川 西 ( 0727) 9  9 ー 0 2 4 4

4  5  2  - 4  4  4  1  (ftl ( 03 )  

( 06)  

(052)  

東 京 都 港 区 芝 浦 3 - 6 ー 18 ⑨ 108 社

大 阪 支 唐

名 古屋 支 底

支 庖 及 び

営 業 所

本ネオ浄イじそう A R - N

8  5  4  - 3  6  9  1  (ftl 

7  1  1  - 4  5  2  1  (ftl 

大 阪 府 盟 中 市 本 町 2 - 2  - 5  <!i1>560 

名 古 屋 市 東 区 矢 田 町 11ー 14 <!i1>461 

札 幌 ・仙 台 ・新潟・ t奇玉 - 千 業 - 日 絵

多l:ft . 横 浜 . Ef' Iff . 金沢・ 三 重 ・広 山

山口・れ ｩｩ 岡 ・ 大分 ・ ｉｾ ｾ ｦＧ 問 ・ 神 戸

ネ オ 浄 f じそう S R - D

ネ オ t争イじそう A R - D

ネ オ 浄 fじそう S T

画厩本オ工業締弐包位

ネ オ 浄 fじそう A R ー C

小 規 模 汚 水 処 理 施 設

( 06)  3  1  2  - 7  5  0  1任。

(  06 )  3  1  2  - 3  0  8  4  

( 05956)  3  - 1  3  0  0  

大 阪 市 北 区 兎 我 野 町 10- 13 <!i1>530 ヰ土本

<IIJj 食 斉IJ ・ 装 置〉

ケ ミ ク リ ン ・ス ト レ ー ナ

冷 却 塔 ・ 配 管ぬ
(

-

浄

水

設

備

)

d>518 -04 .?' I  ｾ 長 市蔵持可 ＧＶＶＲ場エ

( 03)  6  6  9  - 4  6  2  4  (f り
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名 称 商 品 名 ・ 営 業 種 目 所 在 土也 電 話

圏

泡( ライトウォ - ' 1- ' 界面活性剤)

本 社 工 場 枚 方 市 招 提 田 近 3 - 5  ⑨ 573 (  0720)  5  6  - 1  2  8  1  f代)

スプリンクラー・ ハロン( 1301 )  

大 阪 支 社 大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 1- 5'-47 ⑤ 555 (06)  4 7 3 - 4 8 7 1 {1勺

二般化炭素・粉末・水噴霧等各組

東 京 支 社 東 京 都 港 区 芝 大 門2 '6- 7  ⑤ 105 (  03)  4  3  4  - 4  8  4  1  - 4  

類 初 回 製 作 所
消 火 設 備 の 設 計 ・施 工

営 業所 及 び 横 浜 ・福 岡 ・北 九 州 - 名 古 屋 ・札 幌

出 張 所 広 l斗 ・仙 台 ・拍 崎 ・松 山 ・岡 山 . 'j_::; 

そ の 他 各 段 消 火 株

山 ・母¥l ・枚 方 ・静 岡 ・ 浦 和

陶 ・ 磁傑タイＯｾ

衛 生 陶 総 ・ 金 具
本 社 大 阪 市 西 区 阿 波 座 1 - 1 ー 10 〒550 ( 06)  5 3 2 - 1 2 3 4  

株 式 会 社 ［ｴｻＧリホ ー ロ パ ス ・ 湯汚 ｉ ，ｾ 支 庖 l吹田 .n w: .京 都 ・神 戸 ・広 島 ・岡山 - 金 沢

平 田 タ イ ル

二L ニニ

." 
ト ハ ス 営 業所 大 津 ・姫 路 ・富山 ・岩 国

ｾ＠ ;V:j 昔品
ショールーム 芦 屋

セ ン トラルヒーテ イ ン グ

-

消

火

設

備

)

呼 ー.. _...." 

句ｾ戸耳“ ｅ ｖ ＮＢ叩Ｎ
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E 言霊童三量産主望

ビ ル 管 理 法 に 最 適

フ レ ッ シ ュ セ ッ ト フ ィ ル タ ー

フレッシュセ. ットフィルタ ー は、 iF 材 の 折 リ 曲 げ

構 造 に 特 殊 な 工 夫 を 凝 ら し た 画 期 的 な フ ィ ル タ ー

で す。 空 気抵 抗 が 著 し く 低 く 又 、 外 形 寸 法 が 非 常

に 小 さ く 、 粉 じ ん 保 持 容 量 が 大 き い た め 設 置 ス ペ

ー ス が 小 さ く て す み 、 使 い 易 く 大 変 経 済 的 で す。

ビJ レ管理法にもとづく空調用、精密工 場 、 製 薬工

場 、 病 院 あ る い は ク リ ン ル ー ム 等 の H E P Aフ ィ ル

タ ー の ブ レ フ ィ ル タ ー と し て も 最 適 で す 。

特 長

(1) 空 気 抵 抗 が 従 来 の フ ィ ル タ ー と 比 較 し て 著 し

く低い 。

(2) 外 形 寸 法 が 小 さ い た め 取 付 ス ペ ースが少なく

て す む。

(3) i F材 面 積 が 大 き い た め に 粉 じ ん 保 持 容 量 が 大

き い 。従 っ て 寿 命 が 永 い 。

(4) 設 備 費 、 保 守 費 共 安 価 で す 。

D. O. Pテスト 7 5 %， 4 0 % 

省 力 化 時 代 の 空 調 用 工 ア フ ィ ル タ ー

オ ー ト 工 ア フ ィ ル タ ー

オ ー ト エ ア フ ィ ル タ ー

特 長

(1 )  完全自 動式であるため、 i戸材 交 換 の 必 要 が

あ リ ま せ ん 。

(2)  汚 れ たi戸材 は 自動 的 に 真空 帰除 機 で じ ん 境

を日放い取リ再生 さ れ ま す 。

( 3)  i戸材 は 特 殊 な 植毛 布 を 用 いていますので、

抵抗が小さく 、集 じんE艇が高い上 に完 全 に

再 生 す る こ と が 出 米 ま す 。

( 4)  iF 材 再生 の 練 作 lまタイ マ ー制 御 に よ って行

わ れ ま す 。

(5) ロ ー ル マ ッ ト の 様 lこi戸材 巻 取 リ の ス ペー ス

を 必 要 と し ま せ ん の で 、 設 置 床 面 積 が 極 め

て 小 さ く て 済 み ま す 。

(6) 維 持 費 が 極 め て 僅 少 で す 。

主 要 製 品

ク リ ン ベ ン チ

バ イ オ ク リ ー ン 関 連 機 器

高 性 能 エ ア フ ィ ル タ ー

方るq リ

株式会社忍足研究所

本 社

営業所

東 京 都 新 宿 区 北 新 宿 | 丁 目 8 ー 1 (干 160)

T  E  L  (03)363- 8601 ( 代表)

大阪市西区北堀江 1 丁目 5 - 2 四 ッ橋新興産ビル

T  E  L  (06)533- 2461 ( 代表)

工 場 東 村 山 新 座 ・ 東 久 留 米
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「建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ

パ y ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お り ま す 。購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で ( 電 話06- 231- 9648) お申し込み下さし、

な お 、 郵 送 料 は 実 質 い た だ き ま す 。 年 間 勝 読 ( 12冊￥ 7，800 ・送 料 当 方 負 鎚 ) の お 申 し 込 み も 応 じ ま す。

* 印 は 欠 号

ｉｾ＠ 昭和46年 (52集) 昭和47年 (53集) 昭和48年 (54t長) 昭和49年 (55集) 昭和50年 (56集) 昭和51年 (57集) 昭和52年 (58集) 昭和53年 (59t品)

住総宅 - 60 年年代代 の 冬 季 オ リ ン ピ y

*  *  
デザインの卸j 向

1  指と 70 の 建 築 教 育 /A史 的 環 境 保 全 図 ｻＡ ｾ＠ 賞ＧｩＺｾ
抗 言 76 ー 建 築l旬

デザインの[ 0/前] ー

展 望 ク と キL 中H
デ ザ イ ン の 動 部 分 と 全 体

新旧のコ ントラスト

都 市 エ ネ ル ギ と trUt ニュータウン
IIfl 日 の 建 築 は 建 築 基 縫 椛 造 兵庫県ーその風土

2  6 0 0 号 記 念 号 のコミュニティ ￱ｾ 東 海 の 新 建 築
水

無 公 害 化 ピ ル
3量 ど う な る か の l刻 魁j 点 と建築 ・建 築 界

イ ン テ リ ア 大 阪 大 林

*  *  
日本建合y築協会60周 医療胞設病院主主3  建 築 基 準 法

保 養 所 作 品 イ ン テ リ ア 医 僚 施 ｾｬｴ＠ 年記 号・ニュー
デ ザ イ ン ピ JレデP イ ン グ

タ ウ ン の 管 理
築と仔i報システム

都 市 生 活 と
既成市街地の{ 主 p  c 板 を 使 用

コンクリートの品導向4  都 市 交 通 問 題 レジャ ーと h¥匝設
床 工 法 と 材 料

質の管理と方行政指
外 壁 塗 装 材 料

み ど り 宅地盤{ 輔の方策 した 工 業 化 住 宅

*  
大 阪 国 際 北 摂 ニ ュ ー

5  企 画 と 設 計 水 手11 用
社 会 ・ 建 築 ・ 法 建 築 防 災 と 法 日 彩 縦 市11 と 法 電波隊菩ーと建築

の プ ロ セ ス ビ ル デ イ ン グ タ ウ ン 計 画

6  解 体 工
品子

hl 産 住 宅 の 設 備

老 人 建 築 生 産 と 流 通 者rs 市 の 1;( 観 と

市 街 地 盤 側 身 F章 者 施 設

組 合 方 式 に よ る

コ ミ ュ ニ テ ィ 機 構 の 変 容 ｦ 匝 ｾｬｴ 集 合 住 宅 計 画

住 宅 ー 建 築 家

*  

建 築 と プ レ ス ト

7  都 市 と 港 湾 ピ Jレ (J) 省 レストコ ンクリ 工 場 建 築 と 設 備 ＡＡＨｾ＠ I明 ｾｬｴ＠ 織 住 宅 設

自立 亨口ミF σ〉 す ま
し、

エ ネ ル ギ 化 ト 機

転 換 期 の ( 佳 中 学 )

*  
高 層 プ レ ハ プ 生活排水処理施設 鉄 骨 精 造 の

t理主地しむ It る構造r . :1凶

8  
新 用 途 地 主主制と

- k阪市港と円"wモ出!i ltf 新しい副議設. l 十ニ ュ ー タ ウ ン
環 境

住 宅 の 締 造 設 計 の あ り 方 ジ ョ イ ノ 卜
プロジ L ? ト

*  *  *  *  *  
日本住宅公団と建 C  A  D ー9  軟 弱 地 盤 と 後 災 都 市 住 環 境 へ の 情 造 と 施 工 人/ H1.mJ克としての 築 住 体 の

設計とコンピュータ
ア プ ロ ー チ み ピ り タ ー ミ ナ Jレ ハ ー ド と ソフト

築 作 品

変 貌 す る

*  *  
騒 音 対 策 と 結ｾ防止対 ミニ l持Hをから計画 一 般 号

10 都 市 防 災 仕 上 と 材 料
Jili 恨防と水そ工の事対の ( 日本住宅公団関西支社

建 築 生 産
失敗伊j 策 防 音 材 料 策 と 断 熱 材 料 的 ミ ニ 開 発 へ ヨE膨団地)

第 1 8 回 第 1 9 回 第 2 0 回 第 2 1 回 第 2 2 回 第 2 3  I凶 建 築 に お け る

第25回青年技術者

11 

青 年 技 術 者
青 年 技 術 者 青 年 技 術 者 青 年 技 術 者 青 年 技 術 者 T ' f 年 技 術 者 省 エ ネ ル ギ ー 化

*  
ヨ ー ロ y パ の ピ Jレ 防 災 に

設 備 か ら み J| 第24回 開 支 術 者

12 自 然 と 北 陸 の 新 建 築
集 合 住 宅 の 設 備 ピ Jレ 環 I克

レ ジ ャ ー 空 間 ま ち づ く り 隙i す る 12 章 建 築 の 問 題 点

圃 都市の下水処理

松永一成・大阪市下水道局建設部処理場課課長 / A 5・144 P  . 1000円

都市を支える基鍍施設 である下水道 その中でも知られていない下水処理の

しくみと設備を， 130枚の図・写真を用いて易しく解説した待望の入門書

園 すまいの語録

茶奇正洋・東京工業大学工学部建築学科助教授 / A 5・160 P ・1000円

住宅計画のはじまりから完成までを 400 の名言や諺を随所にちりばめて綴

る 楽しく読めるすまいのユニークなチ ェッ クポイン卜の書

日本建築協会60周年記念出版

一

室

自

一

一

宙

定

一

術

川

一

一

位

以

一

一

時

染

一

一

@

建

時

一

回 茶 室 の 話

建築家のための茶室設計の解説書. 岡田孝男 ハ 36 P ・1000円

園 ビルの省エネルギー

省エネルギー空調システムの易しい解説書. 中村猛 / 136 P ・1000円

|亘 建築とコンビュータ- 1

マイコン，ミニコンを使 った禍造設計のすすめ . 魚木晴夫 / 160 P ・1000円

企画 ・(社) 日本建築協会

編集発行・ 学芸出版社

- コンクリート工事の管理

奥島正一・日本建築総合試験所所長 / 128 P ・1000円

- 構造計画とやさしい力学

須賀好富・近畿大学工学部助教授

6 学 芸 出 版 社

京都市下京区木津屋橋通西洞院東入 倉 (075) 343- 0811 〒600

- 上記妓術選書は、全国の主要書庖でもお求めになれますが、 日本建築協会会員で事務局まで買いにこられた方に限り 、 1 割引 で頒布いたします。
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山 本 圃 男

宮 城 県 沖地 震の教訓|を 踏 ま え て 、 建 築 設 備

の地震 対 策 に つ い て の 、 設 計 施 工 上 留 :む す べ

き 一 般 事 項 に つ い て 述 べ る と と も に 、 具 体 例

と し て 、 衛 生 設 備 の 被 害 と そ の 対 策 集 を 示 す 。

- 建物の上にいくほど加速度は増大する

い音I1分 で 全 体 の レ ベ ル が 決 ま る こ と に な る か 漏 水 に よ る 二 次 災 害 も 懸 念 さ れ る こ と な ど か

ら 、 シ ス テ ム 全 般 に つ い て 弱 点 を チ ェック し ら、も っ と 耐 震 性 の あ る 材 質 を 検 討 す べ き で

なけ れ ばならない。
あろう 。

〔被害例 )
( 被害例〕

- スプリンクラのヘ ッ ド ま で の 立 下 り 管 の 破 損

圃加速度は俊器の中でも増幅する

機 器 単 体 も 一 つ の 振 動 系 と 見 な せ て 、 床 の

加 速 度 に 対 し て 噌 幅 さ れ る 。 実験の結果では、

各 機 器 の 固 有 振 動 数 に よ る 迷 い は あ る も の の 、

3  - 10倍 も の応 答 を 示 す 。

. 二次災害はもっと恐い

設 備 機 材 か被 題担されると 、 そ の 機 能 の 停 止

のみならず、 二 次災害も考慮・しなければなら

な い 。 す な わ ち 、 水 配 管 の破 断 による漏水、

溢 水 、 それ に伴 う 電 気 設 備 の 短 絡 な ど 、 ま た

蒸 気 お よ び 高 圧 ガ ス の 噴 出 に よ る 事 故 な ど が

ある。

〔被害例〕

・水 槽 の破 損 に よ り エ レ ベ ー タ 機械 室 が 水 浸

しとな り、 エ レ ベ ー タ が 使 用 不 能 と な った。

- 接点が弱点

機著書と配管は振動特性が巽なるため、 地 震

日幸 の 挙 動 に 差 が あ り 、 接 続 部 で の 機 器 や 配 管

の破 損 の例 が多い 。 また 、建 物 と地盤 が 不 同

沈 下 を 起 こ し た り 、 既 設 建 物 と I何築昔日の境界

で ず れ が 起 き た り す る 。物 と物 を接続した り、

建 物 の l 階 以 下 は地 動 加 速 度 と ほ ぼ 等 し い 巽 な る 構 造 体 を 渡 った り す る 接 点 に は 、 特 別

が 、上 階 に い く に 従 い 加 速 度 は 巾 大 し 、 階 数 の 注 意 が 要 る こ と に な る 。

に 関 わ ら ず 最 上 階 で は 3 - 4 倍 の 水 平 加 速 度 〔被害例〕

が 働 く 。 ( 東北 大学実測値、 l 階 ・250ガル 、 ・ポ ン プ の 移 動 に よ る 、 本 体 の 破 綾

9 階 ・980ガル) す な わ ち 、 耐 震 性 能 の 嬰 求 ・水 槽 の 移 動 に よ る 配 管 接 続 音I1の F R P製 水

され る設備は、なるべく 下 階 に 設 鐙 す べ き で 槽 の破 損

あり、 f!!i 上 階 に 設 誼 さ れ た 機 器 は 、 充 分 な 地 ・地 盤 沈 下 に よ る 引 込 管 な ど の 切 断

震 対 策 が 必 要 と な る。 ( 対策案〕

園 建物と設備の強さのバランス

設 備 機 材 は 建 築構 造 体 よ り 支 持 固 定 さ れ て

いるので、 構 造 体 の 強 度 に 左 右 さ れ る 。建 物

が 無 傷 で も 、 設 備 に 被 害 が あ れ ば 機 能 し な い

し、逆に設備が無傷でも 椛 遊休が破損すると、

そ れ に 伴 って 変 形 や 落 下 し て 使 用 不 能 と な る 。

. 効果的な対策を

建 築 設 備 と 一 口に言 って も 、 種 々 な 設 備 が

混在している 。 それらに 一律 に 耐 張 性 能 を 持

た せ る こ と は 経 済 的 で も 、 合 理 的 で も な い 。

｀ 地震中にも必嬰な設 ＨＱＱｾ ( 避難設備など) 、

@ 地 震 後 に 簡 単 な 点 検 で 使 用 可 能 な 設 備 ( 防

災 設 備 な ど ) 、 の 地 震 後 の補修が容易な設備、

な ど の ラ ン ク 分 け を し て 、 お の お の の 対 策 を

施 すべきであろう 。

- システムの弱点を探す

建 築 設 備 は 、 単 体 よ り シ ス テ ム で 機 能 を 発

御 す る も の が ほ と ん ど で あ る 。屯 源 、 水 源 か

- 機 器 と 配 管 の 接 続 部 や 、 引 込 管 境 界 商 に フ

レ キ シ プ ル 継 手 の 取 り 付 け

- 防振と耐震は矛盾する

最 近 の 建 物 は 、 居 住 環 境 の 向 上 か ら 設 備 機

材 を 防 振 支 持 す る 例 が 多 い 。 防娠は、 精 進 体

と 絶 縁 す る こ と を 目 的 と す る た め 、 構 造 体 と

の 緊 結 を 目 的 と す る 耐 震 と 矛 盾 し 、 と く に 微

力 に 対 し て 無 力 に 等 し い 防 援 機 器 の地 震 対 策

は 、 複雑 となる 。衛 生 設 備 の う ち 、 消 火 ポ ン

プ な ど 常時運転しないポンプや、 地 階設 鐙 で

振 動 の 障 害 が 少 な い と 考 え ら れ る 場 合 に は 、

防 振 装 置 を 取 り 止 め る の が 最 大 の 地 震 対 策 と

なる 。

〔対策君主〕

・有 効 な ス ト ッ パ の 取 り 付 け

. F R P製水槽は耐震に向かない

宮 城 県沖 で 最 も 被 害 の 目 立 ったのは、 F R P

製 高 架 水 槽 の 破 損 で あ る 。 F R P製 は 板 の 強 度

そ の も の が 不 足 す る 上 に 、補 強 す る こ と も 困

ら末端 機 絡 ま で 、 す べ て が 機 能 し な け れ ば な 維 が伴 う。高架水樽は飲料水、消火用水など、

らない 。 システムの耐 緩 性 能 は 、 その一 番 弱 ピ ル 設 備 の 中 の重要設備の一つであることや、

Ｍ 自己作接続 ｴｾｾ のひびわれ

・流 動 現 象 に よ る 天 板 の 破 損

. 組立式水糟の接合昔I1の 破 損

- 足元が何よりも大切

た と え 本 体 に 被 害 が な く て も 、 架 台 、 ア ン

カ ー ボ ルト、 基礎 が破 損 す る と 、 上 に 乗 って

い る 機 器 は 、 落 下、転 倒 、破 損 して結局被害

を受ける 。 今 ま で の 据 え 付 け は 自 重 に 対 し て

しか考慮 され ていない例が多く、 地 主互のよう

に 横 カ が 働 く と 弱 点 が 表 れ る こ と に な る 。

〔被 害 例 〕

・鉄 骨 架 台 の 脚音11座 屈 に よ る 機 務 の傾 斜

. 架 台 と 機 誌 の 固 定 不 足 に よ る 移 動

・ア ン カ ー ボ ル ト の 引 き 抜 け

・独 立 基礎 の磁 波

〔対策案〕

・架台にも 充 分な 強 度 の確 認

. 架 台 と 機 搭 の 緊 結

・ア ン カ ー ボ ル トはコンク リー 卜に打 ち込む。

止 む を 得 ず 箱 抜 き ア ン カ ー と す る 場 合 は 、

図ー1の よ う に 引 き 抜 け な い 工 夫 を す る 。

・基礎 は鉄筋コンク リー卜とし、躯体と 一 体

に な る よ う に 鉄 筋 で 緊 結 す る 。 また、 図ー2

の よ う に ボ ル トのかぶり厚さを考慮する。

図ー1 箱抜きアンカーの方法

図-2 アンカーボルトの取り付け位置

. わずかの手当で大きな効果

消火用圧力タンクやボンべなどのように、

不安定な 機 縁 は 、 ア ン カ ー ボ ル トの み の 固 定

よ り、 図- 3の よ う に 壁 や 梁 に 頭 つ な ぎ を 設 け

ると、わずかの ｾ 用で充分な転 倒 防 止 対策と

なる 。

図- 3 ! i l I つなぎ方式

(やまもと くに お KK日悠設計大阪本社監理部)
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現場造成杭の工法と

問題点

岩 井 義 之

1. 工法の概要

現在、 一 般 に よ く 使 用 さ れ て い る 現 場 造 成

杭 は 、 そ の 工 法 に よ り 、 概 略 「 オ ー ル ケ ー シ

ン グ 工 法 」 と 「 ノ ー ケ ー シ ン グ 工 法 」 の 2 種

類 に 大 別 さ れ る 。

前者にはベノトキ: } [ 、後者には「 アース ドリ

ルキli. J
r

リノ〈ース杭J r BH 杭 」等がある。 前 者

はケー シング およびケー シン グ内の静水圧で、

掘 削 孔 壁 の 安定 を は か り 、 後 者 は 孔 内 安 定 液

(人 工 泥 水) でその安定をはかり、消IJ 孔を行う 。

後 者 の う ち 、 ア ー ス ド リ ル 杭 は 非 循 環 安 定 液

掘削工法、リパースキ: } ( . は逆循環安定液掘削 工

法、 B H杭 は 正 循 環安 定 液掘 削 工 法 で ある 。

以 上 の 機 械工 法 のほかに、 手 工 法 に よ る 深

礎 工 法 がある 。

以 下 、 そ の 概 要 を 図 に示す 。

アースドリル杭 B H杭

リパース杭

2. 各杭の工法と問題点

i ) 深 礎 工 法

こ の 工 法 は 、 人 力 痴 削 工 法 の た め 、 と く に

工 事敷地地盤を詳細調究し、「湧水 J r伏流水」

「被圧水」等の有無 、 確認 、 ま た そ の 対 策 を 十

分検討すると同時に、有毒ガス、子し内への落

下 物 防 止 等 、安 全 管疎 対 策 も あ わ せ 、 万 全 の

態 勢 で 施工 に の ぞむ必要がある 。

施 工 能率 は 、 他工 法 にくら べ著 し く 劣 る 。

ii ) ベノ ト 杭 工 法

通 常 、 掘 削 に 先 行 し 、 ケ ー シ ン グチ ュー プ

を 摺 動 、 圧 入 、 そ の あ と ハ ン マ ー グ ラ プ パ ケ
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ッ ト で 先 端 地 盤 の 掘 削 を 行 う の で 、 孔 壁 の 崩

壊 、 杭 径 の 確 保 、 施 工 精 度 等 、 他 工 法 に く ら

べ有利である 。 反 面 、 層 厚 の 大 き い 、 細 砂 層

に お け る ケ ー シ ン グ の 引 き 抜 き 、 ケ ー シ ン グ

引 抜 時 の 鉄 筋 の と も あ が り 、 等 に 問 題 が あ る 。

ま た 施 工 能 率 は 、f也 の 機 械 工 法 に く ら べ る

とやや劣る 。 長 尺 杭 ( 40 m以 上 ) に は 不 向 き

である 。

iii ) ア ー ス ド リ ル 杭 工 法

通常、子し壁安定液( 人工泥水 ) を使用し、

孔 墜 の 安 定 を は か り な が ら 、 回 転 パ ケ y トで

削 孔 、 孔 内 土 砂 の 搬 出 を 行 う 。砂利、在会、機層

等 で 、 粒 径50mm以 上 の 地 層 の 掘 削 は 不 可 能 で

ある 。 また「湧水J r 伏 流 水 J r 被 圧 水 位 の 高 い

所 J r 透水性の大きい層」ではとくに、子し壁崩

壊 の 可 能 性 が あ る の で 、 ケ ー シング等 を使用

する必要がある 。

人 工 泥 水 ( ベン トナイト et c … ) を 多 量 に 使

用するので、その設備、管理、ぁ、よぴ排土処

理、捨士号等、 l問題が多い 。 ベ ノト杭同様、長

尺 杭 (40 m以 上 ) に は 不 向 き で あ る 。

i v ) B H杭 ( ボ ー リ ン グホ ー ル 杭)

ア ー ス ド リ ル 杭 と 同 様 、 孔 壁 安定 液 を 使 用

し、孔墜の安 定 をはかる 工 法 で、 ドリルパイ

プ 先 端 回 転 ピ ッ トにより泥水の供給、間IJ 孔を

同 時 に 行 い 、 泥 水 の 循 環 に よ り 、 土 砂 の 搬 出

を行う 。ア ー ス ド リ ル 杭 に く ら べ る と 、 施 工

能率は悪く、また昭事層の削孔能力もさらに低

い。 反 面 、 機 械 装 置 が 小 型 な た め 、 狭 世 な 現

場 、 と く に 作 業 場 上 方 に 天 井 、 ヤ ネ 、 そ の 他

障 害 の あ る 現 場 に は 最 適 で あ る 。

な お 、 人 工 泥 水 を 多 盆 に 使 用 す る た め 、 そ

の 処 均 は 、 ア ー ス ド リ ル 杭 と 問 機 の 問 題 が あ

る。 ま た 長 尺 杭 (40m以 上 ) の施 工 に は 不 向

きで、ある 。

v ) リパ ー ス 杭

た め 、 そ の 検 尺 法 、 ま た 、 と く に 処 理 法等に

種 々 の 工 夫 、 努 力 が な さ れ て い る が 、 ま だ 不

十 分 で、完 全 な も の と は い え な い 。 このため、

施 工 後 、 完 成 杭 の お の お の 耐 力 に は 、 施工の

良 否 に よ り 、 相 当 の バ ラ ツ キ が予 想される 。

よ っ て 現 場 で の 施 工 、 管 理 を 十 分 に 行 い 、 こ

の バ ラ ツ キ を で き る だ け 小 さ く す る 必 要 が あ

る。

ii  ) 錨 削 残 土

アースドリル杭、 B H杭 等 は 、 孔 壁 安 定 用

に 人 工 泥 水 を 多 量 に 使 用 す る た め 、 そ の 掘 削

排 土 に よ り 、 作 業 場 お よ び そ の 周 辺 環 境 を 汚

染 し 、 ま た 廃 棄 処 理 、 捨 場 へ の 迩 倣 等 、 相 当

の 労 力 、 経 費 を 消 費 す る 。

iii ) 鉄 筋 建 て 入 れ 精 度

現 夜 、 杭 孔 中 へ の 鉄 筋 の 建 て 込 み は 、 そ の

自重 を 利 用 し て 行 って お り 、 そ の 位 置 の 保 持

等は 枕 頭 の み で 、 中 間 、 先 端 の 拘 束 は と くに

ない。また 当初 の 建 て つ け 不 良、継手部分( 普

通 重 ね 継 手 ) の 折 れ 曲 が り 、 コ ン ク リ ー ト 打

設 に と も な う 位 置 の 移 動 等 も あ り 、 そ の 正 確

な 位 置 を 保 持 で き ず 、 設 計 上 期 待 す る コ ンク

リー卜被り厚さ以下、極端な場合、 一 部 鉄 筋

が 直 接 土 に 接 し て い る よ う な ケ ー ス も 稀 で は

あ る が 、 み う け ら れ る よ う で あ る 。

iv ) 設 計 上 の 問 題

現 行 の 建 築 学 会 基 礎 構 造 設 計 規 準 に よ る 現

場 造 成 杭 の 長 期 支 持 力 算 定 式 は 、 下 記 の 通 り

である 。

1  - Ns Ls  

R α = すn5 NAp + ト γ 十 2Nc Lc)4} - W  

第 1 t頁は先端支持力、第 2 t誌は周辺 l堅持言力

を示す 。 第 1 t頁、 Apは杭先端面積、 NI ま杭先

端 よ り 下 に 杭 径 の 11昔、上に 4 倍 の 範 囲 の 地

盤 実iJi IJ Nfl直 ( 最高値50) の 平 均 値 を 示 してい

スタ ン ドパイプで、地下水位より 2 m以 上 る。 設 計 者 が 、 杭 の 設 計 支 作 力 を 大 きくとる

の へ y ドを確保 。0.2kg/ cm' 以 上 の静 ノ'J ，圧と 、 ため、仮に、 N を50 にしようとすれば、 N 値

自然 泥 水 に よ る 泥 水 JI英で、孔壁を保持する工 50以 上 の 層 に 杭 径 の 4 f昔、杭径を 1. 5 m とす

法 で あ る 。 回 転 サ ク シ ョ ン ピ y トにより 地 盤 ると、 6 m 貫 入 の 必 要 が生 じ る 。 こ の よ う な

を掘削する と同 時 に 、 ピ ッ ト先端ドリルパイ ケースは、極端なケースだが、 B H 枕、 アー

プ ( 孔 径 約 150 併) で 掘 削 土 砂 を 水 と と も に スドリル杭てる N 値 50以 上 の 層 に 3 m以 上限 入

吸い上げ、持IJ 孔 を 進 め る 。 このため 100mm程 れ と い う の は 、 工 法 上 不 可 能 に 近 く 、 ま た ベ

度 の 機 層 、 玉 石 層 等 の 掘 削 も 可 能 で あ る 。比 ノ ト 杭 、 リ パ ー ス 杭 工 法 に し て も 、 施工時/i i l

較的、長尺がL の 施 工 に 適 し て い る 。 の 延 び に よ る 孔 墜 の 崩 れ 、 無 理 な 削 孔 に よ る

主 と し て 静 水 圧 で 孔 壁 の 安定 を保持してい

る た め 、 孔 内 水 位 の 管J'll が大切で、「伏流水」

ri 勇水J r 被 圧 水 位 の 高 い 所J r透 水 性 の 大 き い

層」 等 の 掘 削 に は 、 十 分 の 検 討 ・ 注 意 が 必 婆

である 。多 盆 の 水 、 ま た 循 環 水 の 環 流 設 備 の

た め 、 広 い 作 業 場 が 必 要 に な る 。

3 . 全般的な問題点

i ) 杭 先 端 地 盤 状 況、杭 仕 上 が り 状 況

現 場 造 成 杭 は 、 先 端 地 盤 耐 力 の 確 認 が 深 礎

工 法 以 外 は 非 常 に 難 し く 、 と く に そ の 仕 上 が

り状況 ( コンクリート打設前 、 打 設 後 ) の 完

全な 把握は、 不可能といえる。

現 在 、 杭 耐 力 を 左 右 す る 杭 先 端 の 掘 削状況、

掘 削 に と も な うスライムの堆 積 状 況 を つ か む

支 持地 銀 の ユ ル ミ 等 、 か え っ て 杭 支持 力 の 低

下 を ま ね く よ う な ケ ー ス も あ り う る 。 よ って、

杭 設 計 支 持 力 を 決 定 す る に あ た って は 、 敷I也

地 盤 性 状 、 工 法等 を 慎 重 に 検 討 し 、 適正な 値

を 選 定 す る 必 要 が あ ろ う か と 思 わ れ る 。

また、手立 l 本 あ た り の 設 計 支持 力 が 大 き い

た め 、 単 杭 ( 1 木材L基 礎 ) 設 計 も よ く み ら れ

る が 、 現 状 の 平 均 的 な 施 工 管Pll で は 、 出 米 あ

がりにノ T ラツキがあり、 したがって、夫ー際の

耐 力 に も 当 然 差 を 生 じ て い る と 予 想 さ れ る の

で 、 脚 元 ( 基 礎 梁 ) ま わ り の 剛 性 を 十 分 確 保

す る 等 の 配 慮 、 と く に 周 辺 摩 擦 力 の 期 待 で き

ない短尺杭には、この点の注ＺｴＱＺ、が月干ｾと忠わ

れる 。

Ｈい わいよ し ゆき成品建 設 ｋｋ 大阪 支 ｉｬｩ 建 築 ｦｾｉｊ 技術減Ｉ



日本建築協会

月間の動き

昭 和 53年 10月分

理 事

A .  

" x< 

18日 4 時 - 5 1時 於会館$ 会室

出席 者 稲 田 副 会 長 ほ か11名

議事 (1) 建築 8 団体合同新年交礼会I l f . l 催の1 ' 1ニ

(2)  会員忘年懇親会| 井l倦の件

(3 )  rコンクリートプロ y ク塀」ミ平安全対策

推進述絡協議会の件

(4 )  入退会者承認の件

(5 )  報告事項

編集理事会

25日 21侍- 3 時 於会館 3 階会議室

出席者 福田副会長、前川編集委員長ほか 4 名

議 事 (1) 編集の経過報告と収支状況並びに対策

(2) 議賀新年( 個人 ・会社) の掲級料単価値

上げについて

(3 )  そのほか

編 集 委

膏年技術者掲載打合

3 日 13時 - 1 7時 於会館集会室

4 日 11時 - 17時 於会館集会室

作品作風小委員会

11 日 4 時 - 6 a寺 於会館 3 階会議室

出席 者 奈 良 副 委 員 長

員

A .  

コE

議事( 1 ) 10、11、12月号の作品と P R 収集状況に

ついて

(2) 正月号の作品選定について

(3)  商業施設の具体的作品について

(4)  そのほか

委員会

13日 4 時- 7 B寺 於会館集会室

出席者 前川委員長ほか 6 名 ゲ ス ト :玉柏群氏

議事 (1)  10月号= 大阪南港ポートタウン特集必至

過報告( 延期のイ牛)

(2)  11月号= 第25回百年技術者特集報告

(3)  12月号= ピル環境特集報告

(4)  1 月号= 転換期の再開発特集について

(5)  2 月号織造特集の企同

(6)  3 月号計画特集の企画

(7) 作品作風小委員会報告

(8) 投稿欄小委員会報告

(9 ) 広告企図小委只会報告

(10) そのほか

広告企画小委員会

16日 4 時 - 8 時 於会館集会室

出席者 前川委員長尾位、渡辺各理事ほか 2 名

議事 (1) 10月号「大阪南港ポートタウン」持$ 延

期の件

(2 )  11月号「近畿地主主30周年作品紹介」広告

経過報告

(3)  12月号「ピJレ環境」特集広告企画

(4 )  1 月号「再開発」特集広告企画

(5 ) 作品作風 ・新建築関係報告

(6 ) 普通広告関係

日影の頁小委員会 ( 第 2 回)

25日 4 時 - 6 時 於会館集会室

出席者 西川幸之輔氏ほか 7 名

議 事 (1)  日影の頁 シリーズの件

(2)  日影特集の件

事 業 委 員

A .  

:z;; 

若い会員の集い 「ディスカバー大阪(4)J イラスト

マ ップ製作分科会

5 日 6 時- 10時 於会館集会室

出席者 斎藤主交、コラムデザインセンター宮後

浩氏ほか 8 名

若い会員の集い企画分科会

23日 6 時半 - 101時 於会館 3 階会議室

出席者 古川主主主、瀬戸本幹事ほか 2 名

議事( 1 ) 第 7 回企画、建築家以外の人の訪を 11ll

<  r篠田桃紅氏」についてのテーマその

他の選択

(2)  会告案の検討

(3 ) 委長の役割i

(4 )  その他

広報小委員会研修分科会

25日 6 時- 8 時 於会館 3 階会議室

出席者 西村別委良長、佐藤 ・平川両幹事ほか

2 名、

ゲスト: 佐藤隆二氏( 大阪大学)

議事 (1) 日影の頁小委1 '4会{ l ) の報告

(2)  日影に関する研修会の企画について

(3 )  そのほか

法 規 委 員

A .  

:z;; 

委 員 会

6 日 3 時- 5 時 於会館集会室

出席者 西川副委員長ほか 7 名

議事 (1) 日影の頁 シリーズの件

(2) 防災と法の件

(3)  日影規制特集の件

(4 )  そのほか

住 宅 委 員

A .  

Z 玄

委員会

118 6 時- 7 時 半 於会館集会室

出 席 者 小 西 委 只 長 ほ か 8 名

議 事 今 後 の 住 宅 展 に つ い て

L  
教 育 委 員

A .  

" x< 

13日 4 時半 - 7 時半 於会館 3 階会議室

出 席 者 斎 藤 副委員長、上野 ・植田両幹事ほか

3 名

議 事 工高生デザインコンクール応募作品の予備

審究

工高生デサ' インコンクール予備審査会

工高生デザインコン クール作品展示

23日・ 24日 於会館集会室

工高生デザインコンク ール審査会

24日 2 時 - 6 時 於会館[ 集会室

出席者 向井審査委只長ほか11審査員、岡田・

斎藤教育正副委員長ほか 3 名

工高生デザインコンクール応募作品の審査

講習会小委員会並びに建築工事実務講習会反省

懇談会

31 日

出席者

誠司J (1 )  

(2 )  

51侍- 8 時 於会館集会室

佐々木副委員長ほか 4 名

本年度建築工事実務講習会実施報告

建築技術選告講座 ( その 1 ) 実施 報告

(3 ) 建 築技術選書講座 ( その 2 ) r ピルの省

エネルギー」の企画について

(4 ) 小委員会委員役割分担について

(5 )  そのほか

委員会終了後、建築工事実務講習会講師の遠藤

満氏 ・金田宏氏 ・波辺隆氏および前講師の梅原洋

氏を交え、反省懇談会を開催した。

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

データシートハンドブック販売打合会

18日 12時半 - 2 時半 於会館 3 階会議室

出席者 弁上 ・真塚正副委員長、酒井幹事、山

本委員

議事( 1 ) 建築データシートハンドブック頒布に

関する件

(2)  そのほか

委員会

27日 6 時 - 7 時半 於会館集会室

出席者 井上 ・真塚正副委員長ほか 6 名

議事 (1) 建築データシートハンドブ ック頒布 に

関する件

(2 )  そのほか

出 版 委 員

A .  

:z;; 

小委員会

24日 4 時 - 6 時 於会館 3 階会議室

出席者小林委員長、佐々木委員、山田委員、

学芸出版社

議事 (1) 建 築技術選書の発刊状況

(2 ) 建築技術選舎の編集状況と企画

建 材 委 員

A .  

" x< 

委員会

26日 4 時一 7 時 於会館集会室

出席者 山田 ・牧田正副委員長ほか 9 名

議事 (1  )  コンクリート用無水石膏プラスターに

ついて

(2)  F R C複合板 rA Kパネル」について

(3)  11 月号以降のメインテーマについて

(4 )  r新建材紹介コーナーt 4年 2 月以降の

掲載製品について

(5)  そのほか

契 約 約 款 特 別 委 員 会

27日 3 時 - 4 時半 於会館集会室

出 席 者 塚 本 会 長 ほ か 7 名

議 事 現行約款の問題点について

誘 習

A .  

" x< 

建築工事実務講習会

3 日 9 時 - 17時 於大阪科学技術センター

受講者 82名

講 師

氏宏団

長

長

金

車

附
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遠 藤 満 氏

見 積 ( 株) 竹中工務庖見積官11兄積課長

渡 辺 隆 氏

若 い 会 員 の 集 い

ディスカバー大阪 ( その 4 )

今に生きる洋風建築をたずねて

一 北浜・船場界隈 -

14日 l 時半 - 5 時 50分

参加者 42名

ゲスト大阪市立大学工学部講師 福田晴度氏

都市住宅を考える (2)

・・・・ ・・都市計画と住宅設計の緩点・...

水谷穎介氏に聞く

28日 1 時半 - 4 時半

於関電大阪商サーピスセンター

参加者 32名

講 師 水谷穎介氏( 都市 ・計画 ・設計研究所)

建 築 技 術 選 書 講 座 シ リ ー ズ

一 茶室の話 -

20日 2 時- 4 時 於関電会館会議室

聴識者 56名

講 師 帝 塚 山 学 院 大 学 教 授

工 学 博 士 岡 田 孝 男 氏

議座の前に関西電力( 株) のご厚窓で同社の茶室

を見学した。

見 学

大阪駅前第 3 ビルの見学会

. 6.  

" z < 

(大阪駅前市街地改造事業第 3棟新築工事)

26日 1 時半 - 5 時

参加者 60名

設計監理大阪市都市再開発局

( 株) 大建設計

施 工( 株) 竹中工務庖( 株) 鴻池組共同企

( 惣築) 業体

当日説明者 大阪市 ・石j甫主幹、共同企業体 ・安

岡所長ほか 2 名

建 築 ク ラ ブ

朝食会

11 日 8 時 - 9 時半 於大阪グランドホテル

参加者 74名

当日は、 中尾合底底主中尾良男氏より「室町 ・

江戸期の害絡の歴史」についてお話を伺った。

役員会

11 日 正午 - 2 時 於会館集会室

出席者 塚本代表、加納運営委員長ほか 7 名

議事( 1 ) 忘年懇親会に関する件

(2)  11月以降の講師について

(3 )  そのほか

建築 8 団体新年交礼会打合会

13日 2 時- 4 時 於大阪建設業協会

出席者各団体事務局長 9 名

殺 事 昭 和54年新年交礼会開催について打合

建 築 8 団 体 会 長 昼 食 会

25日 正午 - 1時半 於大阪ガスピル食堂

出 席 者 福田副会長ほか23名

10 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

4 8  

大阪駅前第 3 ピルの見学会

〔団体会員 1 1:上〕

東急建設( 株)大阪支社

〔個人会員 16名〕

石 川 務 M t 石 川 利 一 上 川 宏 一

大 江 義 久 鎌 田 芳 樹 機里子 2長

川 瀬 婚生 瀬 川 輝 夫 祖父江定男

佃 井 秀行 永 田 祐三 福 島 正 勝

藤 村 博 英 宮 崎 良 彦 山 本 研一

さ手 石軒
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ビル環境 e・e ・. .. ... ・ル ・..・ e・-… .. ・. . . . . . . . . . . . .. 1 2

作 品 作 風 ... 

- 公 共 施 設

南 千里 市民センター… . . . ・ H ・. . … … …. . .・H ・・ ・ 5

設 計 大 阪 府 企 業局 ・村野、森建築事務所

施 工 : 富田建設 ・紙谷工務庖・橋本工務 l苫

共同企業体

都 島 区 民 セ ン タ ー … … … … … . ，. ・H ・. . … - … . . 目

設 計 : 大阪市建築局出綾部 小 河建築設計事務所

施 工 水 Illl 組

大 分 市 庁 舎 ……・…. . . . . ・ H ・. . ……… H ・H ・-… … フ

ｾｾ＠ H 日 建 設 計

施 工 大 へ 成 建 設

嬉里子四T社 会 福 祉 セ ン タ ー ・ ・ . .... . … … … … …・・ フ

設 計 ・東 畑 建 築 事 務 所

施 工 . 大 日 本 土 木

大 阪 市立 小 児 保 健 セ ン タ ー … ・・・・・・ ・…・・・ ・・・ 自

設 計 : 大阪市建築局、liI 中・小西建築事務所

路 工 : 浅 沼 組

大 阪 府立 泉 佐 野 勤労 青 少 年 研 修 セ ン タ ー ... ..，口

設計監政 大阪府建築部日鱗室、東畑建築事務所

施 工 南海 岩 出 才 I"J 建設共同企業体

兵 庫 県 生活 科 学 研 究 所 … … … ・ … ・ ・ … … 句E

設 計 ・兵庫 県建 築剖1' ，:，' 繕 諜 ・昭和設計

路 工 母 合 工 務 底

. 事 務 所 ビ ル

住 友 生 命 岡 山 ピ ル ・・一- 一… ・… … … … … … 司

設 計 : 日 建 設 計 大 阪 本 社

施 工 : 鹿 島建 設 大 成 建 設 共同企業体

阪 神 神 明 ピ ル ・・・……. . . ・H ・. . . ... . . . ...・ H ・. . ……・・ 2

設 計 大 林 組

施 工 大林組 ー阪神土木工業共同企業体

三 井 生 命 大 阪 ピ ル … … ・・… … … ・… … 一- … . . .. 

設 計 : 久 米 建 築 事 務 所

施 工 : 鹿 ね 建 設

ヒ ガ シマ Jレ欝irl J ( 株) 本 社 一・ ・H ……. . . ・ H ・・・ 7

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 進 藤 組

メ イ ン 六 甲 - … … … … … . . . . … … … … … … 由

設 計 。神 戸 市 郎 市 計 l同局 、 日建 設計

施 工 : 奥 村 組

三 和 銀 行 く ず は支 庖 … ・……………. . . . . . …・ 日

設 計 ・三 和 銀 行 管 財 部

nw: 工 銭 高 組

新宿里子村ピル .. . ... ・H ・H ・H ・.. . . . . …………・ .... e  

設 計 。安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 熊 谷 組

道 頓 摂 リ ン デ ン ピ ル ……・ … - ・・… … . .. ・H ・-・・ 1 2

設 計 . 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ・大 林 組

- 会 館

大 分 県 立 芸 術 会 館 … … … … … … … ・・・……一 句

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

設 工 : 締 林 建 設

武 庫 川 学 院 公 江 記 念 講 堂 … … … ・… … … … ・・・ 勾

設計施工 : 竹 中 工 務 底

よ み う り 文 化 セ ン タ ー … … . ..... . … … … … … .. 2

設計施工 大 成 建 設

兵 庫 県 農 業 会 館 ……………. . . . . . ・ H ・... . . ・H ・ 4

設 計 . 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 7 ジ タ 工 業

京 大 会 館 … . . … … … ・… - … - … … … … ・ '1 2

設計施工 大 林 組

- 学 校

明 石 市 立 明 石 小学 校 ...・ H ・H ・H ・... .. .・ H ・. .... ・H ・- 自

殺 計 明石市建築部首繕諜 安井建築設計事務所

施 工 . 四 ッ 絡 組

甲 陽学 院 高 等学 校 ・- …… … … … … … . . . ・ H ・- 自

設計施工 : 大 中本 組

- 商 業 施 設

シーモー J レしものせきショ ァピングセンター … 句

設計施工 大 林 組

清 和 台 セ ン タ ー モ ー ル ……………. . . ・ H ・. . …… 由

設計施工 ・竹 中 工 務 底

ク' リ ー ン シ テ ィ ・・・ ・・・・・・・ ・・・ ・ー・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・ 目

設 計 ・東 畑 建 築 事 務 所

施 工 熊 谷 組

心斎橋 B A L ...・ H ・. . . . . . . ・…・ ... ・H ・-・… … … … 目

設計施 工 消 水 建 設

・ 体 育 施 設

寝 屋川 市立 市 民 プ ー ル … ・ … … - … ・ … - … ・ 目

設 言十寝屋川市土木部建聾課 東畑建築事務所

施 工 前 回 組

・集合住宅

自 衛 岩 井 朱 雀 マ ン シ ョ ン ・ ・H ・H ・.. . . .・H ・..… … ・・ 句

設計施 工 ・不 二 建 設

稲 和 高 島 平 ハ イ ム … … …・・ ・・………・ … … … … フ

設 計 : filJ 元 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 不 二 建 設

朝 日 プ ラ ザ32;: ぢ堺 … ・・ ・… … … … H ・H ・. .… 目

設 計 : 蔵 建 築 設 計 事 務 所

施 工 . 鉄 建 建 設

・ 工 場 建 設 ・ 浄 水 場

大阪市環境事業局港工場. . . . ・ H ・.... . . . . . . .・ H ・- … 勾

設 計 : 大阪市建築局 ・東畑建築事務所

施 工 : 大 林 組

サ ン トリ ー 梓 の 森 プ ラ ン ト … … . . ..・ H ・. . ...・ H ・- 司

設 計 : 安 弁 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 東 海 興 業 ー大 林 組 共 同 企 業 体

大 阪 市 環 境 事 業 局 南 港 工 場 ・ ・ H ・H ・・・ H ・H ・- ・・ 2

号 号

設 計 : 日 建 設 計

施 工 : 鴻 池 組

村 野 階 層 浄 水 場 … . .. .・H ・- ・吋… ・… … … … … ・・2

設 計 : 大 阪 府 水 道 部 建 設 事 務 所

施 工 : 竹中工務底・佐藤工章・銭高組共同企重体

. 病 院建 築

国 立 循 環 器 病 セ ン タ ー … . . .・ H ・. .… … . . . ・ H ・' 3

設 計 厚生省医務局襲備課伊藤喜三郎建築研究所

施 工 大 林 組

大 阪 府 立 成 人 病 セ ン タ ー … … ・・… ・・… ー… … 3

ｾ ｾ＠ 計 大阪府建築部営繕計画課営縛工事課 宮

繕設備謀、双星設計、建築計画総合研究所

絡 工 鴻 池 組 ・ 竹 中 工 務 応 J V  

佐 賀 県 立 病 院 好 生 館 ...・ H ・. .… ・・… … ・ ・……・ 2

設 計 ・教 育 施 設 研 究 所

施 工 竹 中 工 務 底

青 森 県 立 つ く し が 丘 病 院 ………. . . . ・ H ・- ・…・・ 3

設 計 : j'l 森県土木営繕諜環境保健部、

内藤建築事務所

施 工 戸 田 建 設

奈 良 県 立 奈 良 病 院 … … ...・ H ・. .… - … … … … … 3

設 計 : 内 藤 建 築 事 務 所

ｾ 工 Ｚ浅 沼 組

富 田林 病 院 … … .. .・ H ・- … … ・・ … … … ... ・H ・- ・・ 3

設 計 : 大阪府建築部営繕計画課・営繕工事課・営繕

設備課、富田林市建設部建築謀、日建設計

飽 工 : 銭 高 組 ・消水建設 ・鴻池組 J V  

和 泉 市 立 病 院 ・……・ . ..・ H ・......・ H ・- 一…・……・・ 3

設 計 山 田 守 建 築 事 務 所

施 工 . 熊 谷 組

国 立 大 阪 病 院 母 子 医 療 セ ン タ ー … … … … … … ヨ

設 計 厚 生 省 医 務 局 整 備 課

施 工 : 戸 田 建 設

公立学校 共 済 組 合 東 海 中 央 病 院 … ……・・…. . … 3

設 計 : 伊 藤 喜 三 郎 建 築 研 究 所

施 工 : 大 林 組

秋 田 大学 医 学 部 附 属 病 院 … ・…・ … .. .... ・H ・.. . 3  

設 計 . 秋田大学施設部 教 育 施設研究所

施 工 銭 高 組

愛 媛 大学 医 学 部 附 属 病 院 . . .. ・H ・- … … . . .・ H ・.. . : 3 

設 計 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

施 工 清 水 建 設

宮 崎 医 科 大 学 附 属 病 院 一... .・ H ・- … H ・H ・.... . ・H ・' 3

設 計 : 文部省管理局教育施設部教育施設研究所

施 工 : 戸 田 建 設

関 西 医 科 大学 附 属 病 院 …・ .. .・ H ・... … … ・…… 3

計 画 : 池 田 有 隣 ・ 小 野 山 博

設 計 : 宏 建 築 事 務 所

施 工 : 銭 高 組

長 崎 大 学 医 学 部 附 属 病 院 .. . .・H ・. .. … …・・・… ・・3

設 計 長崎大学施設部・安井建築設計事務所

施 工 大 成 建 設

滋 賀 医 科 大学 附属病院…. . . . ・ H ・... . … ...・ H ・… 3

1宣 言十 文部省大阪工事事務所・安井建築設計事務所

施 工 . 竹 中 工 務 庖

兵 庫 県 立 塚 口 病 院 … ....・ H ・- … ... .・H ・. .… … ・… ヨ

設 計 兵 庫 県 建 築 部 活一 線 諜

施 工 新井柄谷明和建設共同企重体+ 柄谷工務庖

スケッチブック ... 

1315 浜松医科大学F付属病院。1316. 上野総合市民病院。1317.

岸和田徳洲会病院。1318. 医療法人消風会茨木病院。1319 松

森病院。1320. 大谷 クリニ ック。1321. 呉診療所。1322. 石賀医

院。1323. 大阪府保険医協会会館。 …....・ H ・..... ... ・・…・ 3

1324 日大ピル 2 号館。1325. 守口MI Dピル (N T ピJ レ) 0 1326.  

互助センター玉姫殿。1327. 小原村役場。1328. 蟹江町役場庁

舎。1329. 大和郡山市立少年 自然の家。1330. 大谷邸(用改築)。

1331. 野田医院。1332. 松本邸 ・ー .•.. ……ー ー ・・ 4

1333 此花総合センター。l お4. 大阪市立母子センター。1335.

舞鶴簡易保険保養センター 。1336. 松原市文化会館 ・公民館。

I  
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1337. 伊賀信楽古陶館。1お8.愛知県諸島勤労福祉会館。 1339.

大阪工業大学総合体育館。 1340. 新日本電気体育館。 1341. 新

居浜市総合体育館 ー・・…....... . . . . . . .・ H ・.......... ・・・…. ｾ＠

1342.岩国ダイヤハイツ。 1343. 問南ガーデン7 ンション。 1344.

柏原ぶどうケ丘ハイツ。 1345. 桜縁パーク 7 ンション。 1346.

シべト一新大阪。 1347. シャトー八戸の里。 1348 西川邸。 1349

市川ピ } V

n

1350 業天邸. ..・ H ・. ....・ H ・- … ・ー・ .......... ... B  

1351. 河内長野ユースホステル。日52 大阪信愛女学院幼稚園

園舎改築。 1353. まきぴ会館。 l お4.加古川市民病院I甘築・新本

館。 1355.若狭海の家。 l お6. 0邸。 1357. 上野興産尼崎ピル。

ｬ お Ｘ Ｎ ｾ 永脳神経タ同ヰ病院 。 Ｑ ＳＵＹ 関西 外国 語大学研究 練 ｭ 築

自

1360 ヴィラ神仙寺。 1361. 昔日野市総合福祉会館。1362 八幡市

庁舎。 1363 嬬磨町中央公民館。 1364. 和歌山市立市民体育館。

1365. M邸。1366. タカラベルモント京都営業所。 1367. 北原歯

科医院。1368 ササモト歯科医院。.. ... ... ・H ・-… ー・・ー・・・・ 由

1369. 新大阪日大ピ Jレ2号館。 1370 新栄ピル。 1371 渋沢倉廊

茨木首十日且センター。 1372. 蜂能町立光風台小学校。1373 久保

歯科医院。1374. 王塚台保育所。 1375. 日商岩井第 2 京縫ハイ

ツ。 1376 日商岩井主婦ハイ ‘ノ。 1377. ロイヤルハイツ。

ｾロ

1378. 大日寺( 住宅+ 客殿)，1379. 天理大学武道館。 1380.縦

井ショッピングデパート 。1381 日経千里ピル。 1382. 東山本

ハイツ。 1383 上新危機西大寺底。 l お4. 淡河スポーッ研修セ

ンター。 1385 上新111機松原底。 1386. 大淀ハイツ …・ 句畠

特 別 企 画 ... 

作 品 経 歴 頁 / 日 建設計作品( 兵庫県赤穂海浜公園

基本設計案ほか12点) ……. . .・H ・- … …. "・ H ・..… 3

日本住宅公団関西支社表彰団地……. . . . ・ H ・-・・・ 句口

近畿地方建設局30周年作品紹介… ・... ・H ・H ・H ・. 1 1  

. 近畿地方建設局営繕部30年 の あ ゆ み / 稲 村 敏 矢

・過去の作品( 大阪労災病院はか 7 点)

・最 近 の 作 品 ( 奈 良 第 2 地 方 合 同 庁 舎 ほ か 7 点)

デザインの動向 一新旧のコントラスト争

排 除の歴史一近代建築思考. . .・ H ・.. . . .西沢 文 隆・ぺ

新 旧 の コ ン ト ラ ス ト に つ い て の コ メ ン ト . . ・・4

対立と向調/ 岩本博行

新旧を超えるもの/ . 偽田家弘

粉飾性と夢幻性/ :光安殺光

コラージュの季節/ 向井正也

古いものを新しくするのは新しいものの資任/ 小向 亨

rl 日J を愛してこそ一文化としての新|日コ ントラスト/ 山崎著書孝

文化の重層のなかで/ 東孝光

「郷j ｉ こ入れ ｬｩ ｲ 郷 ｊ の ｾＱｉｉ Ｑ をひき上げるものをＯ蓮偽亨

パランスと対比/ 水谷野1介

衝撃のコントラスト/ 辻野純徳

込められた精神性/ 出江寛

景観の中でのコントラスト/ 測光夫

昔の出来事に新しさを感じ/ 太田隆信

古いものから新しい意味位を引き出す/ 牛山 勉

容積のコントラスト/ 皆、問昌克

風化の図式/ 遠藤剛生

新しい空間秩序のなかで/ 佐々木経

淵和のある対比/ 償山誠一

実務からー表面性を狙って/ 神出機織錐

風景の中で/ 中村銀之助

時代に生きぬく/ 浅井謙

邸心の長屋/ 中筋修

中之島公会堂や図書館に 7 ーラードームを離せたとき

/ 渡辺豊和

アウフヘーペンしたデザイン/ 竹山消明

戦僚的な対比/ 中村隆一

郎市環境のなかで/ 吉村篤

〈新旧の対比〉雑感/ 北島近生

旧の分析が新の発想、を生む/ 繍川隆一

表層から深みへ/ 高松 f申

おわりに: さまざまなコントラスト ー河 辺 聡 - 句

水 ... 

①ホをみつめる

水 資 源 の 将 来いH ・H ・.. . ..・H ・H ・H ・- 末 石 冨 太 郎 ・・ 2

H  

②ホをつくる

1. 飲料水一上水道の水づくり… 大槻 均 … a

2. 中 水 道

- ピルにおける再利用… ・・・・桶谷 剛 史 … 2

. 住 宅 公 団 に お け る 中 水 道 方 式 開 発 実 験

・ … … 大 槻 幹彦 … a

3.  造 水 一 家 島 の1. 000 トン/ 日海水淡水化装 霞

…大 屋幸 ｾ ＢＧ Ｒ

③水をつかう

1 . ピル用 水 の 管 理 一 大 阪 大林 ピ ル

高木善三自11・・・ 2

2. レジャー施設用水利用

- 神 戸 市 新 長 田 駅 前 ジ ョ イ プ ラ ザ 文 字 表 示 噴

水/ 川村噴水… … … … … ・ ・・………. . . ・H ・" 2

@水を節約する

1. 給 ・配水管よりの潟水の現状と対策

・・・藤原 啓 助 … 2

2.  節水機器とそのシステム

・伊 奈 カ ス カ デ イー ナ( 洋風) / 伊奈製陶…・ 2

・アクアサンズ装置ー水を使わない水洗式ト

イレ / 三晃空調…... . .・ H ・......・ H ・. .....・ H ・' 2

村n階層浄水場建設について… . . .. . .・ H ・. ..・ H ・H ・' 2

医療施設一病院と情報システムφ

医 療 情 報 シ ス テ ム の 現 状 と 展 望

… 阿 部 絡 ・稲 田 紘 一 3

病院情報システムの導入ー病院建築との関連性に

おいて. . . ・ H ・... ..・ H ・. . …………………中賢 明… 3

病院防災と情報システム

一 般 病 院 の 場 合・・…・・……・・辻 野 純 徳 一3

精 神 病 院 の 場 合... ・H ・.... ...・ H ・吉田あこ … 3

国立循環器病センターの情報処理システム

一安 西 定 ・山 本 繁 樹 … 3

大阪府立成人病センターにおける情報システム

…・…. . . ・ H ・- … 河村徹郎 ・藤 江 昭… 3

東京都立駒込病院における情報シス テム

. .. 熊 井 徹 … ヨ

中央鉄道病院における情報 システムー診療システ

ムの現状と将来・… ・… … … ……・・ ・… .J1十 篤 彦 … 3

医 療 施 設 と 関 連 法 規 … …. ... ・H ・- …… 木 下 川 武… ヨ

技 術 資 料 頁 : 搬 送 設 備 、 医 療 機 器 関 係 、 医 療 衛 生

設備、屯気設備、焼却炉、ヴイオクリーン等… … 3

唆工1111近の病院作品 3 点/ 大阪市立小児保健センタ一新館、

産業医科大学附属病院、笥山医科薬科大学附属院 u ・ 3  

外 壁 塗 装 材 料 ... 

4

4
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電 波 障 害 と 建 築 ... 

建 築 物 と 受 信 隊 害・・ … ・・…・………… 森 下 年 造・・・5

建造物による屯波障害に関する電波行政

. ....... .. ・竹部正夫・・・ 5

建造物による電波障害とその対策…福井秀行 ・Ｎ ｾ

テレピジョン電波受信降客問題への取り組み

. .… 川 嶋 昌 保・・5

ｾｬｊＺ ｩ Ｎ皮降客改普対策の事務手続き… Ｍ 篠崎正幸 Ｎ ＮＮ ｾ

大阪府の電波障害の実情と対策・・… -不死原8jg.. ' ｾ＠

号 号

住 宅 団 地 の 受 信 障 害 に 対 す る 取 り 組 み

・・ 川島保治・・・ 5

建設業者と電波障害… . .… 中 村 猛 ・荒 川 一 郎 … 5

各界の意見 ・要 望 ・対 応

公的な資金の運用を望む/ 千葉春海・ー...・ H ・. . …. . . ・H ・-… 5

公平な「ものさし J / 森田勇…. . .・H ・.....・ H ・-ー… ...... .. ｾ＠

阪急グランドピ J レ建設に伴うテレビ受信陣容の解消/ 宮村孝

夫… … 一.... ..... ... ・・・ ・・・・ ..... ....... .. . .… …. . ..  ｾ＠

記者の立場か らみた電波陣容i問題/ 槻山 昭ー… ...・ H ・. .. ｾ＠

建設業界への要望/ 近畿1 I l i.直障害防止協議会事務局… リ S

t I l 市におけるテレピ ジョン電波受信陣害を防除するための施

策の確立について/ 岡橋保清… ・・ …・ ー・・・・…・ ...... d  

組合方式による集合住宅計画 φ

コーポラテ ィプ ・ハ ウ ジ ン グ の現 状 と 展 望

… ……・・・・ ・・・・ ・・住田昌二・ " B

集合住宅の計画手法としての協同 組 合 方 式

・・門内輝行・・・ 日

設 計 者 の 立 場 か ら そ の 体 験 を 通 じ て 一 一

・都住創( 都市住宅を自分透の手で創る会)

・・・中筋 修・ ' B

. 泉 北 原 山 台 コ ー ポ ラ テ ィ プ ・ハウス ーそ の歩み

・・ 高 田 昇… B

. コミ ュニテイから生まれたコミュニ ティ「八賢

邸」 ・… ・・・・… 一 一 … … ー ・一井 口勝文 ・' B

J 評「新しい住まいとコミュニティ ーコーポラテ

イプ ・ハウジング」 … … … … … … … 藤 本 尚 久… 自

住 宅 設 備 ... 

わが国の住宅設備 ・機器の 特 性…・・・上林博雄… フ

1. 住宅設備機器の選定とメンテナンス

- ガス設f府

ーガス機器の選定とメンテナンス

・・・・・・・… 為 近 磨 巨 登・・・フ

. 電 気 設 備

一 住 宅 用 空 調 機 の 選定と 据え付け時のポイント

… 袴 田 仁・・・ フ

ー電気設備機溶の設計施工面のポイント

.. 1幸田重夫..・ フ

一 新 し い 住 宅 の 快 適 配 線 プ ラ ン … 松 永 明 … フ

ー住宅における照明器具の選定とメンテナンス

- … 長 谷 川 鐙… フ

. 衛 生 設 備

一 住 宅 用 衛 生 設 備 器 具 の 選 定・・・… 古 野雅 麗-・・ フ

ー し 尿 浄 化 槽 の jji 定とメンテナンス

・… 桜庭 啓 祐・・・ フ

・厨 房 設 備

一 厨 房 設 備 の 配 置計 画 と 機 種 の 選 定

-・ 岡田仁男… フ

. 水まわりにおける建築との接点・.i可津隆之… フ

2. 望ましい室内環境・ …・ .....・ H ・.. 中恨芳一… フ

レポート :

消' J ! ( 者苦h'i 相 談 か ら み た 住 宅 設 備… 後 藤 静 子… フ

アンケート : 将 来 重 要 視 さ れ る 住 宅 設 備 機 器 ・機

材… .... …. .. .. .. ...・ H ・…... . . .・ H ・..……. . .・H ・...…・ フ

大辻氏喜夫 Ｏｪ 武藤倫男Ｏ Ｎ 神出津嶺ｾＯ菅家克子

/ 今西茂雄/ 遠藤剛生/ 荒弁消/ 先川博/ 中 村

発 / 加 藤 光 一 / 井 上 俊 夫 / 南 修 / 中 原 信 生

新 し い 耐 震 設 計 ... 

やさしい動的耐震設計法のはなし

ーデザイナーと一般技術者のためにー

・・・・前川陽一・・ ' B
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座談会「新しい耐震設計を考える」 … … ・… … .. s

.  ｾ生近の地震被害から得られた教訓

・関東大震災以降の面持軍設計の苦え方1 - / 夜: t

. 新しい耐震設計の必要性とその展開

・終局強度設計法の展望

・ 各組新耐震 ｊｾ ， ｴｴｩ まの身え ｦｪ

. 各組新耐震設計法の| 問題点、

. 将米展望と提案

出席 者 山 田 稔 / 平 田 定 男 / 久 徳 敏 治 / 川 村 政

美/ 須賀好富

司 会 古iJ 川 陽 一 / 北村俊男/ 弁上一朗/ 谷尾俊 弘

C A D一設計とコンビュータ φ  

C A Dー設計とコンピュータの現状… 吉 田 邦{ t " ' 9

通信回線を利用した設計システム… 石神絢失… 目

企凶設計を中心にして ・… … ・・・続 本11事1ji，・8

設計実務の中から - ・・・・ ・・… ・・・・ ・・・・・飯塚英雄… 自

避難計画シミュレーション

・・ 加藤啓介 ・笠井徳商・ 自

住宅の自動設計.. .・H ・. .… 山室精司 ・今井一延ー・自

「設計の道具としての計算機」私論… 笹田剛史- 日

技術レポート… …・ ・・ ・ .. . . .... . ... . .. . .. . ……・・ 自

第 25回 青 年 技 術 者 φ  

- 設 計 部 門

久保田秀男 大分医大附属病院・ 114銀行児島支庖 ・

2吉田林福祉センター … ・・・・・・・・ 刊

羽生克彦 滋賀医科大学附属病院・高岡病院・福

岡県社会保険診療報酬支払基金事務所

.. .・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ l '市

七字祐介 よみうり文化センター・朝日放送淡路

品寮 S S R- D 計 画 ..... .. …. . . ... 刊

鎌 谷 憲 彦 南海難波駅ターミナルピル ( 2 期 工 事)

生田神社会館・八木ピル ・Y 邸… 刊

中iof 克則 大甲賀カントリークラプハウス ・レイ

クスワンカントリー{ 具楽音日ハウス 刊

室川康男 西武新大阪ピル ・心斎紙パルコ・ … 刊

. 構 造 部 門

斎 藤 幸 維 神 戸 市 新 中 央 市 民 病 院 の 構 造 設 計 刊

瀬 川 輝 夫 高層建物の耐震設計… ...・ H ・. . …… 刊

田中 宏 建 物 ・地主主連成系の解析の実設計への

応用… - … … … … … .. .・ H ・. ... . .. ・H ・- 刊

小型H制，; P  S  f湾造による重層工場の設計・・ 刊

. 設備部門

山脇久樹 医薬工場の設備設計一日本チパガイギ

一篠山工場設計を通じて ・・・ ・・・ ・・ 刊

ビル環境 ... 

ピル環境の調整一 - … … … 一. . . . 堀江悟郎・・1 2

建築基準法によるピル環境… ・… … 小林健彦一 世

ピル衛生管理法からみたピル環境の実態と問題点

... ・H ・..岡 山 巌 句2

. アンケート : ピルの屋内環境の実情と問題点

中村猛/ 後藤透雄/ 金谷英一/ 松弁義和/ 東山

逸 縫 / 関 西 環 境 開 発 セ ン タ ー / T .Y  / 菊池正夫

/ 野 村武良/ 大津富士雄/ 小山正人/ 鶴林一夫

/ 大和田園失/ 西尾与志郎… … …一. . . ・H ・. 1 2

ピルの屋内環境の実情と問題点ーまとめ/ 編集幹

事 会・.....・ H ・.. .... ・H ・.... ・H ・... .・ H ・.. ..・ H ・.... .・H ・ 1 2

建 築 の 眼 ... 

壁面プレースのはらみ出し。建築紛争雑感。事故

と答報。建築屋の役害IJ ... .・H ・. ... .・H ・. .. ..・ H ・.. .. … 勾

平家と二階家。省エネ的鶴市構造。お知恵拝借。

建築屋の役苦IJ. . ・・ ・… … 一・・ ・・ ・・…- …・ 2

ほんもの。建築家に対する信頼感。東南アジア建

築の研究への誘い。現行建築古制度の疑問… " ' 3

日影規制とソーラーハウス。地下街有用論。 ro

0 君をおとなしくさせる会」 。 業界向上のために

結 束 ・団結・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・ … … ... ・H ・4

座式と椅子式住居。再開発事業のリーダー 。 ピル

マのアーチ。邦楽の稽古 … … … … … … … … … 5  

常時荷重だって怖い。ミニ開発対策。ピルマ紀行。

建設界全体の団結 . . . . … .. .・H ・… ・…. ..・H ・.. ..6

( 以上、高原道夫、中川秀夫 ・千 原 大 五 郎 ・川崎

敬三)

渡り鳥ーある住宅団地診療所医師から。般に見え

ざる大きな手。箱階段。建築の性能と床仕上材

-・・フ

設備と設計。悪のルーツは。ステータス ・シンボ

ル。体育館の床の性能 ・・… ・・・ … ・- …・…・ - … 自

ひとコマの大きさ 。小 雀 の 死。 無免許じゃけん。

ミものさしミ 論 … … … … ……・ ・……・・ ・・ ・・・・・ 日

空間の部分。最近接したいい言葉。ナス色。 トイ

レの床 ・… … 一 … . ... ..・ H ・H ・H ・. . ……. . .・H ・- 句ロ

施 設 の 体 系 化。 転換。ソーシャル ・スト ック。建

築材料の性能論あれこれ … … … … … ー… … ・・ 刊

となりの因。美しさ。色域。 U P E C システム・・・・世

( 以上、浦良一 - 牧田顕治 ・牛 山 勉 ・松本大平)

法 令 コ ー ナ ー 会

121 .建築基準法に基づ く建築許可、認可、承認申

請 。 第 2 種住居専用地域内における用途制限/ 山

田為行…・ … … … … … ・・- … .. .. . . .. . .. ・H ・H ・H ・.... 1

122 火を使用する室に設ける換気設備の法改正に

ついて/ 小林健彦…. ....・ H ・. . … . ...... . ・・… 2

123 仮使用承認に つ い て ( 建 築 基 準 法 7 条 の 2 )  

/ 締弁千澄 ....... ... ... ...・ H ・.... ・H ・. .......・ H ・- …… 3

124 .日影規制における測定 線 の 設 定 方 法 / 井原篤

. . ...... .. . ..... .. . . .. . .. . . ..... ........ .. . . . . . . . . . . . .. . " ・・・4  

125 .大阪市給排水設備の構造と維持管理に関する

指導基準( その 1 ) / 小林健彦・ … … … …・… ... .. . B  

126 .大阪市給排水設備の構造と維持管理に関する

指導基準( その 2 ) / 小林 健 彦・-…. . . . . . ・ H ・'" …・・ フ

127 .兵庫県の日影規制に ついて/ 広田清美… … 日

128 用 途 地 域 ・防火地域等の変更について/ 西山

充 …... .・ H ・.. . .. ・H ・... .. .・ ・・ … ・ … ー・・… … B

129 仮使用承認の申請について/ 締井千i澄 - 句口

130 共 同住宅に対する特例基準の運用について

くその 1)/ 吉 田喜久Mt .. .… … … … ・・… … … … … 刊

131 .共同住宅に対する特例基準の運用について

( その 2) / 吉田喜久Mt ... … … ー … … ……・…・・ 世

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー 争

22 アルミニウム合金製プール/ 牧田顕治 ー・・・・ ー . . 1  

23.  r省力 7 ァスニング機器J / 元木貞次。ガラス繊維強化発

泡石膏建材 rパートレ y クス J / 大生仁峰。屯気床暖房

ンステム rサンサニー・フロアヒータ - J / 北島全・E

24 スパンクリート/ 大生仁位 一 ... ...・ H ・.. ........ . ( 3 

25 ドライミ ッ7 ;t，/ 山田幸一. . . ... 一..... ...... ・・ ・・4

26 壁面防水外WMr アタリトーン J / 牧旺i顕治 ・・・・5

27 集合住宅用床下地材 rュニ y ト7 ロ7 L J  /星，官、前 日

28 モクセン板/ 松本英良 ... ・H ・... .. ・・・ e ー. .. ..・ 0 フ

29. r 集合住宅mWI仕切材スライドパネ JレJ / 和国侍也。リョ

ーピ r ド7 7 ローザ フロアヒンジJ / 北島全日・ .... ... B  

30 無機質不燃性建築悶欧付材r ダイフネン J / 藤川慧・ . 9

31. r ノダラスカ ットパネルJ / 合原一夫ーー・…・…日 句ロ

32  電線、ケープJレ賞通孔の充犠材 r SFーシール J / 藤川怒

ーー....・ ーー白・ーーー・・・ ・・ ・・・ー・ ・・ ・・・・・ 句句

33 コンクリート朗A. S プラスター/ 山田幸一- ・ー・ ー・・ 句呈

読 者 の 頁 ... 

茶室空間/ 上谷重男。 ' 78年 賀 状二点/ 向井正也 /

小 泉 堂。

建築ボキャプラ リ ィ ・ノートー庇と基倒ー/ 安原

感 彦 …・…・…. . . . ・H ・- … .. . .・ a ・. .… .... ・H ・... . …… E

断熱巽 llil/ 金 谷 英 一。『吉田好f申その人と作品J /

吉村篤ー ……・・・・・.. . .・ H ・.. …. ..・ H ・.. . .. .・ H ・" ' 3

「中村哲学」批判一道具と人間について一。計算尺

が使えない/ 金谷英一 …・… -・ … -・…・ ・… " 4

建築主( 施主) の気構え、考え方に就て/ 鈴木忠五

郎 ... ・H ・H ・H ・.....・ H ・. .. ..・H ・.. … … … … ... ・H ・.... !5

木造り/ 登坂英輔。建築の混乱/ 上谷重男。 ・・日

新入社員の眼 山里子正博/ 栗山英彦/ 仏国文夫 。

3 年めをむかえて広瀬正秀/ 松本秀夫/ 後藤普徳。

10年めをむかえて 遠藤繁光/ 山口祥悟/ 高松定度

.. ... ..... . .. . ... .. . .. . ... .. .. . . .. .... ... .. .. . ...... . .・・ ・・・ ・フ

一定型からの飛朔ー/ 玄沢一民。「電波障害情報」

欄の設定を望む/ 森下年造。建築技能工問題につ

いて/ 鈴木忠五郎・ ・. . .・H ・... ..・H ・.... .・ H ・.. ……・・ 自

第15回よろず相談住宅展盛会裡に終わる 。 国 宝東

大寺金堂Ｈ大仏殿Ｉ昭和大修理の現況Ｏ八木 Ｑｾ 久

夫。『茶室の話』の発行に寄せて/ 和田精一一・・・・ 自

大商100周年記念式典聞く 。 尼崎に百少年のため

の創造劇場誕生( ピッコロシアター) …. . . ・H ・- ・4 ロ

神戸市都市最観条例について/ 浅井活太。大阪に

活力を。大阪市庁舎の開発的保全を。第 6 聞 神 戸

須磨離宮公園現代彫刻展開く ・…・… ・… … ・・・ 刊

大阪青年デザイナーズ倶楽部発足後の活動ー

その 1/ 細 竹 千 万 ・杉本勝。 r国立生命科学セン

ター」設立を。新刊紹介「空調設備の設計J ( 尾 亀

消四郎著) ・… -… ・・・・・・ ・・・・… …. . . . .・ H ・ 1 2

私たちの グルー プ

No.l 5  r近畿地建λ キー サークルJ/ 斎藤英機・ ・・ ー・句

No.l 6  r建築をよくするための談話会J/ 中向凝胤ー 一… ・・3

No. I7  r北野界わいを守る会J/ 宇都l宮隆夫.. .. . ・…- ー ー・ 4  

No. I8  ｲ 大阪 ｾｉ 年デザイナーズ倶楽部 ｊ ・ Ｎ ＮＮ Ｎ Ｎ ・ ｈ ・Ｎ Ｎ Ｎ ＮＢ ぃー E  

No.l 9  r吉野芸術村の会」 ・・・ー・ ーー -ー一・ ・・・ 0 ・・・...."..… B

No. 20 r安威川自然同好会J/ 佐々木了治 一 . .. ... ....ー フ

N021 r谷町路貧困J ・・ H ・H ・.... ・・・ ・・ ・ h  ・・4 ロ

建 築 と 社 会 ニ ュ ー ス ー

国立民族学憾物館オープン 。建築設J十図度。日本建築学会近

畿支部開設30周年記念行事。創立25周年記念建築士会全国大

会。附の Mi シリーズ 37
r
鮒のおシ ' ) ーズの終 η にあた ってJ

0 ・0 ・0 ・・ 0 ・・ ・0  ・ ・0 ・・ 0 ・e ・・・・・ 0 ・ '唱

建築 8 Eflf本合同新年交礼会。建築 7 ラプ忘年懇脱会。日本建

築総合試験所の明分室開設。祈刊紹介。長谷部鋭吉先生 竹

腰健治先生の作品集刊行 ...... ..... ............... 2  

大阪建設業協会70周年。救仁郷斉氏との懇談会にほ本会長出

席。第6 白神戸須磨雄官公園現代彫刻j展。新刊紹介。大阪の

名建築 ( 1日34銀行) また取り壊される ーー ・0 ・0 ・・・…・・・ 3  

第3 回吉田五卜八賞。中京郵便局完成。祈刊紹介 日影縦書11

にI摘する 2再開会。向転車 ・歩行者呼用の r Jl I崎 矯J 開通 " 4

述築物にml ' . 1¥する緑化絡設の表彰。第24聞大阪府注築コンク

ール。第 7 回中之島まつり 。祈刊紹介。モスクワ オリンピ

ヅヲ綬技施設 ............ ••••.••• ..... ・ e  ・・・ 5  

k 阪市析市庁舎指名妓J主。佐伯祐三展。村野防府浄ボJJ ; )に土

木下会「技術賞 J 。 国際記念物遺跡会議。新刊紹介。また消

えた 1111治建築 ・... ・ ..... ....... ... 日

台湾立I ! 築事情視察団無事帰国。昭如53年度設計院理委託契約

参加l資陥帯資 (lii 2 次) の実施。昭和53年度中部建築賞移民 ε

「季刊大林」の発ftl 。病院建築に関する研修会 " 1，11-門 コース

のI>>H崖; 色彩設計にアプローチする一一ーカラーンミ ュレー ン

ョン ・システム ー ..... ... ... ... .... ・e ・ 白

神戸港近 くに" 生ili 科井研究所" 誕生。析しい大阪市庁舎の

デザイン情想案きまる 一句ロ
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27. 都 市の あ そ び / 神 戸 都 市設 計資事材育究会・ 5

28.  ( 品終回) 都 市設 計 シ リー ズ を お わるに あたっ
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忠 末 道 之 村 t 太佳子・ e ・e ・..・ e・ ・ 5  
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会員の受章。会只倍加にご協力お曜日 L、。三井生命大阪ピル新

築工事の見学会。 “ m何日本盛" 西宮酒造株式会社本社工I品

の見学。“万国降" お祭り広J時 k.l j量恨降下工事の見学 句

対談“ 空RII を斬る" ・・流政之+ 村井修 ー。宝塚 7 ァミリ

ーラノド「パウ ・ホール J ｾ庁築工事の見学会 。 千里 中央 セン

F ー( 仮祢) ーl肯千里吹田市民七ンター( 仮称) 祈築工事の

見学。「伝統工芸を見る J . . 神仏具 ・3完全物 廃銃 。日影続

市11に関する講習会。“万国陣" お祭り広1品・大I.iH艮降下工事の

兄学会開{ 曜日変更のむ知らせ .....••. ••..•. .••...•.•.••..••••• :i2 

外壁保存工事の京都 中京郵便局の完成を見る 。 A S T M研

修会芦屋浜 シ ーサイドタウンの ｭ［ｬ￬ｾ 見均を訪ねてＨその Ｒ ) 。

「建築家のための "みどり “ 学科会似 J The  ｇｲ ･･ ｮｩｮｾ＠ 愛知

県緑化七 ノターを紡ねて。通常総会結果報 ;1-;' 0 第 2 1i ! 1台湾建

築事情視察団の募集 ー ・・ 3  

定時評議n会決議お知らせ。m築家のための “みどり" 学問

会161 T he  Gr eeni ng . . . 愛知県緑化センターを訪ねて。霊友

会第二 卜五支部新築工事の兄学。昭和53年度茶室 見学会( 第

l 回} 武者小路千家の茶室を; t tj ねる 。 日本建築協会展示窓の

ご紹介 .•••• •.•••• ー •••• • 4-

通常総会開催通知。会民の受賞。逮築デーデシートハンドプ

1 7 の発刊のお知らせ。日本建築協会昭和53年度収支予算。

，;fMI 市身体附害者リハビ '1 テーション 中央老人相祉センタ

一新築工事の児学会。同日市住宅を考える ♀ぜ ・今 タウン

ハウスかー寓安秀保氏に 1111<  ..... .....  ・0 ・ !5

帝塚山学院大学狭山キャン パスをみる 。写II 募集ー投稿欄小

委員会一。建築データ ンートハン ドプ 1 7 好評頒布中。昭和

53年度日本建築協会副会長及び理事の会務分掌。昭和53年度

日本建築協会常設委貝会委n ・・・ 0 ・・・・... . . . . . . . . .・ 日

第15回よろず相談住宅展( 省エネルギーのすまい )。 対談

" 建築を斬る" 建築家渡辺強和 建築 ジャーナリスト縮問実。

ＱＡｾ 年技術者のみなさまへ 。 建築技術 ｩ 盟舎 刊 行 開 始 。 通常総会

決決報告。会長 ・副会長 ・理事 ・監事氏名。昭和52年度決算

報告。昭和52年度日本建築協会事業報告得。・. ........… フ

1978年2主械県沖地震災害についての報告会。大阪府立労働七

ンタ一新築工事の見学会。ディスカバー大阪( そのり今に

生きる洋風建築をたずねてー北浜船場界Ei トー。苛年技術丹の

みなさま へ。 建築技術ili'"刊行J i H始....・ H ・..…・ 0 ・・ 日

建築伎悼 Ｑ 選ｾ講座 シ リーズ Ｈ 筑 ｉ 回Ｉ一茶室の話一 。 昭和 ＵＳ

年度 建築工事実務E陣営会( 筑34回) 開催お知らせ。大阪駅

前第 3 ピルの児学111。都市住宅を考える12ト郁市計画と住宅

設計の俊点水谷頴介氏に 1111 < 。 ー ー自

会民忘年懇親会の11I ] ( 世お知らせ。建築 8 同体合同新年交礼会。

建築概算学校関西校開校迫る 。支部どより 。国宝東大寺金堂

(大仏殿) 1I 11和大修埋見学会13ト m屋恨解体工事 ( スライド

工法) の 見学。昭和53年度茶室見学会2ト京都仁和寺の茶室、

ｭ 文建造物と青少年鼎ｾＢｉｩＺ道均を見る Ｇ Ｐ eyの伝統をたずねる

一重文山口邸・鉄砲屋敷 万鍛冶一。12月の会と 1躍し予告。

建築データ シートハ ンドプ 1 7 好評頒布中。日本建築協会の

展示窓ご紹介 ーー一 ー…. . . . . . . . . .......・ H ・... ......... 1ロ

建築基単法改正に伴 う日影条例等説明会開催。忘年悠親会の

l時H世お知らせ。建築 8 団体合同新年交礼会。建築技術選舎携

I!E シリーズ ( 第2 回) ピ Jレの省エネルギー 。大正海上火災千

里中央ピル新築工事の児学。玄から彩ヘー鳴いろの世界ぃ篠

田桃紅に 1111 < 。 ・ ー ...... •.• ••.•• •• .. ..... 勾刊

第24図工高生デザイノコン 7 ール入選者発表。建築 8 団体合

同新年交礼会。建築デ - 7 シートハンドプ 1 7 好評頒布中。

建築技術選容第 4 号 ・第 5 号発刊・・・ H ・H ・..... ・ ・・・勾E

報 ... 

日本建築協会月 JHl の動 き ( 昭和52年11円分) ....・ e・...・ q  

日本建築協会月間の動き (昭如52年12月分) ー・ 2  

日本建築協会月 tmの動き (日目和53年 I 円分) •... ・ .• 3  

日本建築協会月間の動き( 昭和53年 2 月分) ーーー・ 4  

日本建築協会月/ l I lの動き (1I[j和53年 3 月分) …・・・0 ・・・ 5  

日本建築協会月 uuの動き (昭和53年 4 円分) ー・ .  B  

日本建築協会月/ UIの拘き (昭和53年 5 月分) ・ フ

日本建築協会月間! の動き (H;'1和53年 6 円分) ー ・ ・ー E  

n本建築協会同 Illl の動き (昭和53年 7 月分) …. . . . . 百

日本建築協会同1 1 : 1の動き (1I;'l和53年B 円分) … ・・・ 0 ・ 4 ロ

日本建築協会門 1mの到j き (昭和53年 9 月分) … .. .. " ' ' ' ' ' 11 

日本建築協会月Ｏｈ ｊ の ｾ￸Ｉ き Ｈ ￟ Ｑｪ和 ＵＳ 年 ＱＰ 月分 Ｉ …・ 0 ・0 句2



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社

支 底

倉 庫

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら責 任 施

工 ま で の一 貫 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏 水

原 因 を 克 服 し た理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せ ま し た 。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

継 目 が な い / 混 度 変 化 に よ る 伸 び が な い / 腐

らない / 柔軟性に富んでいる / 耐 候 性 に 優 れ

ている / 製 品 及 び 施工 技 術 が 優 れ て い る/ 完

全 絶 縁 工 法 で 施 工 出 来 る

奥山化工業株式舎祉

本 社 東 京 都中 央 区 銀 座8-4-9 電話03(571) 2703

神戸市生 田区北長狭通 4 ー 1 (英和ビ ル)

電話 神戸 ( 331) 0881 - 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号 ( 堂ピ ル5階)

電話 大阪( 364) 2031 - 4  

神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト

オクロ ン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタロ グ進呈

厚木出張所 厚 木 市 金 回字宮畑 2 5  9 電話0462(21)  6092 

大阪出張所 大阪市都島区都島中通り 2-3-1 電話06(921) 2497 

名古屋 出張所 名古屋市南区若草町 3- 3 電話052(811)3660 

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電 話0952(47)2945

豊 か な 経験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社: 大阪市東区両替町 1- 12 日生ビル 宮 ( 943 ) 6571代 表

東 京 ・ 償 ｬｴ Ｚ兵・盛岡 ・ 郡山 ・ 水戸・浜松・ｼ凋崎・名古屋 ・ 富山 ・ 大 ［ｾｴ ・ 京都 Ｍ 堺・神戸 ・ 広島 ・福岡他 全国主要都市
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5 0  

空 気 閥 和 ・ 冷 暖 房 控 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

令 都 朝 目 玉 業 社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 田r1  -25- 7  電 話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電 話 (302) 2  2  7  1  ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 名 古 屋 ・ 中 国 九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・盛 岡 ・ 繍 浜 ・ 併 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

2 3 3 2 2 設計施工

曇 〈 知 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 泣 話 大 阪372局7151( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上j レ 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 広 大阪市1科医江戸級 1 r 日101il' 17号 〒 550 屯机 (441)8231

本 社 京本船中央区銀座 2 rn 2 番17r-;. 干 104 .，包!活 (535) 5251  

支 社 大阪 点京・名古原

支 庖 札 帆 仙 台 ・ イ1t iR 広. G. . 稿! 日l

営業所 新潟・大: J l l l . . 問111 ・市総・熊本

出張所 帯広・秋田 ー峨 1刈 ilijf時・千葉・愉 i兵・静岡

富山 ・稲弁・ 4皇I! I ・京間1・神 戸 鹿児烏・部覇

空 気 関 和 般 備

給排水衛生設備位置十箱エ 各種送風機・製作販売

各種プラント段備

⑪ 械 式 盆 社 ，，:'4Jl . シ

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281 (大 代)

営 集 所 東京 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・ 広 島 ・ 福 岡 工 場 和 泉 ・ 名 古 屋

テ レ ッ ク ス ; 本社 No. 562- 7688 和 泉 工 場 No 538- 5898 

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備 ・その他管工事一切の設計・施工

⑮ 斎 久 互 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町会6-2 ( 日本ビル)

電話 03-( 270) - 741 1(的

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4- 2-38 電話 06- (443) 5041(的

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙 台 ・ 千 葉 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 高 松 ・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・苫小牧

空 気 網 干 口 設 備

給 排 水 ・衛 生 水 道

君 主 気 設 イ 紺

厨 房

三 機 工 策

ム

五 環 境 衛 生 縞 訟

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 品 和 治

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2番 地 包括 大 阪 (202) 代 表3071

本 府 東 京 日 比 谷 ・ 二信ピル

支 庖 名古屋、福岡、札縦、広島、仙台 ‘ 北陸

出 張 所 償浜、高松 、静岡. 畏回. 岡山 、金沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

⑩三建設備工業討結審赤土

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 崎 町 3 1昏 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 格 蝋 殺 町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 札 眺 ・ 広 助 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

。
点京本応

大阪本府

支 庖

出 張 所

空 気 開 和 ・ 衛 生 段 備 設 計 施 工

晃 空 調
掠式会社

-・
-

-・東京郎新宿 区西新宿 新宿住友ビル 氾 ｾ ｩｩ 03- 344ー1911

大 阪 市 北 区 丙 天 満 3 丁目 13番20号 泣 ;i ii 06- 363- 1371 

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2  屯自治052- 581 - 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 ｾＭ ｬｴ￪ｾＡ［ ＰＸＲＲＭ 47 - 4535 

悩 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番22号ー '4d! ; 092- 761 - 3795 

仙台・横浜・福弁・京都・神戸 ・総江・沖縄

管 工 事 業

@ 協和建設工業株式会社大阪支庖

取締役支 l，li 長

阪 市 北 区 堂 島 2 ー 1 - 27(桜 橋 千 代 田 ピ ル )

郵 便 貯号 530 電 話 大 阪 (06) 346 - 072 j( {t 

著書新日本空調株式会社

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 笠 島 浜 l 丁同 2 番 6 号( 新大ピ Jレ)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本社・ 東京税中央区日本僑本石町4-2( 三井 第二glJ 館)

包括 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 仏 札 純 ・ 米 海 村 ・ 北 ! 被 大 分

c l eana i  r  

。議室主業検烹合法

fe)  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

(e1:t宿泊 よりよき環境へ技術てす紋トー

海 v 株 式 会 社 精 研

本 社 大阪市南区瓦屋町 3 侯丁6811¥:1也 ( オートセンテーピル2階)

郵便需 号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 需

東 京 支 1;5 東京郎千代田区九段南 2丁目 2 番 5号( 九段ピル 8階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4番
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斗

，"， U  東 京 支 広 実1; ! Cl ¥鎖市巨 西新宿 2- 6- ' ・03- ) 44-1851{文 代、 犬 同 支16・06- 448- S 8 引付叩

名 古 置 支E ・ 田 2-211ー1日引代} 九州主庖・ 田 2-4) 1-2147 1重県所 帯L曜 仙 台 帽 汲 広 忠

神 戸 お鋼所 断 刈 金，R . 大宮 静 岡 ・回 東 甑 間山 崎 山 間 本 鷹 児 島 沖蝿 ，、ンコワ

空7i . 調和 ノ〆、¥

給排水衛生 『て7

鍋宣送機設 備

設 計 地 工

第一エ業抹式会社

大阪支庖

一 般 空 関 段 備 ・ 値 l at宣; X段剣・ J令，東冷蔵段備

冷却車主燥蚊備・環境改唱 ｕｾ 鴎その他上皐己に附

， 園 、 」 帯 す る 衛 生 、 電 電 気 等 一 切 の エ 司Eの位置十・絡エ

ｉｾ イタ苓ＺＱ］ＺＱフヲシト様読書絃
司ヌ炉 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大阪市大海1" 中湯本泊 1 111 2  a陸 地 ホ コ ク ビ ル

〒 531 ・IU"; } . 限 ( 06) 372- 51711 代 漫 )

支 I苫 東 京 都 中 央 1，( fl 本 儲 字 国T 3 の l 共 1';) ヒ ル

〒 103 司' : ，{ 両県( ，; . :¥03 )242- 5521 ( 代 表 }

. . 園陸所砧¥ I剖 r，声 w. 広 島 . * L 眺 仙 台

空気調和・衛生設備 ，. .. .• 山 大阪ガス指定エ恵会社

ガスｾ備・ガス住宅 設備 品川 叩 一 大阪ガス役備後器特約盾

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北区西天満 5 - 1ト12 電話 06 - 313 - 1846

芸品 tE E f  大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電話 06 - 313 - 1846 

品主去 立思 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 番 3 号 電話0720- 49- 2128

設 備 部 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 1ト12 電話 06- 313 - 1846

12 劇 12 昆祭 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 番 3 号 電話0720- 49- 2128

回

日愛・冷房・空気温温度調主主装置

設 計 施 工

高 fi!!! 
套拘

品 4

ｾ＠

大 阪 支 応 大 阪 市 北 区 芝 回 1丁目 4- 8 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代 表 )

事; 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

く moOAI畳コ 空 気 調 和 設 備 =

設計施工

換気・除塵設備

東 洋 煎 工 . 繍 豆 電 盆 極 大 隊 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2 7 T E し(443) 8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T E L ( 562)  1 3 5 1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

給・排水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

3522西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

支 庖 ・営業所 福 岡 ・京 都 ・広 島 ・天 理 ・ 川 西

⑥日本管工業株式会社

本社及京事支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 電図i I 1f 2  0 番 地 の 1

ｾ話 Ｈ ＶＸＱ Ｉ 5  1  0  1  - Ｕ ・ 使附 Ｑｉ 平刷 ｾ ＶＹＱ Ｉ 1045 

大 阪 支 広 大阪市北 区天満ト5- 20 電信( 06 )352- 3501附

四 日 市 支 庄 四 日 市 市 西 末 広 田T 包 括 (0593)53ー 7431附

津 営 業 所 津 市 栄 町 2 - 111 電話 ( 0592) 26- 3610qt)

滋 賀 営 業 所 大 湾 市 打 出 浜 13 ー 15 電話 (0775)22- 9738Qt)

名古屋営業所 名古屋市中川区百船町 電話 (052)363- 0681Qt)

(1""'. ｾ令 ｒ ｉＱＮｉｩ毎 ｬ ￫ｊ

キ電'ー.....

③石毛) 提訴茶道

一. . 司・2 ・I U: 置

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸堰 1- 22- 7 T  E  L ( 441 )附 1994 ・( 443)附0331

杢気調和・恒1旦恒温・冷凍・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@不ニ熱撃工業級友舎粧

本 底 大阪市南区順月I ' O l T 2 - 5 0 電話 261 - 24滅 的

東京支唐 東京都大田区西馬込 1 - 2 - 1 電話 773ー 1231!f'o

営業所銀 ｾ . 浜 松 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

⑫ 山 田Z 踊 梅 毒8 *2:

事世且菅工事事重畠 大 阪 市 西 区 車 町 寝 1 - 6  - 8 電話06(443)8161( 大代量}

壇壇華置事車部大臣市喧 III I l 三書屋南 1 - 1  - 35 電話 06(30811491( 代置)

東 京 王 宮 軍 軍 臨江草区亀戸) - 8  - 4 (自国ビ ル} 電J}; 03168318421Ift 轟3

名 古 屋 王 高 名 古 屋 市 中 区 輩 2 - 16 - 13(車極ビ，， ) 電話 052(202)ω77(代置)

福 岡 支 庖 福岡市博多区博多駅東2-4- 30 (いわきピル) 電話 ω2(451)3456

出 量 所 得 戸 ・ 世 山
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電 気 設 備 ⑤

陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 2 - 4 朝 日 ピ

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 )

市 前 木 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 布 庶 民 丙 庁 、 瓶 事 草 野 町 2 1  

T E  L  ，;.: 布日 075  (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( f-l: )  

市 中 央 区 藁 院 1 -- 1 4 - 8

T E L 骨A陪;j 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 位 備 の 頁

社
ふ
一

A

設 計 施 工

朝

電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 位6逮

回咋ζ

本

本 社 営 機 所

英

大 阪市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T Eし0 6- 313- 110 1

支 l苫 東 京 ・名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・広 島 ・四 国 ・九 州

信原栗取締役社長

ｦｾ 、 再日京観世E割陣所

行'.1 院1禍 岡 出 張 所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男
常 務 取 締 役 支 社 長

大阪市東区高腹僑五丁目 二八番 地 電 話 大 阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 札 悦 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 ・ 出 張 所 全 国 主 要 都 市 20ヶ 所

会 社

電 気 工 事 設 計 施 工

盤
，、

代 表 取 締 役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 (堂ピル 7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 紙 箱 崎 町 2 0 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一
一
一

株 式 会 社

キ土

底

本

支

出 張 所

設計・施工

喝'

気 株 式

電 気 工 事

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 医 成 育 三 r ｾｬ 五 Ｑｦ ｴ 卜七 号
m if 重 大 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大阪市城東区成育三 「トl 十七信一号 m話大阪 (932)2869

奈良県御所市御国通360 電話御所 (2) 0122 

枚方市山之よ西町 l の l 屯訴枚方 (43)8659-(44)9232

神戸市n: 合IR若菜通六 n - l 六需五号 電話神戸 (241)5969

電 気 ・ 吸 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 3 階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新橋 2 - 1  6  ( ニュ ー新橋ピル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 減 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5 1 3 1  ( 代)

堺 ・ 千 葉 ・ 字 都 宮

ro ム一

A

中 本 電

本

資 材 倉 庫

奈良営黛所

牧方営重量所

神戸営業所

社

H  

底

本

支

底支

終 本神 戸Ｑ［｜Ｍ ｾＱ 祈

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 始 皇 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

1tt J '舌 大 阪 ( 472 ) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東 京 都 品 川 区 西 五 反 回 6 丁 目 25番 11号 ( 悩 品 ピ ノレ)

ｾｮＺ＠ ;1'苦 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 介 区 主 毒 物 師 町 2 3 排 地

1包 括 寸 、 合 ( 56 ) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

1特 千 策 和 歌 山 ・ 才 ， 古 屋

総 合 設 備 工 事 〈設 計 ・ 施 行〉

電 気 -7 ' ンテナ ・送電線・プラント ・計 装 ・空調・土木 ・建 築

⑧ ネ土

.0除

::Z:J; 太 陽 工 藤 工 事 株 式

千土

r，可

本

立:

自R四林取 締 役 社 長

営 業 所

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T EL  (  06) 4 5 2 - 1151  ( 大代)

東 京 ・ 名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・福 岡

ネ土本

E芋出 張F斤

事業所

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

中 実

阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田
取 締 役 社 長

ネ土本

轟千縫亀械株式会討

取締役社長 岩 崎 久 雄

大阪市部島区中野町 Ｔ 了ｾ 8 ー 10

. 艦 大 阪 (06) 3  5  8  - 1  1  7  1 大代理E

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 丁 目 1 3 番 5 号

電 信 東 京 (03) 5 0 3 ー 0 7 1 8 代 表

福岡市 φ 央区天神 ｴ 了ｾ 1 0 . 2 4 号

電 路 福 岡 ( 092) 7  1  2 ー o 1  2  6 代 表

神戸 078(351) 6441 鹿 児 島 ω92( 24)  0115 

電気設備書宣言十施工

@  

全土

庖

ヨ紅

支

営業所
. 担瞳所

中 央 電 気 工 業 株 式

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 究

大 阪 市 北 区 西 天 満 6 丁 目 9 番 8 号

電 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸

松 山

電気・計装・空調工事設計施工

Ｎｾエ司餌・膏十装工事・股骨十鎗ヱ

ｖｾ ト薗気工［Ｚ［［［ニアリレヲ施策式 Ｘ 髄&  社

dト

ヨ玄

、aェ

1旦
山 本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 1 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 (代)

東京・神戸・広島 岡山

名古屋・岡I 1J ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂・ 三原・徳山 ・松山 ・新居浜・福岡・沖縄

取締役社長

社

支 応

事業所

本
社

支 宿

営業所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

扇 木 建 入 憲'1 $ ; 審院止

耐 震 耐) 武 司

安 定 経主豆

ナニワ媛匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

浪

週

区

司

町

了

自

七

問

一
電

話

制

五

O

円

五

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

: :  ｊｉＩ 芳窯 ｓｾ 局窓⑪ 

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 靭 本 町 バ ス 停 前 )

電 鯖 大 阪 06( 532)代 0461 ⑮ 550

社ヨ事

Board &Slate 

フ タ パ 需 3阪

面『

東村

Standard 

lt 段省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

本 社 大阪市東住吉区第j 川町J 3  - 54 ';!L，活 (06)702一7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 権 問 出 張 所

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

11川11川11川11川11111川11川11川11川11111川11川111111川11川"川11川11川"川11川11川11川11川"川1111川"川111川"川"川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11州"川"川11川11川"川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川111川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川
11川11川11川11川11川11川11川11川111川1111川l川11川11川l叫111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川""川l川11川11附111川"川11川11川11川11川11川11山11川11川11川11川11川11川11川11 l  

プレハタイル #2000

〈セメント系凸状・カ ッ ト状仕上げ〉

エマルエボ #3000

(エポキシエマルション系凸状 ・カット状仕上げ)

. 複層模様吹付材

( 吹付タイル)

大 阪 支J吉

⑬ 明 研 化学工業株式会批

大阪市東区間胞僑 2 丁目 9 野村ピ J レ5階 電 話 大 阪 (202)4905

本 社 明 石 市 厳 江 中 苔 町888番地 (0781928- 34民 代

営寝所 大阪・兵庫・東京・名古尾・広島・高松・福岡仙台

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川
11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川

11川11川11川11川11川11川11川11川"川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川t“川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川1“川11川11川11川11川11川111川11川11川11 
l  

ア

、固圃畠

、-四・・オイ

"  
の火 設 備消

高圧瓦斯工業株式会社
唱号

干“ 4 伊 丹 市 伊 丹 婁 正 の 下 2 3  7 番 地 e 伊 丹 (0727) 82- 8561  (代)

干 102 東京都千代田区九段南4丁目 7番13号( 大島ピル) 台東 京 (03) 265- 7651 (代)

〒 462 名 古 屋 市 北 区 御 成 通 り 3 丁目 l 番 地 雷 名 古 屋 (052) 915- 0801- 2  

本 社

東 京 支 社

名古鹿事務所

ハロン1301消火設備

二酸化炭素消火設備

粉 末 消 火 設 備

タノレ

軽 い

シマメ

ぅ燃えなし、

ーオ

腐 ら な い

一フカケ
-・田・・・圃.

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 棟 包 水 切 り に

大 島 応 用 化 学
ドメタノレσ〉

ス タ ン ダ ー
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本社エ渇 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 3 - 1- 19 電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区御 幣 島 4- 4- 23 電 話 大 阪 (471) 0  4  2  6  

建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

i簡に芯ヨ.. . . .1-:
- 年 中 快 適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

4

『
へ

l

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

最 高 の 技 術 が 生 み だ し た

新 し い 素 材

ヘーペJL
O  

朝関奪三

- 吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

ソノライト j: 自信
( 法定防火材 ・建 設 省 認 定 ・基 材 同 等 第0003号)

⑧ jT異野望書男(代)

明 石 支 底 〒673 明石市西新町 2-12- 14 1:I: 078(922) 0007(代)

高槻営業所干569 高槻市宮田町 2- 1- 29 1:1: 0726(96) 2889 

中国営業所 〒742 柳 弁 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

官:r 08202(2)  5211 
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地玉三，空

U 2 u k ' こコ

l  総合天井システム紹議 |  

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法、， " AL T S工法、は当社強自の

照明灯ユニットおよびアルミ製丁パーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの設備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド BOXなどの取り伺けも可能| こしだ多機能を誇っております。 CPAT. 6件)

奥村重兵衛株式皇社日

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 ア号

東 京 都 港 区 新 情4丁 目2番 第29森 ピ ル

福 岡 市 糟 多 区 住 吉 2 丁 目 16替 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 オ 醤6 号

仙 台 市 本 町2 TEl 1番 8号 第1広 瀬 ピ ル

沖 縄 県 那 覇 市 豊 川 1 1 9番 地沖 縄

年中見ていただける 皆様の見本室

タイル

常設展示場

A M.I O.∞- P.M. 5. ∞ 

日曜・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町1丁目 1番25号

八 千 代 ピ ル 南 館2 F

T E L  ( 06) 364- 2059 

111111111111111川l 好 評 発 売 中 . グ 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川111川川11川川11川川11川川11川川11川 川11

干 530 宮町舌( 06) 312- 4131閥

〒 叩5 1闘苫( 03) 437 - 3361(倒

〒 812 電 信 ( 092) 291- 045邸側

〒 451 . K舌( 052) 5 2 2 - 5 4 3朕内

〒 980 宮町駅 0222) 65- 656邸 内

干 900 電 話( 0988) 53- 685α 仰

|雲|

徳田新i董
。

南森自T

建 設 省 建 築 研 究 所 監 修

月 刊

(54年| 月号〕

・基礎 の根入れを考慮 したくいの水平抵抗

・木造住宅および低層建築工事用足場

〔特集号案内〕

・躯体生産技術の

年間購読料 ￥8，400 

( 送料含む)

定 価 ￥ 700 

・建築現場におけるコ ストダウンの要件と具体例

・防災と建築計画( 1)

・耐震 いろはかるた

・カナ ダ省 エネルギ一法 ( 1)

・構造計算データシ ー卜 (60)

向上をめざして

51年 4 月・特価￥ 780

・建築と接合

51年 7 月 特 価 ￥ 1，3∞

・住宅部品システムの普及

51年 11月 ・特価￥ 1，4∞

・工事環境と技術対策

53年 8 月 特 価 ￥ 1，α)()

・住宅の遮音

53年 12月 特 価 ￥ 1，000

同じ失敗を繰 q 返さないために 増補改訂版生活環境造りに好{ 固の殺計資料 各積建築情造の計画 E主計に役立つ実用便首

ｅ 号室豊監重樹，ｾ産事凶 ｅ 層面軍司・
| 住 宅 団 地 の 造 園 施 設 I I 建 築 構 造 計 算 資 斜 集l

8 5判 ・本文288頁 "' 3 ，600( 送料￥ 250) 沖 中 健 著 日5 判 ・本文1 J 4頁 ・'" 1，600( 送料￥ 2∞) 中川 i享 編 著 全 8 巻 一一一一一ー」

目と手て確かめた水と土のte録 一線題への対応ー 快適な住環境を造成するための技術資料 田 鉄筋コン 7

'

) ート 帰途編①〈増補改訂〉

直抑制ちぐい工 ｾｕ I 住 宅 団 地 の 土 木 設 計 | 閤伽ン7 J Z 2頁 吋 ( … )

北中克己著 A  5判 ー本文3掛 川， 500( 送 料 ￥ 却 ) 小池正次著 8 5 判・本文 113頁 ￥1，悶( 送制 2∞ ) 白5 l

'

J う12頁・判， OOO( 送料￥ 250)

納ま Oやす{ 施工しやすい配筋のf旨事普 段宮十 ・施工に必要な接着工法の決定版 図鋼 4書 道 (j ) 

| 新 刊 配 筋 読 本 I I 建 築 の 接 着 工 法 | 日5 心 掛 判 却 ( 送 料 叩 )

井上 Ｑ 専・ ｾｴＧｊ 、 鈴宏共著 西 忠 雄 監 修 目 図鋼 情 造 編 ②

8 5 や| 本文 162頁 ・"' 3，2∞{ 送料￥ 2∞) 8 5 判・本文叩5頁 ・￥3，α 沿( 送料￥ 280) 8 5 平IJ . 256頁・￥ 3ぷ氾( 送料￥ 250)

3見場に即した工事検査方法初の指導書 亀田泰弘監修 コンクリ ー ト技術に関する好適の実務管

| 新版建築工事検査の実際 I I 実用コンクリー卜技術 |

・上巻 8 5 やJ .  453頁 ・￥6，α ぉ{ 送料￥ 250) 森 茂 二 郎 編

・下巻 8 5 宇J • 534頁 ￥7，ぽ氾( 送料￥ 250) ・上巻 8 5判・ 3伺頁 ・￥3，200( 送料￥ 250)

上下揃( 都内送料 "' 350 地方送料》日氾) ・下巻 目5 判 ・414虞 ・￥3，6∞( 送料￥ 2印)
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5 6  

良品ｾＪｾ ＺＺ Tl IJ I !J 9  Jl J 9J l  

錆 び ない ノ

わ れ ないノ

燃 えな い . ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品 種 ・オリエンタJ レカラースーバーメタル ( C5 PM)

・オ リ エ ン タ ル ス ー パ ー メ タ ル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L )  

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( 5  5  )  

、
波板規格 S 小波・S 大波・ V 波・ボ ックス波 . W ジャ ンボ波・V デ ッキ

s v ジャンボ波 ・其の他

用 途 平板・波板・棟包 ・雨 押 類 ・ 谷 樋 ・竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制))

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル ・其 の 他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

運勢市 I J I !J 9J l J 9J l 製造揖式会祖

大 阪 本 社 干660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 ー 26 松 本 ピ J レ 包 括 大 阪 (06) 412- 5131( 代)

営 業 本 部 〒 660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 国 44 電 話 大 阪 ( 06) 488- 1081( 代)

支 底 及 工場 大 阪 ・九州、| ・名 古 屋 ・広 Jみ ー東 条 ・ 刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業. 株 )

東 京本 社 及 工場 〒 335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 包 括 蕨 (0484) 42- 3115( 代)

支 底 及 工場 東 北

現場の信頼に応える .，1 " 16， 
告 日 ロ

ヨ' t 口口

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 周

セ メ ン 卜 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン ト 硬 化 促 進 用

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非加も官ゴムシート防水用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ ー

ヲoli-. 墨田ート

7 s - 9 ; '  

11守- q- L.

セメンド起泡・軽量 ・裏込用 %%: : 1'・b

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 ｚｾ ニ ＷＭＱ Ｖ，

ー セメン卜混和剤 ・助材綜合メーカー -

ｾ Ｍｾ， ｾ 株式ｉｉＺ］ＡｉｉＧｨ固巳Ｇ‘Ｍ｟ＮＮＮＮＮＮ
.... ＭＺ ｾＺ ｾ会社ＮＮＮＮＮＮＮ目唱且Ｍ｟ ....... 

v ' 東 京 郵 品 川 区 ニ . 1 - 18- 8 f t東 京 (787) 1131代表

東 北 支 庖 福 島 市 下 野 寺 字 遠 原3- 2 合 0245(91) 1131間

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 町 14 - 3  f t0298 (23)  1131間

盛岡営業所 岩手県盛岡市月ケ丘3- 39 含 0196(45) 1331聞

大 阪 大 阪 市 東 成 区 東 中 本2- 17- 26 f t  06 (974) 1131  

〆;

ｾ＠ .  
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るウ エ ルドシステム ｏ 特 殊絶縁 ｉｾＩｪ JJ<. 工法 ( 特

許ストライプ工法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と、完全責任施工 ・年|坂似証ヵ、私たち

の強力 な武器。 全国90 カl叶にも

およぶ 〈日アス 〉ネットワークの、水もモラ

さぬたたかいぶ りに、ぜ‘ ひご注 11 くださ し、。

水に、スキをみせるな。

0 .01 ミリ のス キ川 でも 、水は &J .長し ません。

〈日アス 〉は、 |坊水工 ・J';.ひとすじに 50余 年。

この小 さなスキ 間 との、長いたたかいを続け

ているのです。 もちろん、 O シグマー トに よ
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海 三1言注材工業株式会社

大池建工株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

近 畿 池 田 渡 青 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 神 原 商 底

清水 興 業 株 式 会 社

日新工材株式会社

日新建エ( 株) 大阪出張所

日本綜 合防 水 (株 ) 大阪支底

7 9パ興業株式会社

マルエス工業株式会社

有限会社丸藤商庖

大島応用化学工業株式会社

久 下 商 庖

東 洋 建 材 株 式 会 社

中村涯青工業株式会社

棚田建材有限会社

有 限 会 社 ミサキ 商会

ヒカリ工業株式会社

国際 工 事 株 式 会 社

国 束 中 国 防 水工 業 株式会社

株式会社三洋妓建

三和防水工業株式会社

豊 永 建 材 株 式 会 社 ・

大 和 工 業(株 ) 広島出張所

株式会社巴商会

和 光 工 業 株 式 会 社

国 大三工業株式会社

大三工業 (株 ) 高知支庖

徳島大三工業株式会社

株式会社マルマ ス河野商庖

株 式 会 社 山 本 商会

九 州 安 藤 工 業 株 式 会 社

加茂装備株式会社

日建工材株式会社

株式会社工材社

安藤工事株式会社

株 式 会 社大二商会

日新興業株式会社

株 式 会 社 北 原建材商会

上 原 建設工業社
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会 社 名

日本防水総業株式会社

日本防水総業( 株) 旭川出張所

日本防水総業( 株HIlI 路出張所

日新建工( 株) 札幌出張所

大和工業( 株) 苫小牧出張所

日新建工( 株) 仙台支庖

伊藤建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春日工業株式会社

金岡工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株 式会社

大東スレ ー ト株式会 社

東 京;! . 青株式会社

トーフジ工業株式会社

日新 建工株式会社

日本綜合防水株式会社

野 口工材株式会社

滋図工業株式会社

富士エ材緯式会社

藤 ;1 膏興業株式会社

フタパ興業( 練) 東京営業所

北 条 i/lt 青工業株式会社

マサJ レi/lt 膏工業緯式会社

大和工業株式会社

i/lt 膏建材株式会社

有限会社神守建材社

金港渥青株式会社

不二 防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業( 株) 大宮支庖

石田建材工業( 株 ) 宇都宮出張所

湿膏建材( 株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋商庖

同和建業株式会社

同和建築( 株 ) 長野営業所

株式会社仙嶺

有限会社折橋政次郎商庖

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石僑建材株式会社

協和建材工業株式会 社

三井工業繰式会社

地 区

北 海 道

東 北

関 東

越

陸

{言

ｾｴ＠

まま ( 882) 2424大 代

f i  ( 882) 2424大 代

f i  ( 741 ) 6257 代

合 ( 329) 7737 代

合 ( 451 ) 1095 代

.即建匙1削3立2

、h 圃" ， 東 京 都 足 立 区 千 イ 住 主 E東賓

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2  

中 部 支 部 名 古 屋 市 千 種区 千 種 通 り 2 19( 舷 阜 正 ビ ル )

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 -

九 州 支 部 福 岡 市 1専 多 区 I尊多 駅 前 1

日 新 工 喋 株 式会 社 内

日 新 工 業 内

日 新 工業 名 古 屋 出 張 所 内

日 新 工 業 大 阪 支 庖 内

日 新 工 業 九 州 出 張 所 内
製 造 元 / 日 新 工業 株 式 会 社
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「三星A Cフロア」は、連続気 i包の発i包層をもっ

3層構造の床材です。この独特の発泡層が、

ショ ックをやわらげる !*-bきをし、アクシデントを

未然、: に防ぐ床をつくります。

ほかにも、 音をさえまる ・底冷えしない ・すべり

にくい ・結露しない ・ホコリを引きつけないなど

総合的な機能をもっA Cフロアは、 学校 ・病院・

福 祉 施 設 ・幼児施設 ・体育館、および一般

建築の、とくに廊下や階段 ・多目的ホーノレな E

ヒューマンな 空間づくりに 、自信をもっておす

すめしています。
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